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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　クラウドナインはどこにあるんだろうか。

　足が地に着かないほどの最高の幸せ──九ク番ラ目ウのド入ナ道イ雲ンが意味する言葉のとおり、本当にそこにあるなら、雲の上にだって行ってやるのに。




「明あか琉るさん、冗じよう談だんにしないでよ。俺が本気だってもう分かってるくせに」

　うわの空を咎とがめる声に引き戻もどされ、皆みな川がわ明琉はちらりと男を見み遣やった。

　九月の第二金曜日、二十一時。ふたりがいる道どう玄げん坂ざかのダイニングバーはメンズデーで男性客ばかり。ゲイバーじゃないけれど、こういう特定のイベント日に集まるのは、同性を恋れん愛あい対象にしている客がほとんどだ。男同士やたらべったりしていて、みな人目に遠えん慮りよがない。

　明琉に指を絡からめてくる男もそのひとり。彼はまだ十代で、焦じれて口を尖とがらせる表情が許されるキャラクターだ。

　年下らしい表情を見せたかと思えば、テーブルの下で絡めた指にぎゅっと力を込められて、明琉はため息をつくように笑った。グラスに軽く右手を添そえたオリジナルカクテルの名前は知らなくても、左側から熱っぽく口説いてくる男・音ね緒おのことなら、この店内の誰だれより知っていると思う。

　洋楽のリミックスがＢＧＭ、そこに他ほかの客のお喋しやべりと笑い声が混じる。打ちっ放しのコンクリート壁へきに等とう間かん隔かくで据すえ付けられているのは、灯あかりを絞しぼったマリンランプ。その真しん鍮ちゆう製のフレームから落ちる陰いん影えいが、チャコールグレーの壁かべに美しい模様を描えがいていた。

「あーかーるーさんってば」

　よそ見を咎められて、ようやく音緒と目を合わせると、いきなり口付けられた。互たがいに視線が絡んだまま。一いつ瞬しゆんのことに瞠どう目もくしたときには、もう唇くちびるは離はなれていた。間かん髪はつを容いれず、音緒の頭をぺちんと叩たたくと、「イテッ」と顔を顰しかめる。

「ほんっと若いな、お前」

「あ、すぐそうやって予防線張ろうとする」

　音緒は明琉の九つも下、十九歳だ。雑誌編集者の明琉とは仕事上の付き合いがあるカメラマンで、隙すきあらば「どっか食べに行こうよ」「デートしよ、仕事抜ぬきで」と誘さそってくる。

　編集部の仲間を含ふくめて食事をしたことは何度もあるけれど、音緒とふたりきりは初めて。「未成年だからアルコールは駄だ目めだぞ」と窘たしなめたにもかかわらず、ダイニングバーに連れてきたのは音緒だ。これではますます年ねん齢れい差を意識させるから逆効果、口説くなら場所から何から間ま違ちがっている。

「俺じゃなくても、他にもっと若いのとかいるだろうが。なんでよりによって……」

「明琉さんはかっこいいし美人だし、イイ男だよ。仕事中のパキッとした男前な明琉さんも好きだけど、それが緩ゆるむと途と端たんに色っぽくてさ。耳の辺りから首筋にかけてのラインとか、なんか無防備になるっていうか。ゆるゆるって柔やわらかそうな髪かみも、気ぃ抜いてるときの眠ねむそうな目だって……あぁヤリてぇってなる。めちゃめちゃ好み。他なんか目に入らない」

「パーツで褒ほめられても」

「細かいパーツも全部好きってこと」

「しまいには小指の爪つめまで好きって言いそうだな」

「指もしゃぶりたい」

　手放しの賛辞と、耳じ朶だを擽くすぐるあけすけな誘い文句に思わず苦く笑しようした。そうしながら、腰こしの辺りがじわりと熱を帯びるのを感じる。達者に動くその口はどんなフェラすんのかな、とうっかり考えてしまったからだ。

　もう随ずい分ぶんご無ぶ沙さ汰たな下半身事情も相まって、理性より本能が先に反応してしまう。でも、簡単に靡なびくわけにいかないぞという大人の意地で、何食わぬ顔を決め込んだ。

　そんな明琉の隣となりで、音緒は余よ裕ゆうたっぷりに笑う。

　音緒の言動は熱っぽいけれど、そこにみっともないほどの必死さは窺うかがえない。勝算があるからだ。「今日は絶対帰さない」と言われたし、明琉が「いいよ」と頷うなずくまで、諦あきらめないつもりなのだろう。

　音緒から探さぐるような眸ひとみを向けられ、それを受け流す。明琉が躊ちゆう躇ちよしていることなど気にならないのか、音緒は大きめの口でにこりと微笑ほほえんだ。「好き好き」と顔中に書いてあるみたいな笑え顔がおを向けられると、音緒のこういうところが掛かけ値ねなしにかわいいと思う。

　音緒のすっきりとしたツーブロックショートヘアは濃こいミルクティー色で、それとは対照的に、きりりとした眉まゆや、深いティーブラウンの眸は意志の強さを主張している。どこからどう見ても、恋こいの相手には事欠いていないはずだ。そんな若い男に熱ねつ烈れつに口説かれて、悪い気はしない自分に、明琉自身、もうとっくに気付いている。

「ねぇ、何が明琉さんの中で邪じや魔ましてんの？　仕事のこと？　俺が未成年だから？　年の差？　それとも俺が名の知れない駆かけ出しのひよっこカメラマンだから、とか？」

「仕事がやりにくくなるだろ。たとえば俺が、急ぎで他のカメラマンに撮さつ影えい頼たのんだら『どうして俺に声掛けてくれないの！』とか言いそうじゃん」

　音緒が目をくるりと大きく開いた。

「言わない」

「今、間があったろ。言うね」

「言わないって。言わない。明琉さんの仕事に支障を来きたすようなわがままは、絶対言わない。誓ちかうよ。どっちの雑誌にも迷めい惑わくかけない。『Ｃｌｏｕｄ９』も『ブレスユー』の仕事も、今まで以上にマジでやる」

　音緒は、銀ぎん鱗りん社発行のライフスタイルマガジン『Ｃｌｏｕｄ９』と、写真週刊誌『ブレスユー』両方の編集部に出入りするフリーカメラマンだ。仕事上の繫つながりがあるから、勢いに任せられないという部分は、音緒の察しのとおり大きいが……。

「仕事を体ていのいい断り口にするのはずるいよ、明琉さん。俺とのエッチ想像して、ちょっと勃たってるくせに」

　すかさず音緒の手がまるで人ひと質じちみたいに、わずかに膨ふくらみかけた部分を柔く摑つかんでくる。びくっと腰を引いたときには間に合わなかった。息を詰つめるのと同時に、音緒の濡ぬれた眸と目が合う。いっさいの揺ゆらぎもなく、色めく眸に見み据すえられて、明琉は眉を顰ひそめた。

「……お前ねぇ……」

「もう、しようよ。しよう、俺と」

　仕事がやりにくくなる──なんて、九割方ＹＥＳと言っているようなものだ。







　ダイニングバーから移動し、音緒の部屋に入って、やることは決まっているから明琉はベッドに腰こし掛かけてチノパンを脱ぬいだ。シャツのボタンに手をかけながら、高い天てん井じようや、ちょっと広すぎやしないかと感じる部屋をぐるりと見回す。

　庭付きの三階建てを「うち、あれ」と指されたとき、宵よい闇やみの中に浮うかぶ立派そうな外観に、明琉はぽかんとしてしまった。よくよく話を聞けば、音緒は父親とふたり暮らし。その父親は海外で仕事をしているとかで、現在ひとりで住んでいるらしい。

　部屋の隅すみに据えてある照明イイな、あの窓も規格外のでかさだな、などとついなんでも観察してしまう職業病を発はつ症しようして辿たどりついた視線の先に、音緒の背中があった。両手でＴシャツを捲めくり上げると現れる背筋や、しなやかな腕うでのラインにどきりとする。

　気になるのは、肩けん甲こう骨こつから斜ななめにスッパリと刃は物ものか何かで切られてできたような傷きず痕あとだ。

「その背中の傷、どうした」

「あ、これ？」

　ほのかな灯りに照らされた痕が、今は艶なまめかしく映る。

「高校んとき、ブラジルで。財さい布ふ盗とられそうになって抵てい抗こうしたら、ナイフでシュパッて」

「おっそろしいな。サバイバーかよ」

「俺より若いんじゃないのっていう子供が、普ふ通つうにナイフとか銃じゆうとか持ってんだよね。もう二度とヤダって思ったから、それからは渡と航こう危険情報が出てる地域には行ってない」

　音緒は幼い頃ころから一眼レフカメラを玩具おもちや代わりにしていたような子供で、高校の夏休みなどは、国内外のあちこちを撮さつ影えい旅行して回っていたと、以前聞いたことがある。

「もしかして、傷痕とか見たら、ぞくぞくするタイプ？」

　ついにベッドに押し倒たおされ、仰ぎよう臥がした明琉の顔周りを上から覆おおうようにして、音緒が覗のぞき込んでくる。

「かさぶたは、剝はがしたくなるな」

「あはっ、けっこう子供だ、明琉さん」

　楽しげに笑ったあとは蕩とろけるみたいに微笑んで、軽く口付けられた。いつもがっちりとカメラを摑んでいる手が、繊せん細さいな動きで明琉の髪を梳すき撫なでる。

「余裕あるな。ガキのくせに慣れてるとか、むかつく」

「まさか。すっげ緊きん張ちようしてるよ。超ちようばっくんばっくんしてるから、ほら」

　手首を摑まれて、音緒の胸に手のひらを宛あてがわれた。どくどくどく、と心音が伝わる。音緒に全身で欲よく情じようされている証あかしみたいで、この男とこれからセックスするんだと強く意識させられた。しかし剝むき出しの情じよう欲よくを目まの当たりにした途端に、言い訳したくなる。

「音緒」

「ん？」

「その……久しぶりなんだ、こういうの」

　口に出して、言わなきゃよかったと即そく座ざに後こう悔かいした。知らん顔で大人の男らしく楽しめばいいのに、いざとなれば二の足を踏ふむ。

「エッチ？　知ってる。明琉さん、しばらく恋こい人びといなかったもんね」

　それもだけど、恋れん愛あいそのものが、だ。大方編集部内の誰だれかから聞きつけたのだろうが、音緒はその情報を鵜う吞のみにして期待に満ちた笑顔を向けた。まるで孤こ高こうの鳥でも捕つかまえたような、高こう揚ようした気分を隠かくしもせず、「でも明琉さんはもう、俺のものだね」と浮かれている。

　二度と恋なんてしないとか、そういうつもりはなくても、仕事に忙ぼう殺さつされ、それを言い訳にしながら、明琉は長いこと色いろ恋こい沙ざ汰たから遠ざかっていた。

　恋と呼べる最後の恋愛から、もう五年が経過している。以降、いくつか実りそうな出会いはあったけれど、ぐだぐだになって自然消しよう滅めつするパターンだ。そんな中、音緒との出会いは、編集部と自宅を往復するだけの代わり映ばえのないプライベートに、いい変化をもたらした。

　音緒は若さを逆手にとったアピールを惜おしまず、多少強ごう引いんで、及および腰ごしの明琉を待ってくれない。これまで繰くり返されたアプローチも、本当に面めん倒どうくさいやつからなら腹が立つだけだが、音緒の行動は懸けん命めいで素す直なおで、可愛かわいく映る。自分のほうこそ最初から満まん更ざらでもなかったのだろう。

「久しぶりなの分かってるけど、でも俺、挿いれるよ」

「マジかよ」

「拒きよ否ひってんじゃないなら、そういう顔しないで。明琉さんの頭の天てつ辺ぺんからつま先まで全部、俺のものにするから。黙だまって抱だかれて」

　強気な口ぶりでも、その眸ひとみがほんのわずかに翳かげったのを明琉は見み逃のがさなかった。

　意中の男をようやくベッドに連れ込んで、いくら自信に満ちていても、小さな不安の種が音緒の中でぽつぽつと芽を出すのだろう。だからそれを年上の裁量で叩たたき潰つぶしてやる。

「ちょっと驚おどろいただけだよ。いやなら、ここにいないだろ？」

　恋の休止期間が長すぎたら、この状じよう況きように多少ためらうくらいはする。しかも相手は男だ。明琉はゲイを公言しているわけでも、そういう明確な自覚だってない。かつて同性に惹ひかれた経験もある、というだけ──……。

　どうしようもなく余計なことを思い出しそうになって、明琉は一度目を閉じ、自分の中のリセットボタンを押して再び開いた。

　自分を組み敷しいているのは、目の前の男、音緒だ。

「好き……明琉さん。すげー好き」

　口付けられて、音緒の温かい舌を受け入れる。明琉も、口内で艶めかしく動くそれに舌を絡からめて応こたえた。すぐにキスが深く、濃のう厚こうになっていく。

　上うわ顎あごを擽くすぐられるのが、ぞくぞくして気持ちいい。息いき継つぎと一いつ緒しよに鼻声がこぼれる。

「音緒……、んっ……」

　脇わき腹ばらの辺りをさすっていた手のひらが胸むな元もとへ移動すると、きゅうっと乳ち首くびを摘つままれた。ずくんとした疼うずきはダイレクトに下か肢しに響ひびいて、思わず腰こしを揺らす。

「明琉さん、下着に染しみてるよ。ここ触さわってほしいんだ？」

「あ……あ、や……」

　濡れたボクサーパンツの上から先せん端たんを弄いじられても、もどかしいだけ。自ら下着の縁へりに親指を引っかけて脱ぎたがるしぐさで察した音緒から、すべてひと息にはぎ取られた。離はなれたタイミングで、音緒も残っていたデニムと下着を下ろし、細くても綺き麗れいに鍛きたえられた肉体を惜しげもなく曝さらす。

「ジムなんてもう何年も行ってないな……。俺はもっぱらマッサージだ」

「肩かたこらないんじゃなかったっけ？」

「全身がこるんだよ。言わせんな」

　楽しげに笑いながら、音緒が上に戻もどってくる。ちゅ、ちゅ、とやけにかわいげな音を立ててキスされたら、くすぐったい気分だ。子犬の戯たわむれみたいないちゃいちゃでもするのかと思いきや、音緒の熱く滾たぎったペニスを自身にすりつけられた。互たがいの裏側がにゅるにゅると擦こすれ合えば、快感で息が弾はずむ。

「は、あっ……あ……」

「明琉さん……気持ちいい？」

「はぁっ、ん……んんっ」

　重ねたところが先走りでぬめり、雁かり首くびが擦り上げられるたびに声が出てしまう。

「あぁ……もうっ、明琉さん、早く挿れたい……挿れたいよ」

「ばかっ、や、あぁっ、駄だ目めだ、まだっ……あっ……」

　音緒の指が「早く欲しい」と、明琉のまだ硬かたい蕾つぼみのふちをなぞったときだった。

　唐とう突とつにガチャリとドアの開く音がして、「ただいま～、音緒」の声が同時に響いた。

「…………」

「…………」

「…………」

　セックスしている部屋に他人が入ってくる──あってはならない事態が起こっていた。

　いろんな趣しゆ味みの人間もいるけれど、セックスとは人に見せるものではなく、本来はふたりだけの密事であるはずだ。驚きよう愕がくのあまり、この状況を理解することすら拒きよ絶ぜつしたくなる。

　時間がとまるなんて、現実にはありえない。しかしこんなとき、一時停止ボタンを押した映像みたいに、そこにいる全員がぴたりと動かなかった。空気の流れも、呼吸も、思考も、何もかもがとまっている。　>>>♥

　音緒は明琉の上にのって指をケツの穴に引っかけた状態で、明琉は左ひだり膝ひざを立てた小こ股またおっぴろげーな格好、そしてたった今登場した男はベッドの上のふたりに目を奪うばわれ、ドアノブに手を置いたまま固まっている。

　しかしありえない事態はそれだけじゃなかった。

「な………………」

　明琉は酸欠のきんぎょよろしく喘あえぐばかりで、まともな言葉が出てこない。心臓は尋じん常じようじゃなく、もの凄すごい強さと速さでばくばくばくっ、と打っている。

「ちょ、ちょっと、とにかくいったん、し、閉めろって！」

　突とつ如じよ乱入してきた男に音緒が「あっち行け！」とばかりに、さっきまで明琉の秘部に引っかけていたほうで手て振ぶりしている。が、男は微び動どうだにしない。それどころか、あられもない姿の明琉を無ぶ遠えん慮りよに凝ぎよう視ししてくる。ベッドの上の明琉も、男と同じように目が釘くぎ付づけになった。

「おい、ちょっと、オヤジ！　じろじろ見るなよっ、デリカシーねーな、まったく！」

　出ていくそぶりを微み塵じんも見せない『オヤジ』に対し、音緒がイライラと表情を歪ゆがめる。その傍そばで、明琉は顔を険しくした。

「……え、オヤジ？」

「あ、あぁ、ごめん明琉さん、俺のオヤジが帰ってきちゃった……。ずっと仕事で海外にいるって話したろ？　今日帰ってくるなんて聞いてねーっつーの」

　てへへ、と笑うしかない音緒を両手で引っ剝ぱがして身を起こし、明琉は驚愕の相そう貌ぼうで『音緒のオヤジ』を鋭するどく見た。

「……オヤジッ?!　はぁっ?!」

　こんなふうに第三者と鉢はち合あわせした場合、『浮うわ気き現場を押さえられての修しゆ羅ら場ば』な展開もなかなかセンセーショナルだけど、三人に起こっている珍ちん事じはそれ以上じゃないだろうか。

　泰たい然ぜんとした様子の『音緒のオヤジ』は大きく息を吸いこんで、ヨガのインストラクターみたいにゆっくりと吐はき出した。自分の中に巻き起こる嵐あらしを鎮しずめるかのような、長い深呼吸だ。

　音緒はどこかおかしい空気を察知したのか、わずかに顔色を変え、『音緒のオヤジ』と明琉を交こう互ごに見る。

『音緒のオヤジ』は立ち去るどころか、ふたりがたった今までコトにおよんでいましたという空気に充みち満ちた部屋に踏み込んできた。

「……久しぶりだな、明琉」

　穏おだやかにも見える表情で挨あい拶さつをする男に、明琉は無言を貫つらぬいた。いや、返事ができなかった。音緒は「は？」と力が入りきらない声を漏もらし、大きく見開いた目をきょろきょろとさせている。

　明琉は奥歯を嚙かみしめ、『音緒のオヤジ』をぎりりと睨にらみ上げた。

　今や世界を股またにかけるフォトグラファーは絵に描かいたような鉄てつ砲ぽう玉だまで、明琉がこの男を最後に見たのは五年前だ。仕事でどこぞの国に出て行ったまま帰ってこなかった。海外のカメラメーカーが主しゆ催さいするフォトコンテストで、国際写真賞を受賞したのがきっかけだ。

　舞ぶ台たい袖そでで出番を待つプリマドンナの横顔を撮とったポートレートには、彼女の華きや奢しやな肩にプリマを務める誇ほこり、眸には内に秘ひめた強さや気き迫はくが滲にじみ、それと同時に胸を打つ美しさを放っていて、見る者の目を釘付けにすると絶賛されていた。

　それ以降、生き様に惹かれる人物、豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこした建造物、この世とは思えないほど美しい景色……興味があればどこへでも、二度と戻ってこないピンボールみたいに飛んでいった。

　いつしか元来のアーティスティックな作風の枠わくを越こえ、次し第だいに活動範はん囲いもボーダーレスに。

「島しま影かげが夕ゆう陽ひに溶とけ込む絶景が神こう々ごうしいから」「まるで空に浮うかんでいるような山の上の村が神秘的だから」と、聞いたこともない民族が住む最果ての地、原住民ですら踏ふみ込まない秘境の地へお構いなしに行ってしまう。そればかりか、弾たまが乱れ飛ぶ戦場にも乗り込んでいくのだ。

　浮気現場より過か酷こくな修羅場をくぐり抜ぬけて生きているだけあって、いくら洒落しやれたインポートもののスーツを身に纏まとっていても、漲みなぎるオーラはすさまじい。

　おまけに、見た目の年ねん齢れい不ふ詳しように磨みがきがかかっている。ミディアムショートの黒くろ髪かみも艶つややか。脱ぬいだら意外と筋肉質な身体からだは、シャツのウエスト辺りを見ただけでも、さらに無む駄だをそぎ落としたように見える。

　実際に明琉は、この男の正しい年齢を知らない。五年前に二十代だったとしても、今は間ま違ちがいなく三十代だろう。十九にもなる子供がいたとなると……いやいや、これ以上は考えたくない。

「子供がいたなんて、道みち風かぜ……お前やっぱ、最低な男だな……！」

「明琉は相変わらず美人だなぁ。乳首の色もかたちもかわいい」

　道風は、無言のときは無骨さも感じさせる表情でドキッとするほど男らしいのに、発言が残念なまでにドスケベで軽けい薄はくなのだ。

「…………死ね」

　五年前、あれは見事なヤリ逃にげだった。今思い出してもはらわたが煮にえくりかえる。

　若い明琉を六年も熟成させてから貪むさぼったあげくに、「仕事があるから」とあっさり捨てた男、高たか橋はし道風──しかも、どうやらそれが『音緒のオヤジ』らしい。

「え？　えっ？　ええっ？」

　最初、ひとり訳が分かっていなかった音緒は、しばらく言葉にならない声を上げていたものの、『親子でひとりの男と関係している』という図式に、ついにぶち当たったらしい。

「……マジか」

　魂たましいの抜けるような声こわ色いろで呟つぶやいたあと、ばたんとベッドに倒たおれ込んだ。







「どういうことなんだ、道風。ちゃんと説明しろ」

　五年前に終わったはずの今いま更さらな弁解など訊ききたくもないが、こうなった今、真相を何も知らないまま今後を生きるのは、もっとずっと気持ち悪い。

　明琉は現在、身み嗜だしなみを整え、ベッドに腰こし掛かけた状態で頭を抱かかえている。高橋道風・音緒親子は、フローリングに並んで座り、揃そろって明琉を見上げている状態だ。ふたりとも胡坐あぐらをかいているのに、悪さをして飼い主を怒おこらせてしまった大型犬が、「すみません、ご主人様」とご機き嫌げんを伺うかがっているみたいにも見える。

　今はこうして情けない状態になっているが、フォトグラファーを目指す人間で高橋道風の名を知らない者などいないはずだ。『神様』と崇あがめている人間だって、世界中にいるだろう。明琉が把は握あくしているだけでも、芸術賞や国際的なフォトコンテストでは、名だたる賞にいくつも輝かがやいている。まさか音緒が、その道風の息子むすこだなんて──……。

「道風……、あの頃ころから子供がいたってことか」

　あの頃、とはつまり、ヤリ捨てられた五年前。明琉と道風が出会ったのはさらに遡さかのぼること六年前だ。明琉が美青年に熟成するのを手ぐすね引いて待っていたであろう頃にも、「子供がいる」とは一度も聞いたことがなかった。

　道風は光をいっぱい蓄たくわえたようなティーブラウン色の眸ひとみで、まっすぐに明琉を見つめる。

「うん、いた」

「…………とんでもねーな。騙だましやがって」

「騙してはいない」

「ほほー、聞いて呆あきれる。噓うそはついてなくても、黙だまってるのは騙してるのと同じだろーが」

　いるいる、こういうやつ。あげくの果てに「訊きかれなかったから言わなかった」とか、おかしな主張を始めるんだ。

　道風の隣となりで、音緒が「うんうん」と険しい顔つきで頷うなずいている。

「言えない事情があったんだ。世間的にも、俺に子供がいることは公おおやけにしてなかったのもあって。……ごめん、明琉」

　明琉はフン、と顔を背そむける。殊しゆ勝しような顔で謝られたって、この怒いかりは収まらない。明琉は道風を横目で睨み付け、顎あごをくっと上げた。

「それで、音緒の母親は？　まさか俺とヤッたとき、婚こん姻いん関係があったんじゃないだろうな」

「ええええっ、ヤッた?!　ヤッたの?!　はっ?!」

「音緒の母親とは、音緒が二歳のときから会ってない。結けつ婚こんはしていない」

「おい、ちょおっ、待て待て待て、誰だれか俺の質問に答えろ！」

　会話についていけず、相手にしてもらえない音緒がついに立ち上がった。

「で、明琉さん、オヤジとヤッたの?!」

「音緒、落ち着け。五年前にひと晩だけ、だ」

「お前が語るな、このドスケベクソ野や郎ろう」

　腹はら立だち紛まぎれに、道風の顔めがけて枕まくらを投げつける。枕はみごとに横っ面つらにぶち当たったが、少し嬉うれしそうに「痛いなぁ」なんて言いながら、乱れた黒髪をさらりと整えるしぐさが反省皆かい無むの態度にしか見えない。

「ひ、ひと晩……一回って言わないあたりが恐おそろしく生々しい……噓、噓だ、そんなことって」

　音緒はふらふらとよろめいて、明琉の傍に腰掛けた。

「明琉さんマジで？　え、五年前、俺は十四で、オヤジと明琉さんが出会ったのがさらに六年前だから俺が……え、と、は、八歳！　えっ？　それで明琉さんは何歳だったんだよ。てことはオヤジと出会ったとき明琉さんは十七？　じゅうなな！　ちくしょー犯罪だ！」

「出会った当時、明琉はまだ高校生で、俺だってそんなつもりは微み塵じんもなかった。あとな、いちおう自己弁護しておく。べつに機が熟したらヤろうと思って面めん倒どうみてたわけじゃない」

「ヤッたんだから一いつ緒しよだろ。しかもヤリ逃げだぞ」

「オヤジ……最低だな」

「明琉、いくらなんでも話を乱暴に端折はしよりすぎじゃないか？」

「ちょっと待って。今さらっと流しそうになったけど、オヤジが明琉さんの面倒みてたって、どういうこと」

　息子として聞き捨てならない言葉に、音緒が眉まゆ根ねを寄せる。いわゆる身体・金銭の授受が前提の『パパ♥』的関係だったのかと誤解しているのだ。

　話していいのか、と道風の目が明琉を捉とらえたので、明琉はため息をついた。

「高校二年のとき家庭の事情とかいろいろあって、ふらふらしてたとこを道風に……助けてもらったんだ。音緒が心配するようなことは何もないから」

　言いたくないが、あのとき道風に拾われてなかったら──死んでいたかもしれない。

　明琉の少し深刻そうな表情から何かを感じ取り、音緒は「……うん」と頷いて、その点については納なつ得とくしてくれた。

「でも、出会った瞬しゆん間かんはマジ最悪だったけどな」

　いくら恩人とはいえ、道風はごまかしようのないヤリ逃げ野郎だ。このまま『道風いいひと物語』にはしたくないと、明琉は口元を引き締しめた。

「出会ったとき、こいつは俺を盗とう撮さつしようとしてやがったんだ」

「は？」

　音緒の顔つきが再び振ふり出しに戻もどる。

「道風は風にはためく俺の短パンの裾すそから覗のぞくチンチラの決定的瞬間を狙ねらってた」

「チ、チンチラ……って、まさか？」

「下着の隙すき間まからモノがチラチラ覗けてしまうポロリ現象」

　音緒が脱だつ力りよくしている。無理もない。自分の親がそんなものを激写しようとしていたなんて聞いたら、誰だって打ち拉ひしがれる。

　どうやらビルの屋上で昼ひる寝ねしていたらしい道風は、柵さくに足をかけていた明琉の真下、つまり足元に寝ね転ころがった状態でファインダーを構えてこう言ったのだ。

「ほぉう、絶景──って。忘れもしない。隙間フェチのこいつは、穢けがれなき男子高校生の腹チラやら太ふと腿ももを撮とって、『ほぉう』って感かん嘆たんの声を上げたんだ」

「つくづく、人として最低だな、オヤジ……」

　半目で呆れている音緒に、道風は心外だとばかりに顔を険しくして、反論を始めた。

「最低なものか。ハーフパンツの裾から見える太腿、シャツのボタンの間から覗く乳ち首くび……そこに無限の宇宙と壮そう大だいなロマンを感じないなんて、お前はかわいそうなやつだ」

「脳みそがかわいそうなのはお前だ、道風。このド変態」

　道風は、世の中の隙間という隙間をこよなく愛している変態だ。くわえて、魅み惑わく的な隙間を見つけ次し第だいすぐに写真に撮る行動がワンセットである。

　子供の頃からその性せい癖へきの片へん鱗りんを覗かせ、畳たたみと畳のわずかな隙間に、硬こう貨かや爪つま楊よう枝じ、カード、紙切れ、とにかくなんでも突つっ込んではドキドキしていたらしい。大人になった今では股またの間がいちばん安心できる場所で、密接したアパートとアパートの狭きよう隘あい路ろを見つけただけでも「何かありそう」とわくわくするというのだから、その変態道をとことん極きわめている。

　しかし、そんなところを除いて、高校二年から大学進学、就職するまでの間の金銭的なことも含ふくめて、見守ってくれた道風には親以上の恩を感じているし感謝もしている。

　それに軟なん派ぱな男だけど、当時からフォトグラファーとしての仕事は天才的だった。メディア広告、巨きよ大だい看板……街中に道風の写真は溢あふれていた。斬ざん新しんな構図、華はなやかなテイストはパッと目を惹ひき、道風そのものが、広告界を担になうプロモーションアイコンのひとつとまで言われていたほどだ。

　ファッション誌からヌードまで、撮りたいものはなんでも撮る。自由なスタンスで精力的に活かつ躍やくするフォトグラファーは、若い明琉の目にキラキラと輝いて映った。仕事をしているときの道風は、マイナスにしかならない変態評価を搔かき消して、痺しびれるほどにかっこいい。

　そんな道風の背中を見ていた明琉も、自分で自分のやりたいものを探して見つけたいと思ったし、道風に憧あこがれに似た気持ちを抱いだいていたのだ。

「道風が手助けしてくれたおかげで、俺は自立できたし、生まれ変われたような気になってた」

「……で、大人の男に対する憧れが、気付いたら恋こいになってた……ってわけ？」

　音緒は唇くちびるをとがらせ、むすりとしつつそんなふうに結論を急せかした。

　たとえ強がってでも、あの頃の想おもいを偽いつわる気持ちにはなれない。回かい顧こすれば甘あま酸ずっぱい思いが込み上げて、明琉は切なげに笑えみを浮うかべた。

「……そうだよ。そんな俺の純情を…………このドスケベ野郎は弄もてあそんで踏ふみにじったんだ」

　人さし指で道風をビシッと差すと、道風は大きく首を横に振った。

「海外での仕事が急きゆう遽きよ決まって……仕方なかったんだ」

「仕方なかった、ですませるとかマジクソ腹立つな……音おと沙さ汰たなく五年だぞ。お前がしたことはポイ捨てだ。ヤリ捨て、ヤリ逃にげっつーんだ！」

「逃げたわけじゃない。もし明琉がまだ待っていてくれたら……明琉に好きだと伝えるために、戻ってくるつもりだった」

「待ってなんかねーよ！」

　待てとも言われてないのに、五年も待つような殊勝な人間がいるのか。それどころか、道風は最後に「待たなくていい」と言ったのだ。それでも明琉がひそかに期待して道風の帰りを待っているのではと思っていたなら、自うぬ惚ぼれも甚はなはだしい。人をばかにしすぎだ。

　ベッドの上の枕を、クッションを、道風に投げつける。怒りが詰つめ込まれた塊かたまりは、道風の髪かみを掠かすめて乱した。

「勝手すぎんだよ……しかもじつは隠かくし子がいましたとか、ありえないだろ！」

　本当はグーで殴なぐりたいくらいの気分だ。言いたい文句も山ほどある。

　肩かたを大きく上下させてひと息つき、明琉を見上げる道風を一いち瞥べつして、明琉はベッドから下りた。

「もう終わってる」

「明琉」

「もう終わったんだ。五年の間に、何人か付き合ったりもしたよ。さっきだって……」

　ちらりと音緒を見み遣やると、音緒はじっと黙もくして明琉を見つめている。

「知らなかったとはいえ、お、お前の息子むすこと、……」

　言葉にすることすらいけないような気がして、声が途と切ぎれた。ついに三人がしんと静まる。

「音緒と初めて会ったとき、カメラマンだし、高橋って名字が一緒だなって、正直よぎったよ。でもまさか、道風の子供だなんてさ……」

　道風に子供がいると知っていれば、確かく認にんくらいはしただろう。でも音緒も、自分の父親があの有名なフォトグラファーだとは公言していないのだ。親の七光りと色眼鏡で見られるのを厭いとい、カメラマンとしての正当な評価が欲しかったのだろうということは理解できるから、そこは責められない。

　明琉の中で答えはもう出ている。大人として、男として、けじめをつけなければ。

「道風……ちょっと音緒とふたりで話させて」

　明琉の申し出に、道風はしばらく目線を落として考え込んだあと無言で立ち上がり、そのまま部屋から出て行った。

　重苦しい空気に取り囲まれる。明琉はゆっくりと息を吐はき出した。

「明琉さん、ヤだからね」

　まだ何も言っていないのに、察した音緒が不安をあらわにした声でそう切り出した。

「……無理、だ」

「さっき明琉さんが言ったんだよ、オヤジとは『終わった』って。だったら……！」

「そっちが終わってるから今度は音緒と……息子とって、……なると思うか？」

「関係ないよ。俺には関係ない。だって俺のことイイって思ってくれたんだろ？　だったら、ちゃんと俺と向き合って、付き合って。オヤジとの過去なんて、今の俺にはなんも関係ない」

「ほんとにそう思うか？　道風との過去が、今のお前に関係ないって言い切れるか？　さっきも言ったけど、お前が中学んとき俺は二十三で、お前のオヤジと、寝ねたんだ」

「わあっ、言うな！」

「ほら、聞きたくないってことは、これから先もお前は絶対、俺と道風の過去を許さないよ」

「違ちがう！」

「違わない。音緒、聞け。俺は音緒が道風の子供だって知ってたら、仕事仲間として、かつてお世話になった人の息子として可愛かわいがっただろうけど、線引きはしたと思う」

「そんなたられば、なんの意味もないよ。何も知らなかったから、だから俺のこと、ちょっとは好きって思ってくれたんじゃないのかよ」

　その指し摘てきに間ま違ちがいはない。余計な情報はなく、ありのままの音緒を今日まで見てきた。

「そうだな……素す直なおで、一いつ生しよう懸けん命めいで、無む鉄てつ砲ぽうで、危ないスクープネタにも果か敢かんに食くらい付いていくし、何やらかすか分かんないとこも目が離はなせなかった。ド直球で好きアピールされて、人ひと懐なつこくて、かわいいなって……惹かれてた」

「終わったみたいに言わないで」

「でも無理だよ」

「明琉さん！」

「俺と道風の間にあったことは事実だ。過去は消せない。過去の上に今があるんだ。音緒は道風の子供だってのも、揺ゆるぎない事実だろ。俺は、道風の息子と、……音緒とこのまま進むわけにいかない」

　最悪のタイミングで道風が戻ってきたのも、神様がこの恋に待ったをかけたということなんだろう。

　明琉が出した結論に、音緒は泣きだしそうな顔つきで笑った。

「明琉さん……今でもオヤジのこと好きなんだね」

　思ってもみなかった言葉は、どすっと、胸に刺ささった。それを打ち消すように首を横に振ふる。

「違う、あんな最低なやつ……さっきも本人に言ったけど、もう終わってんだ。音緒と出会う前だって、何人か付き合った人がいたんだし」

「でもぜんぜんうまくいってないじゃん。仕事仕事って、忙いそがしいのを言い訳にして、相手に本気になられるのもいやだし、本当は自分もその気がなかったんだろ？　もうオヤジを忘れたんだって体ていで、恋に前向きなふりしてたんだ」

　半分当たっているけれど、音緒とのことを、そういう恋れん愛あいと一いつ緒しよにしたくない。自分も望んで相手の部屋まできたのは、音緒が初めてだったのだ。

「音緒、でも俺は音緒のことは……」

「俺のことは、『ふり』じゃなくて、ちょっとくらいは特別になりかけてた？　じゃあ余計なこと考えずに、俺と付き合って。今すぐ、俺と寝ろよ」

「でももう無理だって言ってるだろ」

　堂どう々どう巡めぐりの会話だ。音緒は苛いら立だったように頭を搔き、気持ちのやりどころがなくベッドの周りをうろうろとして、再び明琉の前に戻もどった。納なつ得とくいかないという顔つきのままだ。

「そんなの……親子だってところに明琉さんがこだわるってのはさ、やっぱ今もオヤジに対して気持ちが残ってるってことだろ？　そうはっきり言ってもらったほうがマシだ。本当に吹ふっ切れてたら、親子だとかは関係なくね？」

「関係ないわけないだろ。俺と道風との関係は終わってても、道風と音緒は、これからもずっと親子だ」

「そんな説明じゃ納得できない。オヤジが帰ってこなかったら、明琉さん、今いま頃ごろ俺とエッチしてる。予定よりオヤジの帰国が早まったのは因いん縁ねんめいてるけどさ、こんなイレギュラーでもなければ……！」

「そんな『もしも』の話したって、どうにもならないだろ」

「俺にとっては大事なことだ！　明琉さんは、高橋道風の息子としての俺じゃなくて、ちゃんと俺を、見てくれたんだろ？　さっきまであった想いを、そんな簡単に否定すんのかよ」

「簡単なんかじゃない、否定もしない。でも、真実を知ってしまったら、こっから先は無理だよ。分かってくれ」

　話は平行線のまま、考えを曲げない明琉に焦じれて、音緒が「あぁっ」と吠ほえる。

「明琉さんだって勝手だ！」

　音緒はそう言い捨てて、部屋を飛び出した。

「音緒！」

　音緒を追いかけて部屋を出ると、一階へ通じる階段の下り口に道風が立っている。階段を見下ろす道風の横顔に表情はない。ドドドと階段を駆かけ下りる音がした直後に、音緒が玄げん関かんから出て行くのが分かった。

　頭に血が上っている音緒を捕つかまえても、さっきの会話の繰くり返しにしかならない。これ以上追うのは諦あきらめ、明琉が大きなため息をつくと、道風が明琉のほうへ振り向いた。顔を見たら、再び道風に対する怒いかりがめらりと炎ほのおを上げる。

　音緒の部屋に置きっぱなしの荷物を取って出ると、道風はまだそこにいた。無視して通り過ぎようとしたところ、腕うでを摑つかまれ、明琉はイライラとそれを振り払はらう。

「もうあんたと話すことなんかない」

「明琉」

「何が、『好きだと伝えるために、戻ってくるつもりだった』だ。勝手なことばっか言いやがって……！」

　捕まえられては抵てい抗こうして、揉もみ合っているうちに階段の段差に足をすべらせ、バランスを崩くずしかけた明琉の身体からだを、道風が咄とつ嗟さに抱だきとめた。抱ほう擁ようとは違うのに、頭がカッと滾たぎる。

　森や土を思わせる匂においはどこの国から持ち帰ったものなのか。自分が知っている道風の匂いじゃない。身体に巻き付く腕も、力強さも、明琉にとってそれはまったく馴な染じみのない違い和わ感かんでしかなかった。五年もの歳月が過ぎてしまっていることを五官で悟さとって、戸と惑まどい、どうしようもなく切なくなる。

　支えてくれた道風の身体を無言で押し退のけ、明琉は狭せまい階段に今度はしっかりと立った。

　五年前、道風はすらりとした長身にイタリアブランドのスリーピースをパリッと着こなし、都会的な雰ふん囲い気きで洒落しやれた風ふ情ぜいの男だった。今もその辺りは変わりないけれど、世界のあちこちを渡わたり歩いてきた泰たい然ぜんとした余よ裕ゆうは隠しきれず全身から滲にじみ出ている。

　こんなやつは知らない。道風と再会しただなんて、思いたくない。

「過去のことは、いくら礼を言っても足りないくらいだって感謝してるよ。でもさ、あんたを忘れるための五年間だったんだ。俺はあんたがいなくても、ちゃんとやってた。やっと吹っ切れて、俺は俺の人生を納得して今日までやってたんだよ。それを、今いま頃ごろ戻もどってきて……冗じよう談だんじゃねーよ」

　これ以上ないというくらいに人を好きになって、頭の天てつ辺ぺんから足の先まで道風に対する恋れん慕ぼでいっぱいに詰つまっていた。それほどに、好きだった。

　失うことのほうが多かった二十八年の人生を振り返ってみて、あらためて思う。道風が消えたあとの喪そう失しつ感かんは、他ほかの何にも比べられないくらいに大きかったと。

　そんなに多くのものを欲しがったつもりはないのに、いつも、たったひとつですら手に入れるのは難しい。でも全部、過去のこととして明琉の中で処理されている。

「軽けい薄はくな男には、俺の気持ちなんか分からないだろうな」

「明琉、俺はもうどこにもいかない。勝手なことを言ってると自覚してるし、責められる覚かく悟ごもしてる。それでも俺は、この想おもいを言わないわけにはいかない。離れてた分も、これからもずっと、明琉の傍そばにいたい」

　直球の言葉は、そのスピードと唐とう突とつさで、明琉の身体を通り抜ぬけた。いきなり球を投げられた、受け取る気のないキャッチボールみたいだ。

「俺はもう二度と、あんたに振り回されたくない」

　一度失った痛みを知っていて、それでも再び同じものに手を伸のばすほど、愚おろかでもなければ強くもないのだ。

　揺らぐことなく言い捨てて階段を駆け下り、呼びとめる道風の声が耳に届いても、明琉はもう振り返らなかった。

　家を出て、緩ゆるやかな坂道を下り、ひっそりとした住宅街をひたすら駅の方向へ歩く。踏ふみつけるようにして一歩進むたびに、今までずっと胸の奥にしまっていたいろんなものがぽん、ぽんと飛び出しそうで、歯を食いしばったり、拳こぶしを握にぎったりしなければならなかった。音緒を交えて話したときはまだ冗談も言えたけれど、再会が道風とふたりきりだったらどうなっていただろうか。

「忘れ……られっかよ」

　明琉の前から道風が消えて五年。終わったものと処理されていただけで、忘ぼう却きやくし得ない出来事だ。道風を今でも好きとかそういうわけじゃなく、明琉の人生に起こったこととしてはおそらくいちばん衝しよう撃げき的で、思い出すのはつらいから忘れようと決めて生きてきた。

『許す』というのは、そのものを忘れることだと誰だれかが言っていた。だったら今でも明琉はそれを忘れきれていないし、道風に「おかえり」なんて言う気にもならない。

　いくらか歩いたところで、とうとう足がとまった。それをきっかけにして箍たがが外れたように身体からだ中からざらざらと、過去の記き憶おくが溢あふれてきた。




　明琉が家族と過ごした時間は、十七歳で止まっている。

　父親は社員二十数名を抱かかえる会社を経営していた。比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな家庭だったように思う。母はいつも身み嗜だしなみに気を遣つかい、明琉の教育に人一倍熱心だった。

　将来は父の跡あとを継つぎ、両親の期待に応こたえたい。そのために父と母の言うとおりの塾じゆくへ通い、進学する。人生の目標が早くから定められていても、従うべきだと信じて疑わなかった。

　ところが会社が倒とう産さんし、両親の離り婚こんと離り散さんですべてがご破算になった。負ふ債さいを抱えての差し押さえ、さらに父親が愛人にかなりの額を貢みついでいたことが発覚して、会社も家庭も立て直せなかったのだ。

　母親は悲ひ嘆たんにくれ、明琉を置いて姿を消した。失しつ踪そうした母親の行方ゆくえは今も分からない。

「これからはお前の好きに生きたらいい」と父親にも突つき放され、未来の目標を見失い、明琉の心は空中分解したのだった。

　帰るところをなくし、着のみ着のまま家を出た。

　塾と家との往復に明け暮れていた明琉には、他に頼たよる知り合いも行くあてもなくて、その日からさんざんな目に遭あった。歓かん楽らく街をさまよっていたら、男を相手にする風ふう俗ぞく店てんに騙だまされて引っ張り込まれそうになったのだ。

　誰も彼もが悪い人に見えた。三日三晩ほとんど飲まず食わずの空腹で、眠ねむくて、気付いたときには落ちれば確実に死ぬ高さのビルの屋上。

　自分の十七年間を思い出そうとしても、まるでからっぽの箱を覗のぞくみたいで何も出てこない。親に与あたえられたものをただ無心で箱に入れ続けていたら、じつは底が抜けていたのだと今いま更さら知って愕がく然ぜんとするのに似ている。

　何かの目的を持って下界をせかせかと歩く人たちや車の列を俯ふ瞰かんしながら、「もう死んだほうがマシ……」と明琉は呟つぶやいた、らしい。明琉自身はその瞬しゆん間かんのことはあまり記憶になくて、のちに道風からそう聞いた。

　というより、その直後の出来事──ふと足元を見たら、地べたに寝ねころんだ男がカメラを構えて自分を盗とう撮さつしていたことに驚おどろき、記憶を上書きされたからだ。

　一いつ瞬しゆんで明琉の憂ゆう慮りよを吹ふき飛ばした変態男、高橋道風は、気が抜けたように座り込んだ明琉に「話聞くよ？」と屈くつ託たくなく訊たずねてきた。見ず知らずの男はからりとした口調で、無ぶ遠えん慮りよに絡からんでくる。でも、その声と言葉には、温かさと優やさしさが滲んでいるように感じた。

　明琉の事情を知った道風は住む場所を提供してくれた上に、残りの高校生活と、諦めていた大学進学への手助けもしてくれた。道風はそのときすでに有名なフォトグラファーで経済的な余裕があったとはいえ、明琉が独り立ちするまで、善意で面めん倒どうをみてくれたのだ。

　出会い方こそ最悪だったけれど、高校生の明琉にとっては命の恩人だった。

　当時明琉が住まわせてもらっていたのは、道風の友人で現在は『ブレスユー』の編集長・成なる瀬せが所有するマンションの一室。道風はそこへ頻ひん繁ぱんに明琉の様子を見にやってきた。

　勉強のこと、友だちのこと、将来のこと、明琉はいろんな相談をしたし、道風も自分の仕事について真ま面じ目めに語ったりした。

　明琉が何かに悩なやんでいたら道風は紳しん士し的な態度で話を聞いてアドバイスをくれるものの、軽薄な言動でしばしば明琉を呆あきれさせる。昼ひる寝ね姿を激写されたり、「乳ち首くび当て！」なんて言って悪ふざけするのだ。いくら明琉が怒おこっても道風は楽しげに笑って、その辺はまったく反省する様子がない。

　そんなばかげた日常を繰くり返しているうちに、いつしか悲しいことは忘れられた。

　両親と暮らしていた頃ころのような張り詰めた緊きん張ちよう感かんはなく、自己を否定されず、穏おだやかに受け入れてくれた道風。自分のことだけじゃなく、道風みたいに他人をも幸せにできる生き方をするにはどうしたらいいんだろう？──いつしかそんなふうに考えるようになっていた。

　高校二年で道風と出会ってから六年。生まれてからの十七年間に明琉に足りなかったすべてを、一いつ緒しよに過ごした時間の中で道風が埋うめてくれたからそう思えたのだ。

　でも、道風は突とつ然ぜん明琉のもとを去った。

　道風が消えたとき、悲嘆の中で明琉は、自分は死んだも同然だと思った。道風は明琉にひとりで生きる術すべを残してくれたけれど、明琉の胸には他の何かや、誰かじゃ埋められない大きな穴が空いた。




「それでも、俺はちゃんとやってたんだ」

　道風との記憶が溢れかえり、歩道の真ん中で動けないまま明琉は呻うめいた。重たい声が足元の冷えたコンクリートに落ちる。

　誰だって、癒いえない傷のひとつやふたつ持っている。明琉はそれに囚とらわれることなく、今日まで生きてきた。新しい恋こいにも、やっと前向きになれたところだったのだ。

　それをいきなり戻もどってきて、子供がいたなんて思いも寄らない暴ばく露ろ話を聞かされ、「離はなれてた分も、これからもずっと、明琉の傍にいたい」などと自分勝手な言葉で搔かき乱されるのだから堪たまったものじゃない。

　感傷的な気分は失うせ、あまりにも身勝手な男に腹が立ってくる。

「ない。ありえない」

　顔を上げ、立ち止まっていたところから明琉は駅に向かって再び歩き出した。
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　明琉が編集を担当している月二回発行の男性向けライフスタイルマガジン『Ｃｌｏｕｄ９』編集部は、東銀座の首都高環かん状じよう線せん沿い、銀鱗社ビル五階にある。

　同じフロアには写真週刊誌、月刊のファッション誌、カルチャー誌などメンズ系雑誌の編集部が集まっている。

「十月十五日発売の『俺の部屋特集』、三十日の『漫まん画がライフ特集』については予定どおりの進行状じよう況きよう、十一月十五日発売の『男のカメラ特集』は……木き島じまだけちょっと残ってくれ」

　会議室に入って四十分、柳やなぎ沢さわ編集長の「解散」の声で企き画かく・進しん捗ちよく会議が終わった。編集部員たちが会議室からわらわらとフロアに戻る。

　明琉のデスクの向かいに座る須す崎ざきが、会議室をちらりと振ふり返りながら声をかけてきた。

「木島さん、『男のカメラ特集』のメインに据すえる予定だった企画内容を大おお幅はばに変へん更こうしたいって、申し出たらしいんですよ」

「今から？　そろそろ日程的に厳しいよな」

　編集長と会議室に残った木島が、顰しかめっ面つらなのがこちらから見える。

『Ｃｌｏｕｄ９』という誌名は、足が地に着かないほどの最高の幸せを意味し、毎号ワンテーマに絞しぼって発信する特集型の雑誌だ。特集ごとにチーム編成を変え、ひとつの特集につき二、三人の編集者が三、四カ月を費ついやして作っている。

　十一月発行号なのに、九月半ば近くになって、木島が方向転てん換かんする気になった理由は分からないけれど、妥だ協きようを嫌きらう男なので、彼なりの信念があるのだろう。自分が担当していない特集に余計な口出しはしないに限る。互たがいの個性は尊重し、協力を求められればチームを越こえてでも手を貸す──それが編集部内に浸しん透とうしている暗あん黙もくの了りよう解かいだ。

　明琉は首を伸ばして、隣となりの島の様子を窺うかがった。

　土曜日の今日は、写真週刊誌『ブレスユー』編集部の校こう了りよう日となっている。

　編集作業の最終段階である校了直前の編集部というと、鳴り止やまない電話と編集者の怒ど号ごう、誰だれも彼もがばたばたと走り回って、レイアウト原げん稿こうが宙を舞まう……なんて場面を思い浮うかべるが、そんなことはない。突とつ発ぱつ的な事件やスクープが飛び込んだりしないかぎり、案外静かだ。

「あっち、何時くらいに校了だろうな」

「壱いつ星せいが予定どおり二十一時過ぎだろって言ってましたよ。なんもなければ、でしょうけど」

　須崎はちらりと後方の編集部を振り返り、『ブレスユー』の編集から得た情報をくれた。

　編集長の成瀬が立ち上がり、編集部員らに何か指示を出している。

　その直後、明琉のじっとりとした視線に気付いたのか、ばちっと目が合った。メガネの奥の眸ひとみが大きくなり、「えっ？」と窺う表情をしている。

『校了後、晩飯どうですか。話があります』

　すかさず、成瀬のパソコンに短いメールを送ると、それに気付いた成瀬が首を竦すくめるのが遠目に分かった。

　ものの数十秒で成瀬から返ってきたメールには『話がある、なんて、どうせろくな話題じゃないんだろうなぁ。たとえば、道風のこととか？』と書いてあった。







「音緒が道風の子供だって知ってて黙だまってたんでしょ、成瀬さん」

　注文したビールがこないうちからそう切り出した明琉に、成瀬は眉まゆを顰ひそめて笑った。道風の古くからの友人である成瀬が、知らないわけがない。

「道風に子供がいるっていうのは、世間的にも秘密だし、俺が勝手に喋しやべるのは反則だからな。あ、でも音緒は自分の力でうちの編集部に出入りするようになったんだ。俺はなんも手助けしていない。つまり、道風の子供である音緒と、明琉を故意に引き合わせたわけでもないから、誤解すんなよ？」

「そんな悪あく趣しゆ味みなことするような人だとは思ってませんよ」

「だよな」

　成瀬はにっこりと微笑ほほえんで、ちょうど来たビールを受け取り、「おつかれさん」と明琉のジョッキと合わせた。土曜の二十二時を回った居酒屋は、カウンターまで満席の盛せい況きようぶりだ。

「じゃあせめて、成瀬さんから音緒にそれとなく話してくれてれば……」

　遠回しにでも、音緒が深入りしないように助言できたのではないだろうか。今更な恨うらみ節だけど、全員の関係性を把は握あくしていた成瀬には、文句のひとつも言いたくなる。

　明琉のぼやきに、当の成瀬はなかなかまともに返事をしない。

「音緒が銀鱗社の編集部に出入りし始めたことを、道風は……もちろん知ってたんでしょ？」

　五年前、明琉が銀鱗社に入社したあと、道風は仕事の拠きよ点てんを海外へ移した。音緒が編集部に顔を出すようになったのは音緒が高校三年の夏、つまり一年ちょっと前だ。

　音緒はその頃から妙みように説得力のある写真を撮とり、プロカメラマンをも唸うならせていた。芸術性の高い写真というより、一枚の画面の中に必要な情報を効果的な構図で収める、報道向きの写真だ。素人しろうとにもそんな奇き跡せきの写真がたまたま撮れてしまうこともあるが、プロはそれを偶ぐう然ぜんではなく必然にしなければならない。絶ぜつ妙みようのタイミングでシャッターを切る天性の才能があり、末すえ恐おそろしい高校生がいると編集部内でも噂うわさになっていた。

「そりゃあな。でも音緒が自分で考えて選んだことを、道風は親として制限しなかった。音緒と明琉が銀鱗社の中で知り合うかもしれないって、想定してたと思うよ。でも、道風の息子むすこが明琉に惹ひかれるなんてなぁ……。俺も、なんか因いん縁ねんめいたものは感じたよ。で、傍はたから見てた俺は、お前が十九のガキを相手にしないだろうなーと思ってたんだけど、なんだ、思いっきり相手にしちゃってたんだな」

「高みの見物してたとか、成瀬さん最悪」

「そりゃあ……俺が口出しするわけにいかないけど、道風からときどき『明琉は元気か』って訊きかれることがあったから。それには『近ちか頃ごろはイイかんじの人がいるみたいだぞ』って、ふわっと返事するくらいで……」

「えっ？」

「心配だったんだろ。自分が拾っておいて、また明琉をひとりにしてしまったんだから」

　自分の知らないところでそんな情報交こう換かんが行われていたとは。五年もの間知らなかった事実に、失しつ笑しようがこぼれた。

「それで成瀬さんは、俺の近きん況きよう報告的なものをしてた、ってことですか。うまくいかなかった恋れん愛あいも含ふくめて」

「いやいや、編集部内で見聞きした程度の内容だよ？　俺だってそんなに明琉のことなんでも知ってるわけじゃない」

　成瀬はテーブルに並べられた串くし焼やきやサラダを皿に取りながら、軽く笑った。

　大人の事情だかなんだか知らないけれど、あのとき「仕事だから」と一方的に捨てたのは道風だったのに。呆あきれるのを通り越して、明琉も笑ってしまう。

　六年もの間、世話してきたのを置き去りにしたなら、それが犬や猫ねこでも気になるのが普ふ通つうだ。

　自分がいなくても元気でやってるならいい──そんなふうに道風は安心したんだろうか。

『好きだと伝えるために』帰ってきたというのが本当なら、むしろ離れる前に「帰ってくるまで待っていてほしい」と言ってほしかった。そうしなかったのが、すべてじゃないのか。

　それなのに、再会した途と端たんに、この五年間がまるでなかったことにされている。

　もうどこにもいかない。これからもずっと、明琉の傍にいたい──。

　あれが道風の本心だとは、認める気になれない。世界中を飛び回るフォトグラファーのそんな口約束は、街でばったり会った友だちの「また連れん絡らくする」よりずっと当てにならないものだ。どうせまた調子のいいことを言って、ある日突とつ然ぜん思いついたように、別の興味に心を奪うばわれるに決まっている。その程度の想おもいなのだ。

　ああ、まったく腹が立つ。こうして気持ちを乱されているのも業ごう腹はらだ。

「海外での仕事を五年。世界で認められるフォトグラファーになって、充じゆう分ぶんすぎるくらいにやりきって、そのまま海外で仕事を続ける道もあったけど、道風は再び国内へ活動拠点を移した。音緒が明琉に夢中になってるとは知らなかっただろうけど……なんか感じるものがあったのかもしれないな」

「成瀬さんは昔から、道風に好意的すぎる」

「俺のは恋愛感情じゃなくて、友情だからなぁ。男同士は共犯関係っていうだろ。男の友情なんて、所しよ詮せん、悪いところのかばい合いだ」

　お前のそれは恋愛感情だから腹が立つんだろ、と言われているみたいで、明琉は顔を険しく歪ゆがめた。







　寝ね苦ぐるしい熱帯夜は終わったのに、ベッドの中で何度目かの寝ね返がえりを打つ。

　寝ね付つきはいいほうだし、眠ねむれないほうが珍めずらしいくらいだ。

　事件が勃ぼつ発ぱつしたのが金曜、そして土曜、日曜と、寝ね不ぶ足そくは三日連続。

　音緒からの連絡はあれからぱったりと途と絶だえている。こちらからはなんとなく連絡しづらくて、音緒からの出方を待っているところだ。もしかすると、道風がいる実家には帰っていないかもしれない。

　動向が気になる音緒から連絡はないものの、今日の夕方、道風からの電話が鳴った。

「くそ……全部あのドスケベ野や郎ろうのせいだ」

　大学時代から使っている携けい帯たい番号は変えていない。だって長期契けい約やく割引があるし、番号が変わりましたとあちこちに連絡するのも面めん倒どうだし、家電代わりだからいろんな手続きまで変更しなくちゃいけなくなる。

「べつに、あいつの連絡を待ってたわけじゃないのに」

　番号は前のままなんだな、と電話口で道風に言われて、本気で携帯番号を変えてやろうかと思った。

　道風からの電話は呆れる内容だった。道風はいけしゃあしゃあと、明琉を食事に誘さそってきたのだ。驚おどろきだ。あんな史上最悪の修しゆ羅ら場ばを経験して、よくもまぁ「久しぶりに明琉と鍋なべが食べたい」などと言えたものだ。厚こう顔がんすぎて恐おそれ入る。だから返事もせずに『通話終しゆう了りよう』のボタンを押した。

「しかも鍋なんて家飲みだろ。ばかだろ」

　昔は道風とよく鍋をしていた。大根おろしを一本分入れたみぞれ鍋、ニラとにんにくたっぷりのもつ鍋。寒い冬だけじゃなく、夏は汗あせだくになりながらの自じ虐ぎやく的なキムチ鍋とか。

　まだ十代だった頃ころ、明琉の世界は道風が教えてくれたことで溢あふれていた。生まれたばかりのひよこが、最初に見たものを親と思うのと同じように、道風が唯ゆい一いつ、自分を守ってくれる存在だった。

　思えば、文章を書くことを仕事にしようと思ったのも、そのきっかけを作ったのも道風だ。

　出会った当時、死の誘ゆう惑わくに引き摺ずられそうになるほどに壊こわれかけていた明琉を、心に鬱うつ積せきしたものを文字にして吐はき出させる方法で救ってくれた。

　堂々と盗とう撮さつされるという衝しよう撃げきの出会いのあと。

　道風はある日突然一冊のノートを明琉の目の前に差し出した。『自分の中に抱かかえ込んだ苛いら立だちや疑問や不条理に思うことを、全部書け』と言うのだ。最初は困こん惑わくした。長い時間、ただ罫けい線せんを見つめるばかりで一文字も書けなかったけれど、道風はずっと傍で待ってくれた。

　名前、年ねん齢れい、好きな食べ物、嫌きらいな食べ物、それを嫌いな理由──道風に促うながされて自己紹しよう介かい的なものを書き始めると、不思議と筆が進んだ。

　嫌いな食べ物を、最初は「ない」と書いたが噓うそだった。だから「本当はにんじんとピーマンの臭においと味がキライ」と書き直したら、道風は笑った。そんな些さ細さいなことすら『親が気に入る答え』を書いてしまう明琉に、道風は「思ったまんま、好きなように書いていいし、書きたくないなら空白のままでいい」と言ってくれた。空くう欄らんは絶対に埋うめるものと教えこまれていたから、その言葉に軽く衝撃を受けたのを覚えている。

　今まで誰だれにも話したことがなかった心の中の澱おりを、奥から全部搔かき出してそれを文字にすると、ようやく自分自身が見えてきた。

　過か剰じように期待を寄せる母、息子にまったく興味がなさそうな父。親の言動はすべて愛情からくるもののはずで、それに自分も精いっぱい応こたえたいと思っていた。

　名門と呼ばれる中学や高校に入ったのも明琉の意志じゃなく、すべて両親が望んでいたからだ。目指している大学だっていつの間にか決められていて、生まれて十七年の間に、自分ひとりで考えて導き出した答えなんかひとつもない。

　ノートは当初、ネガティブな言葉で埋まっていた。

『型かた枠わくの中で生きてきたのに、親の都合で突然それが取り払はらわれ、真っ白のだだっ広い世界に放ほうり出されてどうしたらいいのか分からない』とか、そんなことを一心不乱に書いた。

　頭の中に鬱積していたものを全部吐き出して、それを他人に傾けい聴ちようされることで自己を解放する──あれにはそういう目的があったのだと、のちに受けた大学の講義でたまたま知った。心に傷を負った子供に、絵を描かかせるのと同じ効果だ。

　たしかに、頭や胸や身体からだの中に詰つまっていたものを文字にして吐き出すと、浄じよう化かされた心地ここちになって、文章を書くことにあのとき初めて爽そう快かい感かんを覚えたのだ。

　ネガティブな言葉ばかりだったノートに、少しずつポジティブな言葉も増えた。そうやって書き散らしたものを読んで最後に「お前は自分がどうすればいいか、いつかちゃんと答えを見つける。だからなんにも心配いらない」と道風は力強い声で言って頷うなずき、優やさしく明琉の頭を撫なでたのだ。言葉で鼓こ舞ぶするだけじゃなく明琉が独り立ちできるまで、ときにはばか騒さわぎなどしながら、道風は見守ってくれた。

　道風がくれたものはたくさんある。明確に何かの役に立つだけじゃなくて、心まであったかくなる食事、息いき抜ぬきのドライブ、暇ひまを持て余あましたまどろみとか。『しなければならないこと』で溢れ返っていた明琉に、無む駄だの中で発見したものが大きな意味を持つ場合だってあると教えてくれた。

　明琉に生まれ変わったような世界をくれた人。道風をもっと知りたくて、そんなふうに人に興味を持ったのは初めてだった。

　だから明琉からすれば、ただ「捨てられた」とか「置いてけぼりにされた」とか、そんな簡単な言葉だけで片付けられる話ではないのだ。

　しかし、それでもひとりで生きていかなければならないと思えたのは、仕事があって、未来があって、道風という愛をくれる無二の存在以外にも、生きる意味をちゃんと見いだせていたからだった。




　生きるための道みち標しるべを示してくれた道風が消えたことで、それに気付かされたのは皮肉だったけれど。ひとつ失ったからゼロになるわけじゃないと思えたのもみんな道風のおかげだったと、だから感謝はしている。ただの隙すき間まフェチの変態なら無視できるのに、捨てられてもなお心底から恨うらみきれない部分はそこだ。

　でも再会してから道風ともう一度なんて、そんな都合のいい話はない。断じてありえない。

　自分と会っている間にも、鍋をつついている間にも、道風には家で待っている子供がいたのだ。かつて愛したはずの女性との間に、生まれた子供が。

　これ以上ない生々しい現実を突つき付けられた気分だ。

「その子供が……」

　いいな、と思い始めていた男が道風の子供だったのだから、音緒にも指し摘てきされたように、いまだに道風を忘れられず、無意識に道風を求めていた証しよう拠こみたいではないか。

「……違ちがう！」

　だいたいあんまり顔だって似てないし、と考えて、「……目は似てるかも」と思い当たった。

　音緒の眸ひとみも、光を浴びると蕩とろけるようなティーブラウンだ。

「あとはぜんぜん似てない。面おも影かげを追いかけたわけじゃない。……もう、関係ない」

　何もかも。道風に捨てられたあと、自分も重たい過去を捨てることで身軽になり、ひとりでだって歩けるのだと割り切って生きてきた。二度目のリスタートから、五年だ。

　──大だい丈じよう夫ぶ、きっとこれからもうまくいく。

　そう胸の中で唱えて、明琉はきつく目を閉じた。







　　　　□　３　□







　神様というのは、じつはとっても悪あく趣しゆ味みなのかもしれない。

「は、い……？」

　どうしてそんな話になってるんだ、と明琉は眉まゆ根ねを寄せた。

　目の前で『Ｃｌｏｕｄ９』編集長の柳沢が、「何か都合が悪いのか？」と言いたげな顔をしている。編集長のデスクの脇わきには、もっと不ふ機き嫌げんそうな顔をした編集の木島が立っていて、明琉はふたりに目線をやりながら返答に詰まった。

「木島の話では、高橋道風氏のほうから、企き画かくの進行には気心の知れた皆川も入れてくれるなら、と言われたそうだ。彼とは、随ずい分ぶん前から親しい仲らしいじゃないか」

「親しい仲って……」

　関係のない編集長に反論してしまった。ぎろりとした目を向けられて、「いいえ、なんでもありません」と言葉を吞のみ込む。

「すでに皆川が担当してる特集の進行は、遅おくれもなく順調のようだし」

「俺の企画なのに、明琉さんまで巻き込んですみません」

　難しい顔で木島に頭を下げられて、明琉だけ「手伝いたくない」なんてそれこそ子供のようなわがままは言えない。

『男のカメラ特集』を担当していた木島が、土ど壇たん場ばになって企画の内容を変へん更こうしたとは聞いていた。高橋道風が日本に活動拠きよ点てんを移すために帰国しているという情報を聞きつけてアタックした結果、先方から条件を提示されたわけだ。

「十一月十五日発売号で、あまり日程に余よ裕ゆうがない。モデルとスタジオは押さえてあるが、先方が他ほかに条件を出してきたら、交こう渉しようの判断は皆川に任せる。道風氏にとっても、日本復帰の最初の仕事になるんだ。その辺で慎しん重ちようになってるみたいで、アダルトじゃないにしても『ヌード』ってことに当初難色を示したらしいから、うまくサポートしてやってくれ」

「……分かりました」

　ヌードを渋しぶったとは、「気位の高い芸術家でも気取ってんのか」と内心で突っ込む。

　自分にとって魅み力りよく的なものはなんでも撮とるのが、あの男のポリシーだったはず。

　昔は「女の裸はだかには理り屈くつ抜ぬきで惹ひかれるね。あの曲線美は神が作りたもうた奇き跡せきだ」と言って、道風お得意の、隙間からそれを覗のぞくようなカットで撮さつ影えいしては、「アメージング！」とガッツポーズをしていたのだ。海外での仕事をこなしてきたこの五年で、ヌードに躊ちゆう躇ちよする人間に変わったのだろうか？

「あの野や郎ろう……まさか、俺を引っ張り出すために……」

　先日、鍋なべを断った（というか、電話ガチャ切りした）から。

　人間の好すき嫌いで対応を変えるようじゃ、社会人として失格だ──そこを逆手に取って、ずる賢がしこい手を使ったのかと、ひねた憶おく測そくを拭ぬぐえない。

　木島から高橋道風に関するファイルと、企き画かく書しよを含ふくめた特集記事の叩たたき台を受け取った。

「『ＭＩＣＨＩＫＡＺＥ　高橋道風・本誌で日本復帰』をアピールして、十一月十五日発売号『男のカメラ特集』のメインにと思ってます。あらためての挨あい拶さつは、明琉さん、どうします？」

　フォトグラファーの私情が絡からんでの『担当替がえ』も同然の木島の気持ちを考えれば、失敗するわけにはいかない。

「そうだな……俺ひとりで行ってくる」

　道風がどんなつもりだろうと、あくまでも雑誌編集と特集記事の企画推進のため。そして、どうしても高橋道風を射とめたい同どう僚りようのために一ひと肌はだ脱ぬぐだけ。これは大人同士の、完全なるビジネスだ。

　木島のサポートに就つくことになったその日、当日の申し出にもかかわらず、挨拶のためのアポ取りは一発でＯＫだった。

　約束は十三時。道風の自宅へ向かう電車の中で、企画書に目を通す。木島から渡わたされたプロファイルには、高橋道風がまだフォトグラファー・遠とお場ばタカノリのアシスタントをしていた頃ころからのことが、細かにまとめてあった。どれも明琉が知りつくしている内容だ。

　ヌードやファッションなど、グラビアやアーティスティックなテイストを撮るときは『ＭＩＣＨＩＫＡＺＥ』、報道寄りの写真を撮るときは『高橋道風』と、名義を使い分けている。年ねん齢れい不ふ詳しよう。出身地も在住地も非公開なのに、なぜか血液型がＢ型ということと、西せい暦れきを抜ぬいた誕生日だけは公開している。

「血液型は、そこらでケガしたときのため？　誕生日は……プレゼントが欲しいだけとか？　けっ、卑いやしいやつめ」

　明琉が勝手な憶測で悪態をつくのには、理由がある。

　道風の誕生日には忘れられない思い出があって、いまだに切なさで胸が軋きしめくのをごまかすため。しっかりと抽斗ひきだしの奥に隠かくしていたのに、忘れた頃にある日それがひょっこり出てきて、「ここにまだあったんだ」と驚おどろいたときみたいな、しょっぱい心地ここちでじんじんするのだ。




　道風に拾われてから一年以上が過ぎ、明琉が高校三年の二月。

　すっかり落ち着いた明琉は、もうすぐくる道風の誕生日に、これまでの感謝の気持ちを何かに託たくして伝えたいと考えた。道風から渡されていた少額のお金で買えるものじゃなくて、ちゃんとしたプレゼントをあげたい。

　そのために友だちに稼かせげるバイトを紹しよう介かいしてもらったものの、ついて行ったら、男相手の援えん交こうだったのだ。

　途と中ちゆうで逃にげようと思ったけれど、客のオヤジに生徒手帳を取り上げられ、怖こわくなって道風に電話をした。

　オヤジが突とつ然ぜんサカリだしたところにちょうど助けに飛び込んだ道風は、烈れつ火かのごとくキレた。相手のオヤジに裏うら拳けんを見み舞まって名めい刺しを奪うばい、明琉を奪だつ還かんしたあと、もちろん明琉もこっぴどく説教された。あとにも先にも、道風があんなに怒おこっているのを見たことがない。

　急にお金が必要になった理由を厳しく追つい及きゆうされ、洗いざらい喋しやべったら、道風は感情が振ふり切れたようにぎゅっと抱だきしめてきた。相手のオヤジには何もされていないと説明しても耳に入らないみたいで、頭に何度もキスをされ、驚いて顔を覗こうとしたら「見るな」と制する道風の声も身体からだも少し震ふるえていた。

　もしかして自分は道風に愛されているのではないか──庇ひ護ご的な意味にしては強すぎる抱ほう擁ように、それより深く欲ほつされているのかも、と思ってしまった。

　同時に明琉も、このときが道風への想おもいを自覚した瞬しゆん間かんだった。頭にされたキスが死ぬほど嬉うれしくて、援交オヤジだとイヤなのに、道風にはもっと抱きしめられたい。願わくばその愛情をずっとひとり占じめしたいと、はっきり感じたのだ。

　あの日を境に、互たがいに意識しあっている気がしていた。一度露ろ呈ていしてしまったものを再び隠すのは、とても難しい。その前から地下の水脈みたいに流れていたものが、どうしようもなく表面に溢あふれ出てしまうから。

　でも道風から絶対にこれ以上は踏ふみ込まないという強固な意志を感じ、明琉もまた、一いつ瞬しゆんでふたりの関係を壊こわしかねない一歩を気安く踏み出せなかった。

　最終的に気持ちを抑おさえられず我が慢まんできなくなったのは明琉のほう。

　明琉が『Ｃｌｏｕｄ９』編集部のコピー取りのバイトからインターンを経て、新卒で銀鱗社に就職してすぐのことだった。

「道風が海外での仕事をしたがっている」と成瀬から聞いたのがたぶん大きなきっかけだったと思う。明琉がようやく社会人になって保護者の役目は終わったからと、道風が離はなれていく気配を察して焦しよう燥そう感かんに駆かられたのだ。

　海外に行くつもりなのかと確かく認にんしたら、もうすでに本格的に話を進めているような口ぶりで、まだ正式に決まっていないけどそのつもりだ、と返ってきた。

　そうなったら寂さびしくなるけど、明琉ももう大人だから大丈夫だろ──知らぬ間に固められていた道風の決意に啞あ然ぜんとし、これには頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　いつまで経っても出会った十七、八歳の頃と変わらない扱あつかいなのに、離れる準備を始めた途と端たんに「もう大人だから」とは、なんと都合のいい逃げ口こう上じようだろうか。

　援交オヤジの一件から、ふたりがそれまでと違ちがう空気を孕はらんでいると道風だって気付いていたはずだ。薄うすい皮ひ膜まくを隔へだてて静かに息づく想いを、明琉は完かん璧ぺきに隠せたわけじゃない。はっきりと口には出さなくても、明琉が道風に向ける言葉や態度の端はし々ばしには、秘ひめた恋れん慕ぼが漏もれていた。勘かん違ちがいじゃなければ、道風だって同じだったはずだ。

　俺の気持ちを知ってるくせに。手を出さないのは世せ間けん体ていを気にしてるから？　それともこんなふうに道風に依い存ぞんしていることが重く感じるから？

　道風の気持ちが読めない代わりに、自分の気持ちは伝えたかった。それに道風が応こたえてくれたら、と思ったのだ。

　道風をいつから好きで、どんなところが好きで、何にも代かえがたく、自分にとってどれほどに大切な人なのか。胸に詰つめ込んでぎゅうぎゅうになっていた想いを、明琉は惜おしみなくさらけ出した。

　俺から逃げず、道風にとっても重要で必要な存在だと、ちゃんと認めて示してほしい。海外へも連れて行ってほしい──と、無む茶ちやを承知で問うた。一いつ緒しよに行くことを願えば、駄だ目めだと返されるに決まっている。でも好きなら、「帰ってくるまで待っててくれ」と言ってくれるはず。

　しかしその願いは届かず、道風は無言で目を逸そらしたまま。

　焦じれた明琉は、少しも応えてくれない道風の口を唇くちびるで塞ふさいだ。でも、いくらありったけの情熱を言葉と行動でぶつけようと、道風はつらそうな顔をするばかり。

　物理的な距きよ離りだけじゃなく、心が離れようとしている。道風の本気の拒きよ絶ぜつとも取れる沈ちん黙もくが我慢できず、戸と惑まどう道風をベッドに誘ゆう惑わくした。

　生まれて二十三年。それまで人に好きと言ったこともなければ、まともな恋れん愛あいの経験もなくて、身体に刻みつけるように渇かつ望ぼうするのがプラスなのか、マイナスなのかも分からない。恋愛の駆け引きや手加減なんか知らない。

　互いを大切に想い合っているなら、身体の隙すき間まを埋うめれば心も近付くと思っていた。心はそっちのけで身体に訴うつたえるだけの行こう為いと同じだとは気付かずに、ただ必死だった。充じゆう分ぶんに大人なのに明琉は恋愛において、道風の前ではいまだに子供だったのだ。

　しかし明琉の誘惑に最初は抗あらがっていた道風が、短く呻うめき、ぷつりと理性が切れた途端に激しく求めてきた。

　視界が反転し、それまで道風を押し倒たおしていた身体を逆にベッドに沈しずみ込まされる。道風に組み敷しかれた瞬間、懸けん命めいな想いが届いたのだと全身が沸わき上がった。歓かん喜きと表現しても足りないほど、嬉しくて堪たまらなかった。

　さっきまでの、不安な気持ちのまま道風を求めるのとは違う。道風が欲よく情じようして自分を抱だくのだと、見上げた先にある男の目つきや、息いき遣づかいや、震える頰ほおで知った。これまで見たことのない顔をした道風に、身を捩よじりたくなるほどときめいた。

　触ふれる指も、力加減も、いつもの道風じゃない。快感を引き出すように触れたかと思うと、わななく身体を押さえつけて嬲なぶられたりする。でも、多少強く腕うでや脚あしを摑つかまれるのですら心の底から欲されている証あかしに感じるから、もっと痛くされてもよかった。

　たぶんこのとき、ふたりとも繫つながることだけを考えていた。今セックスするために必要なものを探して、互いの声と弾はずむ息と粟あわ立だった肌はだで、何を欲しがって悦よろこんでいるのか確認する。出会ったときのことやこれから先の未来や、今邪じや魔まなものにはいっさい思考力を費ついやさない。だって余計なことに囚とらわれたら、そこでとまって、終わってしまうからだ。

　道風の熱く滾たぎった昂たかぶりを身体の内側に突つき込まれたら、それだけで泣けた。出会ってからずっと明かせずにいた恋こいを、飽ほう和わしきった想いを、道風とひとつになって共有する。明琉も溢れてやまない気持ちをすべて伝えたい一心で、道風の背に、奥を搔かき回す腰こしに、ひと晩中しがみついていた。

　一秒だって離れたくない。道風の重みで押し潰つぶされるのですら、それが道風の想いの大きさのような気がして嬉しくて、全身が幸せに蕩とろけた。

　きっと、あれ以上のセックスなんてない。他ほかに経験がなくて比べる基準もないけれど、これから先、誰だれかと出会って新しい恋をしても、頭の隅すみっこでそう思い続ける気がする。

　でも夢中になっていたのも自分ばかりだったと思い知らされた。道風は海外での仕事を選び、なんの音おと沙さ汰たもなく五年帰らなかった。道風からしたら、若い男からの誘惑に搦からめ捕とられ、うっかり手を出してしまった……くらいのものだったのだろう。




　トリップから我に返り、はっと気付けば下車するべき渋しぶ谷や駅に到とう着ちやくしていて、明琉は慌あわてて飛び降りた。

「もう今いま更さら、未練なんかじゃないけど……」

　胸の底に沈んでいた澱おりが、舞まい上がって濁にごったというだけ。放ほうっておけば、何事もなかったように再び静かに沈ちん殿でんするだろう。

　ヒューンとモーター音を立てて、明琉の左側を電車が走り去った。

「……仕事！」

　自分の中のスイッチを切り替える。

　誰だって過去のひとつくらい持っていて、時折何かの拍ひよう子しに、もしくは風のいたずらで、本のページがぱらぱらと遡さかのぼって捲めくれたりするものだ。







　道風の自宅を訪ねるのはあの衝撃の再会以来のことで、明琉はあらためて家の外観を見上げて「ふわ……」と感かん嘆たんの声を漏らした。

　あのときは夜だったからよく分からなかったのだけど、道風宅は木造の三階建て。木造といっても古い日本家屋ではなく、耐たい震しん・耐火が必要な部分は鉄筋コンクリート構造だ。無む垢くの杉すぎ板いたを使った外がい壁へきはもちろん、内装もナチュラルウッドをふんだんに取り入れてあり、道風のこだわりを感じる。

　一階はキッチンやリビングなどの生活スペースと、フィルムを現像するための部屋。二階は音緒の部屋がメインで、三階は道風の寝しん室しつと仕事部屋になっているらしい。羨うらやましいくらいに贅ぜい沢たくな家だ。

　出で迎むかえてくれた道風は何やら忙いそがしそうにしていて、「そこからリビングへ入ってくれ」とドアを指し、そのまま奥のほうに引っ込んだ。

　吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールを、口を開けて見とれてばかりもいられない。気を引き締しめ、「仕事するぞ」と頭を切り替える。ところが中に招かれてすぐに、脱だつ力りよくする出来事が待っていた。

「……なんだこれは」

　仕事をやる気になっていた気き概がいを見事に削そいでくれる、こんもりとしたたんぽぽ色のものがテーブルにのせられて、道風はというと、上質なシャツとスラックスという服装の上にダンガリーのエプロンを着けて立っている。明琉はリビングのテーブルに促うながされて着席し、足元にブリーフケースを置いて顔を上げたところだった。

「鍋なべはいやなんだな、と思って、明琉が好きなふわとろオムライスを作っておいた。編集部に電話したら、昼飯抜きで出たと聞いたから」

　……こいつはばかなのか。

　道風は「さぁ、召めし上がれ」と言わんばかりの笑え顔がおだ。

　明琉は額に手を当てて、しばし瞑めい想そうに徹てつした。自らを落ち着かせるため、『般はん若にや心しん経ぎよう』を唱える。インターネットの動画サイトでは確か、『もっと力を抜いて楽になれ。苦しみもつらさもすべてはいい加減な幻まぼろしだから安心しろよ』という意味だと説いていた──が、カッと目を開けば、見み逃のがしようのない現実。

「いや……これ幻じゃないし」

　そこにはたしかにオムライスがあって、仕事の打ち合わせだと説明の上で訪問したのに、世界を股またにかける天才フォトグラファーはエプロン姿でそわそわと嬉うれしそうにしている。

「鍋がいやなんじゃなくて、俺は、お前とメシなんか食う気がないと主張してるわけだ」

　無言でだけど。普ふ通つうは通じる。小学生でも気付く。

　すると道風はわざとらしいまでに眉まゆをハの字にして、どんなショルダーバッグの肩かた紐ひももすべり落ちるくらいに肩かたをガクリと落とした。

「明琉……冷たい。前はもっと優やさしくていい子だったのに」

「諸行無常だ。人は変わる。五年もあればな！」

　しまった。未練がましい言い方だ。

　道風のペースに乗せられている場合ではない。憤いきどおりを静めようと、出されたアイスコーヒーを一気飲みし、持参した『企き画かく書しよ』の綴つづりを掲かかげて見せる。

「弊へい社しや編集部の木島から概がい要ようはお伺うかがいかと思いますが、今回、高橋道風氏の日本復帰の第一号をぜひ『Ｃｌｏｕｄ９』でお願いできればと。巻頭８ページぶち抜きのグラビアページと、道風氏のインタビューを２ページ……あ、これはもちろん、ご希望があれば変へん更こう可能です。グラビアの内容ですが、決していやらしいだけのヌードをと申し上げているのではなく、道風氏の原点であるヌードとファッションの融ゆう合ごうに回帰するという意味で……」

「だから、やるよって」

「え？」

「明琉と一いつ緒しよに仕事するのが、俺の夢だったんだ」

「…………」

　そんな夢を持っていたとは、初耳だ。

　オムライスのプレートを除のけるように広げた企画書を手に取り、道風はそれを捲った。

「日本復帰の最初の仕事が明琉と一緒なら嬉しいし、安心して仕事に集中できる。明琉は、俺のやりたいこともやりたくないことも、分かってくれてるから。そこはちょっと折れとけよってとこ、明琉なら俺に言いやすいだろ。スポンサーやらモデルやら、わがままな大人がいっぱいの現場で、俺も納なつ得とくする案をぱしっと出してくれるんだろうな、とか……あとはまぁ、私情も混じってるけど」

「勝手にハードル上げんな。そんな敏びん腕わん編集者じゃねーよ」

「明琉ががんばってたことは、折々に成瀬から聞いてる」

　道風はまるで親ばかみたいに、にこにこしている。

　やっぱりこの男が向ける愛情は、もとから変わらず保護者的なもので、五年前のあのときはたまたま魔まが差しただけではないだろうか。そんな真綿みたいな愛情がほしいわけじゃないと、自分が無理やりに誘ゆう惑わくしたから。セックスなんてしたせいで、いまだにそれを恋愛感情と勘かん違ちがいしているだけなのでは？

　企画書の全ページに目を通し終わる頃ころには、道風はニヤケ顔から、きりりと引き締まった表情に変わっていた。

「企き画かく内容は概おおむね了りよう解かい。あとはモデルと現場の雰ふん囲い気き見て臨機応変にやろう、お互たがいに」

　挑ちよう戦せん的な目を向けられ、背筋がピンと伸のびる心地ここちになった。道風は仕事のことになると人が変わったように精せい悍かんな顔つきになる。うっかり見み蕩とれてしまい、はっとした。

「ご快かい諾だくいただき、ありがとうございます」

　あまりにもとんとん拍びよう子しで話が進んでしまった。「今のタイミングでヌードはちょっと」とか、もう少しゴネられるかと思って臨のぞんだのだが。

「仕事の話もすんだし、少しくらい時間あるだろ。一緒に食べよう」

「いや、あの、ちょっ……」

「じゃなきゃ、この企画書にサインしてあげない」

　寸前まであった男前の顔は忽こつ然ぜんと消えている。

　なんて汚きたない手を使うのだ。一いつ瞬しゆんでも心を奪うばわれた自分を抹まつ殺さつしたい。

　正式な契けい約やく書は後日ということになるが、企画内容にひとまず同意してもらった成果は編集部に持ち帰らなければならないのに。

　──い、いやだ。食ったら駄だ目めな気がする。

　食べ物というのは口の中に入れて、それを吞のみ込んで、己おのれの血となり肉となるものだ。料理された食べ物には、食べる人を思って作った人間の愛情がわずかでも入っている。たとえばクリームシチューにあったかい愛情が詰つまっているイメージは、時間をかけてコトコト煮に込こんだせいで愛情がさらに濃こく凝ぎよう縮しゆくされているような気がするからだ。

　明琉はじっとオムライスを見下ろした。

　野に咲さくたんぽぽを彷ほう彿ふつとさせる幸せな黄色は、とても柔やわらかそうに蕩とろけているではないか。

　大好物を目の前にして、思わずごくりと喉のどが鳴る。道風が作ってくれるものの中で、これはいちばん好きだったやつだ。こんなことなら、焼き肉三人前くらいを腹に入れてから来るんだった。

「……俺を仕事以外で懐かい柔じゆうしようとするな」

「玉子三個に北海道バターで作ったのになぁ。さすがに俺ひとりで二人前は無理だ。食べ物を粗そ末まつにするのはもったいない……」

　道風は少し大きめのスプーンをふわふわの玉子にさくさくと入れ、今にもとろんとこぼれ落ちそうなオムライスを銀色の窪くぼみに掬すくってのせる。　>>>♥

「俺の良心に訴うつたえるなっ」

「あーん」

　口を開けた瞬しゆん間かんにスプーンを近付けられ、思わず条件反射で「はむっ」と食いついてしまった。絶ぜつ妙みようの塩加減にバターの香かおり、口の中いっぱいに玉子の甘みとケチャップライスのおいしさが広がって、テーブルの上の両りよう拳こぶしにぎゅっと力が入る。身体からだの細さい胞ぼうひとつひとつまでが「これ知ってる！　凄すごく好きな味！」と覚かく醒せいするようで、ぶわっと首筋まで粟あわ立だった。

「うまいか？」

「………………」

　オムライスに罪はない。ぎっと睨にらみ付けたまま咀そ嚼しやくし、ごくんと吞み込むのと同時に頷うなずいた。

　なんだか餌えさで釣つられたみたいで、これじゃあ文字どおり餌えづけだ。

「俺も食べよう」

　はい、とスプーンを渡わたされて、道風も自分の分をテーブルに置き、ぐだぐだのなりゆきで食べ始めた。何度も言うが、これはオムライスを粗末にできないがゆえの、致いたし方ない措そ置ちだ。

「腹が減ってたから、しょうがなく、なんだからな」

「はいはい」

　そういうことにしておくよ、ぐらいの適当な返事が癪しやくに障さわる。

「俺は同どう僚りようが熱心に取り組んでる企画のために、一ひと肌はだ脱ぬいだってだけだからなっ」

「一肌と言わず、その服、もうちょっと露ろ出しゆつがあってもいいな。シャツのボタンは上から最低でも三つ開けるのが望ましい」

　上からふたつ開けていたシャツの合わせを、慌あわててぎゅっと摑つかむ。道風の目線は完全に魅み惑わくの隙すき間ま地帯にロックオンだ。

「いつの間に本当に脱ぬぐ話になってんだ。海外暮らしが五年も続くと、日本語の慣用句ですら忘れるのか。おい、何をナチュラルにカメラ出してんだっ」

「隙間不足の禁断症しよう状じようで、ここのところ手が震ふるえて仕方ない」

「完全に病気だ。病院行け、今すぐ！」

　右手にスプーン、左手はまるで女子が胸の谷間を見られまいとでもするようにシャツを押さえ、文句を浴びせている姿を激写された。

　こんな状じよう況きようだろうとお構いなし、カメラのストラップの位置を整えてはファインダーを覗のぞいて、いやがる明琉をカメラに収めていく。撮さつ影えい会は一分ほどで終しゆう了りようした。道風は一眼レフデジタルカメラのモニターを覗いて、うっとりと目め尻じりを下げている。

「ほんっとかわいいな、明琉は。おぉっ、これなんか、シャッターを押した瞬間にイッたみたいな顔して、奇き跡せきのドエロ写真が撮とれた。あ、この恥はじらう姿もラブリーだ」

「恥じらってねーよ、お前マジ頭おかしいって！　こんなくだらないことしてないで、音緒の心配したらどうなんだ？」

　明琉の言葉に、道風は目線を上げた。さすがの道風もお気楽ではいられない話題らしい。深意の読めない表情で静かにカメラをテーブルに置いて、再びスプーンを手に食べ始める。途と端たんにおとなしくなった道風に同調し、明琉も肩を落とした。心配してない前提で言ってしまったが、道風は音緒の父親だ。普通なら、子供がいくつになっても、その身を案じるのが親だろう。

「音緒……あれからここに帰ってないんだろ」

「……電話にも出ない。メールも無視されてる」

　予想したとおりで、それを肯こう定ていされると明琉も暗い気分になった。

「俺は連れん絡らくしてないけど……こっちの編集部でも姿を見てない」

「……そうか」

　しかし、もくもくとオムライスを食べ続ける道風からは、それほど切せつ迫ぱくした緊きん張ちよう感かんみたいなものは伝わってこない。

「心配じゃないのかよ」

「もう成人間近の立派な男子だ」

「そういうことじゃなくてさ！」

「親としては、寂さびしさも感じるし、心配もしてる。でも俺は、自分のこの気持ちを音緒に譲ゆずる気はない。逃にげるやつは逃げればいい。それだけだ」

　道風の眸ひとみはまっすぐに明琉を捉とらえる。まともに受けとめて、明琉は眉まゆを顰ひそめた。

　冷たいのか熱いのか、判断できかねる発言だ。

「……親子の縁えんは、何があっても切れないとでも思ってるんだな」

　明琉からの断定的な問いかけに、道風は口元だけで微笑ほほえむ。

「切れないよ。俺と音緒は、誰だれより長い時間と強い絆きずなで繫つながってる」

「俺を見てても、そんな都合のいい解かい釈しやくするつもりか」

　高校二年で道風に拾われて、道風から持たされた携けい帯たい番号を父親に知らせた以降は、一度も連絡をしていない。母親は失しつ踪そう後、連絡を取る術すべがないままだ。どちらにしても、会いたいとは思っていないだろう。

　血の繫がりや目に見えない絆なんて、信しん仰こう心みたいなものだ。信じない者にはなんの意味もないし、ある日突とつ然ぜん、醒さめたりする。

「あいつは五歳までおむつが取れなかった。毎日弁当を作ってやったのも、カメラを教えたのも俺だ。そうやって積み重ねたものを明琉が知らないか、忘れてるだけだ。たとえ離はなれていても、明琉とご両親の縁は切れないよ。……明琉もいつか分かる」

「そうかな。道風と音緒は、俺と両親の関係ほど希き薄はくじゃないんだろうけど、俺はたとえオヤジが死んだと聞いても、なんの感情も湧わかないと思う」

　父親よりも父親らしいことをしてくれたのは他ほかの誰でもない、道風だ。切ろうと思っても切れなかった縁を道風との間にこそ感じられても、実父に対しては想像もできない。失踪した母親だって同じ。今や両親は他人より遠い存在だ。だから明琉には、道風のさっきの言葉はどこにも響ひびかない。

　ごちそうさまでした、の言葉で、明琉にとって不毛な会話を一いつ緒しよに終わらせた。

「仕事の話に戻もどるけど。撮影場所の変へん更こう、撮影に使うインテリア、小道具の希望があれば。道風の好みを聞いて動いてくれそうなスタイリストに声をかけておいた。指定したいブランドとか具体的なイメージがあるなら、書き込んだ絵コンテがあると助かる」

　ふと企き画かく書しよから目線を上げると、道風に微笑まれている。

「……何」

「明琉と日本で、仕事してるんだなって……感かん慨がい深い」

　ほっとしたようなしみじみとした口調で言われて、ほらやっぱり保護者顔だ、と胸がちくりとした。







　パソコンに設定している終電お知らせのアラームが鳴り、はっと顔を上げる。

　もうすぐ深夜零れい時。無事校こう了りようした日にもかかわらず『Ｃｌｏｕｄ９』編集部で残っているのは、明琉と木島のふたりだけ。

　明琉がひとりで暮らすマンションは、四よツつ谷や駅・四よつ谷や三丁目駅・曙あけぼの橋ばし駅のちょうど中間地点という位置にある。今走ればどの路線かの終電に間に合うが、明琉は抽斗ひきだしの中から小こ銭ぜにとデスク上のマグカップを取って、眉み間けんを押さえつつ、のろりと立ち上がった。『ブレスユー』の編集部との境に設置されているコーヒーメーカーへ移動し、『募ぼ金きん！』と書かれた貯金箱にコーヒー代の小銭を入れる。

「明琉さん、終電は諦あきらめたんですか？」

　カップの底に二時間前からカサカサにこびりついているコーヒーに、シュボボボ……と音を立ててカプチーノが注がれるのを見下ろしていると、『ブレスユー』の若手編集記者・柚ゆ木ぎ壱星が明琉に声をかけてきた。となりの島は校了前でほぼ全員が席にいる。

「校了日に走り回りたくないもん。体力温存しなきゃ。年だから」

　明琉に続いて壱星も募金箱に小銭を投入し「二十八で『年だから』なんて言うと、編集長に睨まれますよ」と小声で笑う。

　壱星は明琉より三つ年下。新卒で入社して二カ月も経たたないうちに『ブレスユー』の編集者がひとり失踪して、ひよっこコピー係の壱星がいきなり企き画かくを任されたのは幸運だったかもしれないけれど、人知れず苦労もしただろう。右も左も分からないうちに週刊誌の編集部に放ほうり込まれ、息つく間もなく揉もまれたためか、妙みようにしっかりしているし捌さばける男だ。

　いつもならさっさと席に戻るのだが、ずっと気になっていることを壱星に確かく認にんしたくてとどまった。

「……壱星あのさぁ、最近、音緒と仕事した？」

「音緒なら、うちにいますよ」

「へっ？」

　予想外の情報だ。ぽかんとした顔に、壱星がニヤリとする。しかもどうやら、壱星には何か知られているらしい。音緒が仕事でよく壱星とペアを組んでいるのは知っていたけど、居い候そうろうするほど仲がいいとは聞いたことがなかった。

「え……ちょ、いや、壱星……どこまで知って、る？」

「別に何も。ただ、音緒が明琉さんにめちゃめちゃ惚ほれてるのは傍はた目めにも分かることでしょ？　音緒が隠かくす気ないみたいだし。『ふられたから』って家出する意味は、ぜんぜん分かりませんけど。俺からはとくに追究してないです」

　壱星に聡そう明めいそうな横顔でたんたんと語られて、「はぁ……」と力なく相あい槌づちを打つ。

「本人には『言うな』って口止めされたんですけどね。音緒は……他に行くところがなかったから、うちにいるんですよ」

　誤解を招かないようにとの配はい慮りよに聞こえるが、壱星の口ぶりには少し拗すねたニュアンスも感じられるのは気のせいだろうか。

「音緒なら明日の十四時、下のロビーで俺と待ち合わせて仕事の予定です。俺は十分ほど遅おくれて行きますから」

　壱星はそう言い残して、明琉の前を通り過ぎた。







　翌日の十四時近くになって、明琉は編集部がある五階から一階のロビーへ降りた。壱星は「どうにかしてくださいよ」と明琉に託たくしたのだろうと汲くみ取ったし、時間が経てば経つほど、お互たがいに仕事がやりにくくなる。

　そうやって割り切るなんて冷たいと言われるかもしれないけれど、仕事に恋れん愛あいを持ち込んで、これ以上ぎくしゃくしたくない。それに仕事が絡からめば、対個人の問題でもなくなる。

　エレベーターを降りて正面のほうにいくつかある椅い子すのひとつに、音緒は俯うつむき加か減げんで座っていた。

「音緒」

　はっとした顔で振り返り、明琉をみとめると一いつ瞬しゆんで顰しかめっ面つらになる。

「……壱星さん、喋しやべったな」

「通りかかっただけだよ」

　見え透すいた噓うそに聞こえようが気にしていられない。明琉が目の前まで来ると、音緒は渋じゆう面めんで深く嘆たん息そくした。

「家に帰ってないだろ。道風も心配してる」

　小さな丸テーブルを挟はさんで向かい合って座ると、音緒がいっそう表情を歪ゆがめる。

「明琉さん……オヤジと会ってんの？」

「うちの雑誌の企画で、道風と仕事することになっただけ」

「大人なふたりは、過去のわだかまりもあっさり捨てられるってわけだ？　絵に描かいたようなやけぼっくいだな。そうやってるうちに、仕事抜ぬきで接近し始めるのも時間の問題だよね」

　音緒は呆あきれた顔つきで一いつ笑しようした。何をどう否定しても、音緒にはまっすぐに伝わらないと諦めて、目線を落とす。あれこれ言うより音緒には効いたみたいで、音緒がわずかに身を乗り出すと、思わぬことを言い出した。

「家には、帰らない。……そうだ、ずっとこのまま壱星さんちに居候するわけにはいかないから、明琉さんちに泊とめてくれない？」

「は？　何言ってんだ」

「お願い！」

「無む茶ちや言うなよ」

　そうやって拝おがみ倒たおされたって、できない相談だ。たとえ、何もしないからと約束されても、無理に決まっている。

「何もしない……約束はできないけど」

「お前っ……」

「いろんなこといっぺんに知りすぎて、明琉さんを避さけてたのは謝るよ。なかなか冷静になりきれなくてさ。うん……でも、明琉さんの顔見たら、……覚かく悟ごできた」

　音緒の眸ひとみは、もう揺ゆらいでいない。迷っていたのは音緒自身の気持ちの部分じゃなくて、自分の親と、仕事先の人間という三人の関係を無視できないところなのだ。

　でもそれは明琉が望む結論とは違ちがう。

「俺、明琉さんのこと諦めたわけじゃないからね。あのときオヤジが戻ってこなければってどうしても考えてしまうし、やっぱり簡単にナシにはできないよ。明琉さんの中のオヤジが霞かすむくらい、あらゆる面で俺がオヤジに勝てばいいんだろ？」

　なんて自信家だ、といつもなら笑い飛ばせる。でも、音緒が本気と分かるから、冗じよう談だんにできない。そんなふうに想おもってもらうほどのものでもないし、競きそって勝ったほうを選ぶと言った覚えもないのに、もう無理だと拒きよ絶ぜつした事実をなかったことにされているのだ。どう話せば音緒が分かってくれるのか、諦めてくれるのかと途と方ほうに暮れる。

「何もしないまま不戦敗とか、俺の性しように合わないんだよな。とにかく、家には帰らない。オヤジにそう言っといて」

「音緒っ」

　音緒を追って明琉が立ち上がるのと同時に、エレベーターから壱星が降りてくるのが見えた。

　音緒がカメラを右手に翳かざして振り返る。

「俺、仕事だから。あ、明琉さん、チョイ足しの仕事でもいいよ、今までどおり連れん絡らくして。明琉さんのためなら夜中でも朝方でも、びゅんって飛んでく！」

　ばいばいと手を振る音緒に「いきなり夜中やら朝方に呼び出すような仕事はうちにはない」と、やはり笑って返せなかった。







　高橋道風の日本復帰第一号となるスチール撮さつ影えいは、都内のスタジオで行われた。

　道風は昔から仕事が早い。モデルとお喋りしながら、適当にシャッターを押してるんじゃないかと、最初見たときは仕事に対する姿勢さえも疑ったくらいだ。

　一眼レフカメラのストラップのたるみを整え、カメラを構えてファインダーを覗のぞくうしろ姿は惚れ惚れするほどカッコイイのに、その口からは脱だつ力りよくするほどのドスケベ語録が[image: 迸]ほとばしる。

「コットンシャツにおっぱいが少し触ふれてるのが、この隙すき間まから見えてるかんじが堪たまらないな。人が恋こいをするために、エロスは絶対に必要なんだよ。船が帆ほを張って大おお海うな原ばらを進むのと同じ、エロスは恋を動かすのに必要な粗そ野やな力ってやつだよね。つまり生命力に繫つながるってこと」

　強ごう引いんに突つき抜けたエロス論と、斜ななめ上の位置からの俯ふ瞰かんで撮とられている女性モデルは「やだ、難しくって分からないです～」と笑っている。

「お泊まりした休日の朝にさ、寝ね起おきに、またしたくなっちゃうなぁって思わせるやつ。彼になった気分で撮るのがいいんだよ。俺のこと、彼だって思って見つめてみて」

「彼なんていませーん」

「噓ついても駄だ目め。愛され肌はだは、見れば分かるんだから」

　道風がモデルの肩かたにかかる髪かみを指先で整え、その指で顎あごの角度を調節する。その姿は、甘えてくる猫ねこを愛あい撫ぶしているようにも映り、こちらがそれを覗き見している気分になる。

　道風は楽しそうに、そして甘ったるく微笑ほほえんで、モデルの女性と恋こい人びと同士さながらにベッドで戯たわむれ、撮影を続けた。

　以前と変わらぬ道風のドスケベぶり。うんざりした気持ちで撮影を見守っていると、「ヌードの仕事を渋しぶっていたお前はなんなんだ」とうしろからそのケツに蹴けり込みたくなる。

　女性との間に子供がいたことを知ったから、女との絡みがますます生々しい。以前はそれを、撮影のためのポーズや、現場で雰ふん囲い気きをつくるための演出なんだと思っていたけれど、道風は女とあんなふうにじゃれあいながら──……。

　イライラがいきなり頂点まで跳はね上がったところで最初のカットは終しゆう了りようし、セットチェンジの間に短い休きゆう憩けいに入った。苛いら立だちも、空気が抜ける風船みたいに一気に萎しぼむ。

　モニターの前に座る木島に「明琉さん！」と手招きされた。

「道風さん、驚おどろくほど仕事が早いですね。始まってまだ五分ですよ。ほら、カメラチェック見てください。身につけた衣装、モデルさんが、いちばん綺き麗れいにかつ魅み力りよく的に見える角度と、背景を含ふくめたベストポジションで撮られてる。この中から載のせる写真を選ぶなんて酷こくです。あっそうだ、デザイナーさん入れて、見開きで全部コラージュしちゃ駄目かな」

　道風の撮影を初めて目まの当たりにした木島は、パソコンに並んだ撮影画像を凝ぎよう視ししつつ興奮気味に明琉に語ってくる。

「インパクトあるけど、そういうレイアウトは道風が好きじゃない。肌の質感まで伝わるようなカットのときは、一枚だけイキで、あとはゴミ箱にポイだ」

「潔いさぎよいというか……どれもがこのクオリティなのに、ただひたすらもったいない」

「あと、写真に文字のせるときも要注意な。テキストの位置からフォントひとつにもこだわるから、色校出す前に本人確かく認にん必ひつ須す。スチール撮影の現場とおんなじだよ。セットで使うソファ、ベッドのリネン、その配置、角度、花の種類に至るまで、なんでも自分で決めなきゃ気がすまない」

　一センチ、一ミリをこだわるけれど、無む駄だに時間はかけない。煌きらめく瞬しゆん間かんを逃のがさず切り取り、それをなんでもないことのようにやってのけるから、天才なのだ。

　道風がこだわりを見せるのは、仕事だけにとどまらずプライベートにまで及およぶ。

　道風自身の衣服や持ち物はもちろん、自宅の家具家電、雑貨のひとつひとつが、決して適当に選んだものや、間に合わせに据すえたものではない──と成瀬が言っていた。触れて使って心地ここちのいいもの、好きな色、かたちでないと、傍そばに置かないのだ。道風が明琉に買い与あたえたものからも、それは伝わった。その代わり、自身の周囲にあるものを道風はとことん愛する。ものでも、人でも、その命が尽つきるまで愛情をそそぐ。

「俺ひとりだったらＮＧ出されそうなこと、うっかりあれこれやってしまうところでした。明琉さん、ホントに道風さんと親しいんですね」

　神を崇すう拝はいする勢いの木島は、明琉にまで羨せん望ぼうのまなざしを向けてきた。

「べつに……そういうわけじゃない」

　六年もの時間を一いつ緒しよに過ごしていれば、誰だれだって他人よりは詳くわしくなる。そこに特別な感情があったなら尚なお更さら。

「言動は噂うわさに違たがわず軽く見えますけど、あの人、ほんとは凄すごく男前ですね。かっこいい」

　今の木島はまるで、昔の自分を見ているよう──初めて『高橋道風』という天才フォトグラファーに触れ、感動しきりといった木島の隣となりで、明琉は浮うかれたその横顔から目を逸そらした。

　それから、すべてのスチール撮影は、一時間ほどであっという間に終了した。

　続けて、撮影が終わったスタジオに残り、メインテーマである『男のカメラ』に則のつとっての道風のインタビュー取りに移った。

　道風と親しん睦ぼくのあるライターが入り、木島と一緒に様々な質問を投げかけていく。明琉も同席はしたものの、木島たちの少しうしろの位置でその様子を見守っていた。

　どうして活動拠きよ点てんを日本に戻もどしたのか、ライターからその理由を問われたとき、道風はのろけ話でもするような顔で「世界の果てまで見てきたから、これからは愛する人の傍で好きなものを撮りたい」と答えた。真情を隠かくしもしないその堂々たる身勝手さに、聞いていたこちらが呆あきれも混じって苦く笑しようする。

　インタビューが終わると、木島は「この興奮が消えないうちに編集部に戻って、さっそく紙面を作ります！」と一目散に帰ってしまった。道風の写真を目の前にして、予定していたレイアウトも全部組み直すと言っていたから、木島は校こう了りようまでほぼ徹てつ夜やになるだろう。

　おまけに編集長が「今夜は道風さんとふたりで飲みにでも行けばいい」と余計なことを言ったせいで、道風は傍はた目めにも分かるほどそわそわしている。

　それに気付かないふりで撤てつ収しゆうが行われているスタジオを出ると、当然のように道風が明琉の隣に並んだ。

「俺は、帰るからな」

「え、どうして？」

「………………」

　本当に分からないらしい。半目で睥へい睨げいすると道風は「何を怒おこってるんだ？」という顔をして、それがまたいっそう苛立ちの炎にガソリンを投入したみたいにメラッときた。

「さっきのモデルちゃんのケータイ番号訊きいたんじゃなかったのかよ。彼女誘さそえばいいだろ」

「女性に番号を訊くのは挨あい拶さつと同じだ。訊かなきゃ失礼だろ。俺が一緒にいたいのは明琉だ」

　壁かべ際ぎわに追い込まれ、まるで彼女でも宥なだめ賺すかすような口調で諭さとされる。

「俺がそれに嫉しつ妬としてるみたいな言い方するな」

　接近したことで嗅かぎ取った匂においに、感情より先に身体からだが反応して総毛立った。道風と再会した直後の、知らない異国人のような違い和わ感かんはもうない──むしろこの男が本質は何も変わっていないのだと安あん堵どさえする。

　目を合わせたくなくて、道風のネクタイの柄がらを意味もなく睨ねめつけた。

　道風はいつも、どこぞの上等なスーツを着ていて、撮影時は腕うでまくりしたシャツにスラックス。いかにもカメラマンらしいラフな服は着ない。だから必然的に自宅でもわりときちんとした格好をしていて──五年前のあのときも、ベッドの上で明琉を見上げた道風は、シャツとスラックス姿だった。

　だから、思い出したくないのに撮影の最中にフラッシュバックし、女とするときもあんなかんじかと見せつけられたみたいで気分が悪いしで、撮影現場から逃にげ出したい心地だったのだ。

　五年の間に、全部忘れていたはずなのに、まるで昨日のことのように頭の中に蘇よみがえった色は鮮せん明めいだった。

　何も喋しやべりたくない。うっかりすると変な震ふるえ声が出そうだ。

　どんっと道風の胸を拳こぶしで押して、無言で鋭するどく睨にらむと、少し空いた逃げ道からそのまま突っ切った。

「明琉！」

　道風の呼びとめる声に耳を塞ふさぐ。踏ふみつけるように歩いて、絶対に振ふり返らない。

「今日で終わりだ。……今日で終わり！」

『Ｃｌｏｕｄ９』が単発の企き画かく雑誌でよかった。例えば高橋道風をテーマに連れん載さいなんて任された日には、地じ獄ごくを見るところだった。

　そう安心したのもつかの間、まさかの企画が進行することになるとは思いもしなかった。







　　　　□　４　□







　編集者にとって、編集長の力は絶対だ。

『Ｃｌｏｕｄ９』の編集長である柳沢は、かつて雑誌の売り上げが落ち込み、「来期は休刊か」との声も聞こえだした頃ころに就任。あらゆる策を講じて赤字雑誌を黒字に変えた凄すご腕うでだ。そして八年ほど前に『Ｃｌｏｕｄ９』を企画型雑誌に路線変へん更こうし、現在に至る。

　十一月半ばになり、年明けに発売予定の『Ｃｌｏｕｄ９／創刊二十周年企画』について、編集会議の真っ最中である。

　しかし、このＮＯと言えない流れはどうなのだ。

　明琉が「でも、俺よりも……」と異議を唱えようとすると、「いやいやいや、明琉さんしかいませんよ」と周辺から声が上がる。

「道風氏からの信しん頼らいも厚い。皆川、お前がやらなくて誰がやるんだ」

　柳沢編集長の説せつ伏ぷくに、長机に並んだ編集者たちがみな頷うなずくので、明琉も口を噤つぐまざるを得なかった。木島とか木島とか木島とかいるでしょうがっ、と喉のどまで出かかったが、こうも四し面めん楚そ歌かでは反論できない。

「道風氏の連載が決まったら、俺が担当したいのはやまやまですけど……」

　目の前に座る木島も、それほどに残念そうな顔をするなら「絶対に俺がやりたい」と手を挙げればいいのに、最初から諦あきらめている口ぶりだ。

　高橋道風・日本復帰第一号の撮さつ影えいが行われてから、道風の『細部に亘わたって好みにうるさい偏へん屈くつぶり』が編集部内でも周知の事実となった。

　明琉がつけたインテリアスタイリストは、道風からの細かすぎる指示どおりの小道具を準備してきた。これまた指示どおりの位置と角度できっちりセッティングして、いざ撮影に移ったのだけど、そこからがさらに細かい。

　スタイリストに、モデルの白いドレスの裾すそを一センチだけ纏まつれと言い出したときには正気かと突つっ込みたくなった。しかしそのたった一センチで、モデルの足がより綺麗に見えるのだ。絶対的美的感覚が凄いのは認めるけれど、なんにしてもこの調子で、適当に用意なんてもってのほか。自己判断でよかれと思ってしたところで好みからちょっとでもずれていれば、さっくり却きやつ下かされてしまう。

　撮影が終わっても鬼おにのような指定地獄は続く。紙面づくりには道風の意見を取り入れなければならないから、写真・本文のレイアウトのためにデザイナーを入れると逆に面めん倒どうなことになりかねない。必然的に編集者の仕事が増えるわけだ。

　おかげで、「あれは皆川じゃなきゃ捌さばけない」と編集部員が満まん場じよう一いつ致ちの雰ふん囲い気きだ。道風への仕事のオファーと、決まった場合の連載を明琉が担当することに……もはや決まろうとしている。

　その『男のカメラ特集』号は、道風の日本復帰というわけで業界の注目度も高く、人気の女性モデルを起用したのもあって売れ行き好調だ。出版不ふ況きようと言われる時代に完売することも多い『Ｃｌｏｕｄ９』だが、『男のカメラ特集』号も発売一カ月を待たずに品しな薄うすになると読まれている。来年創刊二十周年を迎むかえる『Ｃｌｏｕｄ９』にとっては追い風、明琉にとってはこれ以上ない向かい風だ。

「高橋道風氏の『男のこだわり』にフィーチャーして、そのこだわりを道風氏の視点で撮影してもらい、記事にする。二十周年記念号からの開始で半年間、計十二回の連載──決まった場合、担当は皆川でいいな。すぐに道風氏のオファーに動いてくれ」

　交こう渉しよう段階から丸投げされてしまった。

　編集者たちが「異論なし」とみな拍はく手しゆし、否いや応おうなしに濁だく流りゆうに吞のまれる。

　憧あこがれられる職業・雑誌編集者も会社員だ。権力と多数決の前にはひれ伏ふすしかない。

「マジかよ……」

　どんなに忙いそがしくても、他ほかの仕事を断ってでも、あの男が「明琉と一緒にお仕事だ♥」と尻尾しつぽを振って喜ぶ姿が目に浮かぶ。

　そうなったら半年間も付き合わなければならない。道風の思うつぼだ。

　しかし、そんな明琉の憂ゆう鬱うつは、別の方向に裏切られることになった。







「は……？　なん、なんだって？」

　なんか今、とてつもなく恐おそろしいことを聞いた気がする。

　信じたくなくて、明琉は顰しかめっ面つらでもう一度、道風に聞き返した。

「明琉が触さわらせてくれるなら、その仕事受けてもいいなぁって」

　図はからずも、高橋道風宅に足を運ぶのはこれで三度目。今回は食べ物で懐かい柔じゆうされてはならないと食事時を避さけて、企き画かく書しよを持参したのは十五時をすぎた頃だった。打ち合わせがすんだら編集部に戻もどらなければならないので、夕食に誘われることなく帰りやすいという思おも惑わくもある。

　しかしそんなみみっちい魂こん胆たんなんか、道風のそのひと言で吹ふっ飛んだ。

「さ、触……」

「だから明琉次し第だい、かなぁ？」

「……………………」

　かつてこれほどまでに、この男を最低だと思ったことがあっただろうか。

　隠かくし子がいたと知ったときも「大たい概がいだ」と呆れたけれど、今のこそ道義的にどうなんだ。

　ようするに道風は「明琉とお仕事♥」と尻尾を振って喜ぶどころか、創刊二十周年企画のオファーを受ける条件に「明琉を触りたい」と言っているのだ。

　明琉は無言で立ち上がり、テーブルに広げていた企画書をさささと集めると、ブリーフケースに静かにしまった。

「このたびはご縁えんがなく残念です。それでは失礼いたします」

「えっ？　あ、明琉っ」

　追いかけてこようとした道風の向こう脛ずねに容よう赦しやなく蹴けりを見み舞まい、ギャッと声を上げたのも構わず全力で無視する。呻うめいて屈かがみ込む道風を置き去りに、明琉は道風宅をあとにした。

　地面を踏みつけるようにして歩いて外門をベンッと閉め、緩ゆるい下り坂を勢いつけて進む。

「あとから青あざ見て反省すればいいっ」

　つい二カ月ほど前まで取材でキックボクシングに通っていたこともあり、脛蹴りが思いっきり入ったから、かなり痛むはずだ。

　相手がいくら世界の高橋道風であろうと鬼の編集長も「そんなひとでなしな条件を吞む必要はない。こっちから願い下げだ」と立腹するに違ちがいない。

「触らせてくれるならって、……ちょっといい顔すれば調子にのって」

　仕事で何度もやり取りをするうちに、たしかに電話口で思わず会話が盛り上がったりもした。それをいいように勘かん違ちがいされ、一気に距きよ離りを縮めるつもりなら、思いっきり方法を間ま違ちがっていることくらい分かるだろうに。

「ばかか。ばかなのか、あいつ」

　電車に揺ゆられながらさっきの道風の言動を思い出しては、何度も蟀谷こめかみの辺りがピキピキとするのを堪たえなければならなかった。

　しかし。編集長も憤いきどおるはずと思いきや、これまた明琉の予想とは違った。

「よその編集が『道風氏のスケジュールが取れない』と嘆なげいてるっていうのに、そんなことくらいでキレて帰ってくるなんて、お前何年編集やってんだ」

「えっ？　えっ？」

　柳沢編集長から思わぬ言葉を返されて、頭がそれを処理できない。

　編集長は赤ペンを右手に、レイアウト原げん稿こうに落としていた目線をじろりと上げた。明琉に対して同情のかけらもなく、呆あきれ気味の顔つきだ。

「……まったく。こっちはそれどころじゃないんだぞ。うちの記念号の発売に合わせて、他所よそがとんでもないスクープぶつけてくるって話が出てる。記念号にミソつけるわけにいかないから、さらにガツンとでかいテコ入れが必要なんだ。道風氏の企き画かくは絶対に落とせない」

「そっ……」

　反論しかけた明琉に、編集長は険しい表情で一いち瞥べつをくれた。このクソ忙しいときに、と逆に文句でも言われかねない雰囲気だ。もともと写真週刊誌『ブレスユー』の副編集長だった男は、こんな場面でやたらと眼光鋭するどく、ナチュラルに威い圧あつ的な空気を纏まとっている。

「お安いご用と笑って返せよ。そしてむしろ口説き落とせ。それが敵かなわないようなら皆川、お前を珍ちん獣じゆう・昆こん虫ちゆう・絶ぜつ叫きようマシンの取材に飛ばすからな」

　なんという無む慈じ悲ひな鬼指令。珍獣も昆虫も絶叫マシンも、明琉が「絶対に担当したくない」と公言しているやつだ。編集長の言い方はアレだが、すべては目玉企画のため。過去のうんぬんを抜ぬきにすれば、是ぜが非ひでも道風の連れん載さいは欲しいし、雑誌のためには必要だと明琉だって分かっている。

「道風氏には俺から、うちの編集の不ふ手て際ぎわを詫わびておく。皆川は手て土産みやげ持って、もう一回頭下げてこい。万が一、ご機き嫌げんを損そこねて道風氏との繫つながりを失うようなことがあったら、世界の仰ぎよう天てん珍ちん味みの旅にも行ってもらうから、そのつもりで」

　えええええええーっ、と心の中で悲鳴を上げることしかできなかった。

　回れ右して、とぼとぼと編集部を出る。まさか、憎にくたらしいあの男が喜ぶ手土産は何かを考えなければならないとは、だ。ショックのあまり、衝しよう撃げきが怒いかりに変わるのに時間がかかった。







　大人の世界は不条理に満ちている、ということを痛感する瞬しゆん間かんはわりとある。

　他社の編集部が、カメラマンプロダクションに所属していない高橋道風と連れん絡らくを取ることすらも苦労しているらしいのに、日に二度も会ってもらえるだけでありがたい……と、本来はこちらが感謝しなければならないのだろう。

　怒りをむくむくさせながら銀座で菓か子し折おりを購こう入にゆうして、再び道風宅に舞まい戻った。

　リビングのテーブルに手土産を置き、半歩下がったところで、明琉は静かに深呼吸した。相手は世界を股またにかける有名フォトグラファー、片や自分は雑誌の一編集者だ。

「銀座・文ぶん花か堂どうのバウムクーヘン、六年ぶりくらいだなぁ」

「……先ほどは申し訳ございません、でしたっ」

　下げた頭の、蟀谷のあたりがカッとする。

　謝りたくない気持ちが前のめりの謝罪なら意味がないってことくらい百も承知だが、どうにもこうにも収まらない。なんでこの男のご機嫌を取るために、好物をわざわざ手土産に選ばなきゃならないんだと、その段階から編集者としての自分と、皆川明琉との闘たたかいが勃ぼつ発ぱつしている。

　道風はバウムクーヘンの包みをがさがさと剝はぎ、外そと蓋ぶたを取って、ぱあっと顔を綻ほころばせた。

「食べていい？　明琉も食べるか？」

「……いらない」

　スイーツを前にしてそのはしゃぎっぷり、お前は女子か。

　道風は食べやすいサイズに切られたバウムクーヘンではなく、輪切りのまま、とくに山がいくつか連なった形状に、うっすらとアイシングされたものが好みだ。

「銀座・文花堂のバウムはじつにセクシーだな。この連なった山の曲線、秘密を覆おおうように透すけているアイシング、そして真ん中の慎つつましやかな空くう洞どう部分……素す晴ばらしい。本場ドイツの職人にも誇ほこれる逸いつ品ぴんだ」

「バウムをエロティック目線で見てるド変態は、世界広しといえどもお前くらいだ」

　バウムクーヘンを両手で掲かかげ、穴から覗のぞかれて、イラッと、メラッとくる。隙すき間ま大好き道風は、嬉うれしそうに「ほぅっ」と感かん嘆たんの声を上げた。

　こんな変態ドスケベのどこが好きだったのか、過去の自分に問い質ただしたい。

　バウムクーヘンに夢中の道風のことはお構いなしにさっさと本題に移ろうと、道風の向かいのソファにブリーフケースとバッグを置いて、明琉は道風の傍かたわらに立った。

　道風のスケジュールを押さえられなかったら、珍獣・昆虫・絶叫マシンの取材命令が下る。万が一にも道風が機嫌を損ねるようなことにでもなれば、世界のゲテモノ・キワモノ仰天珍味取材が待っているのだ。

　覚かく悟ごを決めた。男・皆川明琉は、『Ｃｌｏｕｄ９』創刊二十周年記念号のために、一ひと肌はだ脱ぬぐのだ！

「俺の……ど、どこを触らせればいいんだ」

　震ふるえる声で問うと、道風は「え？」と目を瞬しばたたかせる。

　意外なことを言われてびっくり、な表情をされて、逆にこっちが誘さそってる的な流れは、絶対におかしい。

　まさか、もしかして、冗じよう談だんだったんだろうか？

「さ、触りたいんだろっ」

「触らせてくれるの？」

　お前が言ったんだろうがコノヤロウッ！

　叫さけびたい衝しよう動どうをぐっと堪え、抵てい抗こうする頭を上から押さえつけられているかのごとくガチガチに強こわ張ばったまま、ひとつ頷うなずく。

「どこって……そんな俎そ上じようの魚みたいな状態でこられたら、よけいにわくわくしちゃって決められないな」

　セクハラ条件を出したのは道風なのに、この誘われて困っちゃったふうの反応が明琉の羞しゆう恥ち心しんばかりを盛大に煽あおった。仕事を忘れて暴れ出したくなる。

「触さわりたきゃ、さっさと触れ！　その代わり、絶対にうちの仕事受けろよな」

「明琉から依い頼らいされた仕事はなんでも受けるよ」

「その言葉おぼっ……」

　言い終わらないうちに、腕うでを摑つかまれた。ぐっと引っ張られて、道風が腰こし掛かけたソファになだれ込む。声を上げる間もなかった。

　逞たくましい腕に抱だきとめられ、頰ほおや首筋に当たる道風の温ぬくもりに、うなじの辺りがざっと鳥とり肌はだを立てる。

「明琉……」

「……っ……」

　ため息と一いつ緒しよに漏もれる声で名前を呼ばれて、ぎゅっと目を閉じた。

「はぁ、明琉だ……触りたかった。やっと触れた」

「ここで会った日に、触っただろ」

　階段で揉もみ合いになり、抱きとめられたときだ。

「あれは事故みたいなものだ。だが、今は違う。明琉が、触っていいって言ってくれた」

「こんな……仕事と引き替かえの条件で嬉しいのかよ」

　明琉の言葉に、道風は「そうだな」と鷹おう揚ように笑う。都合が悪いことは霞かすむのか、その辺りは気にならないらしい。思う存分楽しむべく、ぎゅっぎゅっ、と腕に力を込められた。道風の手のひらが背中を撫なで上げ、肩かたを包み込むように抱きしめられる。

「……まだかよ」

「もうちょっと。あ……匂におい嗅かぎたい」

「俺が許したみたいになるだろ、このドスケベ。いちいち申しん告こくするな」

　道風の指が、そして唇くちびるが髪かみに触れる。すんすん、と耳のうしろの辺りに顔を埋うずめられるのが分かって、さっきからそこは粟あわ立だちっぱなしだ。

「あぁ、やっぱり……好きだ、明琉」

　そのつもりなく漏れてしまった、ひとりごとに似た告白。甘ったるく、頭ず蓋がい骨こつに響ひびく声こわ色いろで口説かれて、本気なのかふざけてるのか、それとも何かのついでなのか分からない。返事なんかするもんかと、道風の肩かた口ぐちに顔を押し当てたまま動かなかった。

「明琉、俺ともう一回、恋こいし……」

「断る」

　被かぶせ気味の拒きよ絶ぜつに、道風は肩を揺ゆらして笑っている。

「……っ、もういいだろ」

　両りよう腕うでで突つっぱねると、巻き付いていた道風の腕は案外簡単にはらりとほどけた。後ろ手で、ソファの肘ひじ当あてのところまで下がって距きよ離りを取る。しかし、いつでも逃にげ出せるように鍵かぎはかかっていなかったんだよと知らされたみたいで、こうして離はなれても焦あせるばかりだ。

　これ以上近寄られてはならないと、膝ひざを折り曲げてガードした。一方で道風は、ゆったりとソファの背もたれに身体からだを預け、余よ裕ゆうの面つら構がまえだ。　>>>♥

「仕事っ……うちの仕事、本当に承しよう諾だくしてくれるんだよな」

「そういう約束だ」

「あ、あ、ありがとう、ございます」

　とても人にものを頼たのむ態度でも礼を言う姿勢でもないが、ソファの上で腰こしが抜けたみたいな格好のまま、明琉は睨ねめつけつつも、どうにか総動員した感謝の気持ちで小さく頭を下げた。







　人生何が起こるか分からない。まさか自分の身体を引き替えにして、仕事を取る日が来るとは思ってもみなかった。

　事の顚てん末まつを聞いた成瀬は「あはは」と笑っている。

　成瀬は道風から「しばらく明琉と仕事をすることになった」と喜びの報告を受けたらしく、どう見てもおもしろがっているだろという顔つきで、エレベーターで居合わせた明琉に声をかけてきたのだ。

「笑いごとじゃないです」

「かわいいな、あの男のやることは。仕事を楯たてにしないと触れもしないなんて、なんとも切ないじゃないか」

「どういう良心的解かい釈しやくなんですか……。自分の立場を利用して、汚きたない手使ってるのに」

　成瀬は上じよう昇しようを始めたエレベーターの壁かべに寄りかかって、不ふ機き嫌げんな相そう貌ぼうの明琉に並ぶ。

「よその編集が、高橋道風の連れん絡らく先をおしえてもらえないかって言ってきてるみたいだぞ。あいつが日本を出るとき、唯ゆい一いつ所属していた編集プロダクションとの契けい約やくを解除したから、コネがない所はみんな捕つかまえるのに躍やつ起きになってんだ。『Ｃｌｏｕｄ９』だけ特別扱あつかいかって」

　ラクしてコネで仕事を取っているわけでもないのに、依え怙こ贔屓ひいきと皮肉られる謂いわれもないのだが。

　半年間も続く連れん載さいの仕事を取り付けたのは、鬼おにの柳沢編集長も思わずにっこりの大おお手て柄がらだった。しかし、セクハラまがいの条件を他ほかの人間にも出すほど愚おろかじゃないだろうから、明琉からすれば、今だけ道風を独どく占せんしていることに対する充じゆう分ぶんすぎる代だい償しようだ。

「今は編プロに所属してないっていっても、帰国後に個人事務所を再開したんでしょ」

「こそっと帰ってきて、名めい刺しをバラ撒まく機会もなかったんだろうけど、道風もいっときゆっくりしたかったんだろ。二週間後、海外で撮とりためた写真の個展やるらしいから、さすがに忙いそがしくなるだろうな。相変わらず音緒は家に帰ってないようだし、今のうちに寂さみしいおっさんの相手してやってよ」

　個展が開かい催さいされれば成瀬の言葉どおり、道風の周辺はきっといろんな人間が集まり、仕事の忙しさでおかしな考えに走る暇ひまもなくなるだろう──と思っていたのだが、明琉の予想はまたしても外れることになった。







　一週間続いた道風の個展が終しゆう了りようした翌日、連載第一回目の取材と撮さつ影えいをすることになった。

　道風はフォトグラファーなので、撮影に必要な機材は自宅にすべて揃そろえてあり、別べつ途とカメラマンも必要ない。いくつかある部屋はそれぞれが趣おもむきの異なったインテリアで仕上げられていて、撮影場所として使うことになっている。だから必要に応じて準備した衣装や小物を、明琉が持参するくらいだ。

　高橋道風にスポットを当てて、『男のこだわりライフスタイルを紹しよう介かいする』のがコンセプト。道風の自宅を拠きよ点てんに、まずは個人的な趣しゆ味みや好みについて掘ほり下げ、連載の回を追うごとに、徐じよ々じよに家の周辺へ取材対象の範はん囲いを広げていく。

　隙すき間まフェチというだけでなく、いろんな物事にもこだわる男・道風だからこそ成立する企き画かくだ。この企画に上じよう機き嫌げんの編集長は、その連載記事をメインに纏まとめて、いずれはムックを出すのもいいかもしれないと、先の構想まで描えがいている。

　個展終了後、道風のもとにはぞくぞくとオファーが来ているみたいで、明琉が自宅を訪ねたときも道風は誰だれかと電話で打ち合わせ中だった。

　個展では、海外での報道色の強い作品を中心に発表し、『Ｃｌｏｕｄ９』での日本復帰第一号ではファッションとヌードを撮ったため、芸能人の写真集やアーティスティックなものなど、オファーのジャンルや内容も幅はば広ひろいようだ。

　忙しくなる直前のタイミングで半年間の連載が取れたのは、つくづくラッキーだったと言える。多た忙ぼうの中で仕事を受けてくれることに感謝こそすれ、あれこれ文句を言える立場にない、と分かる。分かるけど！

「……はぁ……？　今なんて言った？」

　電話が終わるまで十分ほど待たされ、取材を開始すること十五秒。

　わが耳を疑う言葉に躓つまずき、明琉はいったんボイスレコーダーの録音停止ボタンを押した。道風は明琉の目の前のソファに腰掛け、男前の顔を緩ゆるめて微笑ほほえんでいる。

「触らせてくれるなら、いいよっ、て」

「……ん、あれ？　これデジャヴかな。つい三週間前にも同じこと言われて触られたのは……夢だったかな」

　あまりにもさらっと言われて、もしかして自分の記き憶おくがどこかおかしいのでは、と思ってしまう。

「待て待て。いつの間にその頭はリセットされたんだ。そうか老化か、老化が始まってんだな？　耄もう碌ろくしているようだから説明してやろう。お前は三週間前に、仕事を引き受けるという約束で、すでに俺を触ってる！」

「ああ、そういう条件で『契約しただけ』だ」

「……だけ？」

「今日の分が、まだだろう？」

「今日の分……」

　鸚おう鵡む返がえしで、ようやくこの男が言っている意味を完全に理解した。

　額に手を当て、顰ひん蹙しゆくする。頭痛が痛い、と言ってしまうくらい頭がガンガンする。

「まさか、『一お触さわり、一仕事』で連載十二回……毎回触る気か」

「俺の仕事にも、張り合いが出るってもんだ」

「……………………」

　明琉は記憶の箱をひっくり返して、道風の言葉を懸けん命めいに思い出そうとしていた。

　──明琉が触らせてくれるなら、その仕事受けてもいいなぁって。

　つまり、あれは「仕事を受ける約束のためだけ」というふうに解釈すべきだった、と。

　契約書の下のほうに、ゴマ粒つぶみたいな字で書いてある但ただし書きを、きちんと確かく認にんしなかったお前が悪い的なやつか？　悪徳商法業者が詐さ欺ぎで使う基本中の基本のやつか？　よもや別途十二回分の請せい求きゆうが発生するとは、なんと極ごく悪あくな手口！

　怒いかりを通り越こして呆あきれる。だがここで「言った・言ってない」と論争したところで、明琉の負けは見えている。キレて編集部へ帰れば、編集長の鬼命令が下るだけ。

　頭の中に「お安いご用と笑って返せ。むしろ口説き落とせ」との編集長の言葉が蘇よみがえる。

　明琉は眼力を強めて道風を見み据すえた。道風は背もたれに深く身を預けて、うっすらと表情を緩ませ、さらになんとエスカレートした要求を突き付けてきた。

「ハグじゃなくて、今日はもっとちゃんと、触りたいなぁ」

　明琉の蟀谷こめかみに、ビキッと青筋が立つ。だが、ぐっと堪こらえた。損得、立場、編集者としての自分の役割……道風のセクハラ発言のたびに、それらが頭を駆かけ巡めぐり、ぶつかり合う。しかし個人的な感情を持ち込んだら、そこで負け。仕事を満足にできないことのほうが、明琉にとっては由ゆ々ゆしき問題だ。

　こうなったら、何がなんでも俺の思いどおりの仕事をやってやる……！

　一度覚かく悟ごを決めたら、肝きもが据すわった。

　能面のような顔ですっくと立ち上がり、ツイルのテーラードジャケットを無造作に脱ぬぎ捨てる。

「触りたきゃ触れ。その代わり、仕事はきっちりやってもらう！」

「男らしくていいね」

　そんなふうに穏おだやかに微笑まれると、とても腐くさった要求をしてきた男には見えない。

　手首を摑つかまれ、一いつ瞬しゆんの抵てい抗こうなどものともせず、道風が座っていたソファに引っ張り込まれた。

「こんなことして、虚むなしくないのかよ」

「プライドなんか、恋れん愛あいの前では邪じや魔まなだけだ。俺はもっと明琉に触りたい」

「これは仕事だろうが。勝手に『恋愛』にするな」

　そのまま抱だきしめられ、不快に感じない強さで身体を締しめ付けられる。まるで心臓だけを無む慈じ悲ひに摑まれたような胸むな苦ぐるしさが湧わいて、明琉は顔を顰しかめた。

「でもハグだけじゃ、砂さ漠ばくのど真ん中でショットグラスの水を飲むようなものだな。五年間枯こ渇かつしていたのが満たされるのは、いったいいつになるやら」

「海外にいた五年間、清らかだったみたいな言い方……そんなわけないだろ」

「明琉以外は欲しくなかった。だから浮うわ気きはしてない」

「浮気って……そもそもつきあってない！」

「俺の気持ちの問題だ。樹木がグリーンのアーチをつくるウクライナの線路も、天の川の明かりの下に広がるユーカリの森を撮ったときも、ここに連れてきて明琉に見せたらどんな顔をするだろって思った。貧しい国でも豊かな国でも、都会でも辺境の地でも、俺はどこで何を見ても、最後にいつも明琉のことを思い出した。考えた。明琉のところに帰るっていう希望が、俺にとって生きる力だったからな」

　道風の呟つぶやきを、大げさだと笑い飛ばせない自分がいた。

　明琉も『Ｃｌｏｕｄ９』の担当編集として個展に足を運び、道風の写真を見てきた。

　緊きん張ちよう感かんで足が竦すくむような一瞬、目を背そむけたくなるような瞬しゆん間かん、心を揺さ振ぶられる感動の場面、命の煌きらめきの刹せつ那な。どうしてこの場所にいて、生きて帰ることができたのか、不思議なくらいの写真なんかいくつもあった。

　砲ほう弾だんを受けて割れたガラス越ごしに見る市街地。熱帯雨林の村で暮らす部族の神聖な儀ぎ式しき。パフォーマンスを終えたばかりの舞ぶ台たい裏のドラァグクイーン。写真の前に立つと、まるでそこに自分がいるみたいに胸が高鳴り、軋きしみ、ときめいたりする。被ひ写しや体たいにファインダーを向ける道風と自分がシンクロナイズされるようだった。

　道風がカメラに収めた海外での五年間、展示されていたものがすべてじゃないだろうけれど、ときには命がけの世界で、そのどの場面にも明琉を思い浮うかべたなんて言われたら、理り屈くつじゃなくてそれを信じるしかない。

「……危険な目に遭あったりしなかったのか？」

「あるよ。流れ弾だまに当たった」

　それ食べたことある、と答えるのと変わらない口調で、さらっと簡単に言ってくれる。ぐっと、鳩尾みぞおちを抉えぐられたような心地ここちだ。

「……どこ」

「肩かたの、この辺。掠かすっただけだったけど。見る？」

　左ひだり肩かたの辺りを指して問われ、いや、と首を横に振った。

　もうあと十センチ内側だったらどうなっていたんだろう。そこにいるのが年寄りだろうと子供だろうと関係なく弾が飛んでくるところなんて、想像しただけで血の気が引く。まるで自分がそれを追体験する心地で、個展で写真を見たときにも強きよう烈れつな恐きよう怖ふを感じたのだ。

「なんでそんな、危ないって分かってる仕事を選ぶんだ……っていうのは愚ぐ問もんか」

　登山家に「どうして山に登るんだ」と訊きくのと同じ。出会った頃ころから、ファッションやヌードを撮とるだけじゃなく、ジャンルにこだわらないのが道風のポリシーだった。多少危険と分かっていても、仕事を全まつとうする道を選んだのだろう。

　道風がここに生きて戻もどってこられたのは、奇き跡せきなのかもしれない。今こうして「ばかやろうだ」「ドスケベだ」と怒おこったり呆れたりすることができるのだって、道風の「生きて帰る」という強い意志があったからじゃないのか、とすら思えてくる。これほどまでに好意的に考えてしまうようになったのは、あの個展で見た写真のせいだ。

　息苦しさを覚えて、道風の胸を押す。抱きしめられていたところから少しだけ離はなれると、道風に「明琉？」と気き遣づかわれた。

「フォトグラファーとはいえ、お前はマゾなんだろ。じゃなきゃ、そんなとこ」

「そうだな。そのケはあるかも。否定しない。明琉に罵ば倒とうされるのが、ちょっと嬉うれしかったりするくらいだから」

「ばかだ」

　自分の声こわ色いろが少し甘いことに気付いて、しまった、と思う。そのほんのわずかな心の隙すき間まを見み逃のがさない道風が眸ひとみの奥を覗のぞいてきて、咄とつ嗟さに目を逸そらした。でも多分、間に合っていない。

　道風の左手が首筋を撫なでる。ぞわっと背筋までがわなないて、弾はずみそうになる呼気を吞のみ込んだ。

「……変な触り方すんな」

「触りたければ触れと言ったのは明琉だ」

　唇くちびるを引き結んだその下で、シャツの襟えり元もとの隙間に道風の指先が入り、とめてある二番目のボタンの位置まですべり落ちる。ドドドッとこれまで以上に心臓の動きが騒さわがしくなった。男のくせに、たいしたこともされていないうちから大げさに反応するのは、さすがに格好が付かない。視線のやり所がなく、また今日も道風のネクタイの模様ばかりを見つめるはめになる。

「今日はちょっとボタン詰つめすぎじゃないか？」

「あ、あ、開けんな、覗くな、触るだけって言ったろ！」

「だけ、なんて言ってない」

「このタヌキオヤジ……！」

　どんなに口くち汚ぎたなく責められても効果なく、逃にげ腰ごしの明琉にお構いなし。道風がシャツの上から手のひらと指先を這はわせる。検分するように、とても丁てい寧ねいに触ふれてくる。

　ふいに、道風の指先が、胸の突とつ起きに近付く気配を感じた。明琉が肩をびくっと跳はね上げるのと、「乳ち首くび当て！」と道風に乳首を摘つままれたのが同時。瞬間的に我が慢まんが限界点を超こえ、道風の側頭部をフルスイングで思いきり撲ぶっていた。

「死ねっ！」

　ふざけるにもほどがある。この男の、昔からまったくブレないドスケベぶりには感心だ。

　さっきまでのセンチメンタルな気分を全部返してほしい。

　ソファから立ち上がり、見下ろして、わなわなしながらカメラを指さした。

「は、働け！　今日は『男のアンダーウエア・ナイトウエア』だ。さっさと準備しっ……してください！」

　途と中ちゆうから、自分はフォトグラファーに仕事をお願いした立場の雑誌編集者だ、という意識が働き、無理やりな敬語で締めくくった。







　どっと疲つかれて、肩に引っかけていた荷物をデスクに下ろす。

　道風宅での初めての撮さつ影えいと取材が終わったのは夕方で、これ以上引きとめられてはならないと、逃げるように編集部へ帰ってきたのだ。

　向かいのデスクに座る須崎が、半笑いで「明琉さん」と声をかけてきた。

「道風先生のすべてを理解してる明琉さんでも、大変なんですね」

「あのなぁ、変な言い方しないでくれる？　すべてを理解してるんじゃなくて、ちょっとオカシイのを知ってるってだけだから」

「アシスタントとしてなら楽しそうだけどな。もし手が足りないなら、俺、次の撮影のとき何か手伝いましょうか？　あ、でも道風先生が明琉さんひとりをご指名なんだっけ……」

　須崎からの申し出にぎょっとする。いつもなら「助かる！」と喜ぶところだが、セクハラ交こう換かん条件を甘んじて受け入れているなんて知られるのは堪たまらない。

「い、いや、いいよ、大だい丈じよう夫ぶ！　ありがと」

　バッグから取材道具一式をデスクに取り出し、そこでふと目に付いたのは、個展でマスコミや出版関係者に配られていた道風のフォトブックだった。展示されていた写真で、代表的なものが数点、収められている。

　マンホールで出産したストリートチルドレン、町の片かた隅すみで戦火を睨にらむ老人……目を背けたくなる現実を切り取った写真は衝しよう撃げき的で、それらは強烈な印象を残したけれど、中でも明琉の心から離れなかった作品がその表紙になっている。

　美しく神秘的な月明かりと星空の下は広こう漠ばくとした砂さ漠ばくで、そこでひとり、穏おだやかな表情でチェロを奏かなでる黒人女性の写真。『かつてはオーケストラにいた彼女は現在、難民キャンプの労働者だ』──と展示パネルにはコメントが添そえてあった。飢うえと貧困の世界の住人は、それをまったく感じさせない表情で、神こう々ごうしいまでに美しい。

　何がどうとは説明できない。でも明琉は、展示されていた写真の中で道風がこれを表紙に選んだのは納なつ得とくできた。

　その感覚を証明するかのように、道風がきのう話してくれた。

　チェロ弾ひきの彼女に明琉の話をしたら、『じゃあその彼にもこの音色が届きますように』と言ってチェロを弾いてくれたんだ──と。

「だいたい、こんなの……ずるいんだよ、あのドスケベ」

　書かれた言葉、耳にする音声や映像じゃなく、一枚の写真が訴うつたえてくるリアルに、心が微び動どうだにしないやつなんているんだろうか。

「そのくせ……乳首当てとか、ふざけすぎなんだ」

　隙間フェチで、女の身体からだの曲線が大好きで、こだわっている物事が多すぎな偏へん屈くつには、周囲に内ない緒しよで子供がいた。そして、たった一度だけ自分をひと晩中抱だいて、身体の隅すみ々ずみまで道風の想いでいっぱいにしたあと、あっさりと捨てた薄はく情じような男だ。

　道風のペースに、濁だく流りゆうのような強さに巻き込まれてしまいそうになるけれど、あのときのことを忘れるわけにはいかない。

「……仕事！」

　リセットして気合いを入れ直す呪じゆ文もんに声を張る。すると、『ブレスユー』の編集長・成瀬と目があった。椅い子すの背もたれに寄りかかり、にやりと笑っている。相変わらず俯ふ瞰かんの姿勢で楽しんでいるらしい成瀬を、明琉はちくりと睨ねめた。
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　これは雑誌の企き画かくのためであって、このクソエロジジイにしっかり仕事をやらせるため、仕方なく触さわらせてるんだ──と自分の心を静める。気分は修しゆ行ぎよう僧そうだ。しかし修行が足りないらしく、無む抵てい抗こうでいられる時間は短い。

「……おい、調子にのんなよ……」

　蟀谷こめかみにびきびきと青筋が立つ。自分からは見えないけど、硬かたい土を這う根のようなそれが浮いているに違ちがいない。

　低い声で唸うなる明琉に、道風は頰ほおを緩ゆるませるのを隠かくしもせず、明琉の顔をそっと覗き込んだ。

「ちょっとだけだ。駄だ目め？」

「駄目とかいいとか訊かなきゃならないようなことはするなって、なんべんも言ってるだろうが。俺に拒きよ否ひする権利がないのを逆手に取るな」

「んじゃあ、勝手に触る」

「ああんっ？」

「隙間がそこにあるのに、手を出さないでいられるか。本当に触られたくないなら、甲かつ冑ちゆうでも着てくればいい」

「どういうっ……ちょっ……！」

　ぐっと肩かたを摑つかまれて、むかつくほどでかいソファの背もたれに押しつけられる。抵抗すればそれより強い力で封ふうじられ、意志とは反対に身体がずり落ちていくばかりだ。

「もっ……もうっ、やめろって」

　ついに座面に押し倒たおされた。上から圧を感じて、慌あわてても間に合わない。突つきだした腕うでは重力を味方につけた道風の重みに負けて、無残に押し潰つぶされた。

「無理やりしようってわけじゃないんだから、そんなに抵抗しないでくれないか」

「これのどこが無理やりじゃないって？　お前の感覚はどうなってんだ！」

　騒いでいるどさくさでぎゅっと抱きしめられて、押し倒されているという状じよう況きように、頭の中で悲鳴が上がる。

「くっそ！　お前なんか隙間だったらなんでもいいんだろう？　おなかにポッケがついたカンガルーのぬいぐるみでも買ってきてやろうか！」

「明琉じゃなきゃ駄目だ。明琉の隙間がいいんだ。このシャツの隙間に手を入れたいだけだ。そんなに怒おこることか？」

　言いくるめられるうちにだんだん、「あ、ほんとだ。そんなに怒るほどの話でもないよな」と考え始めて、頭をぶるぶると振ふった。

「言葉に説得力がない。ペラい」

「成瀬みたいなことを言うんだな。それとも、本気で口説けと言ってるのか」

「どーしてそうなる……！」

　押し倒されたまま上から見つめられて、うなじの辺りがざっと鳥とり肌はだを立てる。見上げれば、道風の濃こいティーブラウンの眸ひとみが濡ぬれている。胸の奥のほうに何重にも封じ込めていた記き憶おくが吹ふき出しそうになり、慌てて目を逸そらした。

「好きだよ、明琉。離はなれていたときも、一日だって想おもわなかった日はない」

「うるさい。触りたいだけの詭き弁べんだろ。免めん罪ざい符ふに使うな。そんなのに騙だまされない」

「どう思われても仕方ないけど、詭弁でも免罪符でもない。でもまぁ、簡単に信じてもらえないことは想定内だから」

　道風の手がこちらに向かってくる。それを追っ払ぱらう。でも道風はめげない。両手を何度も突き出し、まるで駄だ々だをこねる子供みたいに抵抗する明琉を宥なだめ賺すかす。ついに道風に捕つかまえられ、明琉は攻こう防ぼうに疲れて肩の力を抜ぬいた。駄だ目め押おしに、道風は柔やわらかな声で諭さとそうとする。

「明琉」

「信じさせる気もないくせに、お前は触ることが第一じゃねーか。その程度だ。それに、本当は触らせてくれるなら誰だれだっていいんだ」

　明琉の反論に、道風が眸を大きくした。

「誰だっていいわけない。どうしてそうなる」

「……十日くらい前、砧きぬた公園で撮影してるの、たまたま見た。楽しそうだったじゃん」

　こんなところに来てまで道風の撮影クルーと出くわさなくてもいいのに、という場所だ。

　被ひ写しや体たいは売り出し中の若手女優。芝しば生ふに寝ね転ころがった女性に寄り添い、髪かみに触ふれ、ファインダーの向こうの世界に夢中の道風は気付いてなかったのだろう。

「触るって……ぜんぜん意味が違うし、あれは仕事だ」

「これも仕事だろ」

　曖あい昧まいな線引きに、まるでこっちがやきもちでもやいてるみたいに聞こえやしないか。

　道風が「弱ったな」とでもいうような微笑ほほえみを浮うかべているのを、視界の隅すみで捉とらえる。

「そんなふうに全力で拒きよ絶ぜつされてるうちは、俺の言葉を耳に入れてもらえるとは思えないからなぁ」

「だから触るって？　ふざけんな」

「俺の気持ちが、本当に分からないのか？」

「分かってたまるか」

　相手が明琉だろうが若手女優だろうがスケベ根こん性じよう丸出しの軟なん派ぱな道風も、はっと息を吞のむような写真を撮とる道風も、同じ高橋道風というのが、またいっそう腹立たしい。

　悔くやしいくらいに、あの砂漠の写真が瞼まぶたに焼き付いている。言葉より雄ゆう弁べんに、明琉の心にじんと響ひびいた。

　しかし道風がいくら感動的で素す晴ばらしい写真を撮るフォトグラファーだろうと、才能と人間性は別問題だ。道風の言葉を鵜う吞のみにして、「分かった」なんて言いたくない。

「さっさと触って、仕事してくれよ。このあと、打ち合わせが入ってんだ」

　ばかなドスケベの要求を甘んじて受け入れ、仕事のために仕方ないから触らせているだけ。突き放す明琉に道風はいちいち傷ついたりしないし、ここぞとばかりの表情だ。

「明琉のそういう男前なところ、いいね」

　お許しが出て、道風の指先がシャツの合わせを搔かき分けて侵しん入にゆうする。咄とつ嗟さに道風とは逆のほうに顔を背そむけた。

　指の動きを阻はばむ、邪じや魔まなボタンをひとつ外される。ほどかれる感覚に、心しん拍ぱくが上がって仕方ない。道風の手が深いところに入り込んで、脇わき腹ばらのあたりにまで伸のびてくる。少しひんやりとした指先に横おう隔かく膜まくがひくんと反応して、唇くちびるをきつく引き結んだ。

「……手が冷たい」

　身体が勝手に反応することに対する言い訳に、道風が「次会うときは温めておく」と答えた。







「今日は悪かったなぁ、明琉！　おつかれちゃん。でもほら、おかげで道風がいい仕事してくれた」

　成瀬の軽い労ねぎらいの言葉に、反はん抗こう期の高校生みたいな頭の下げ方で「はい」と答えた。まぁまぁ、と明琉を宥めながら、前方からビールを差し出されて、「お先にすみません」と成瀬からのお酌しやくを受ける。道風の友だちであるのと同時に、明琉にとっては古い知り合いであり、編集長の成瀬を敬う気持ちもある。

　成瀬の手からビール瓶びんを受け取って、今度は明琉が成瀬のグラスに注いだ。

「さぁ飲もう、飲もう」

　明琉の左ひだり隣どなりに座るお気楽な男・道風が勝手に音おん頭どを取って、三人で乾かん杯ぱいする。

　銀座七丁目にあり、寿す司しや蕎麦そばを盛り込んだ懐かい石せき料理を出す落ち着いた雰ふん囲い気きの店。成瀬が接待や打ち合わせに使っていると聞いたことはあるけれど、明琉は初めて訪おとずれた。

　今日は成瀬が担当する『ブレスユー』特別編集のグラビア写真集の仕事で、本来なら明琉は関係ない。しかし道風が「仕事が終わったら明琉とごはん」を条件に出したというのだから、まったく呆あきれた話だ。

　おまけに成瀬が、「撮さつ影えいのとき、『Ｃｌｏｕｄ９』なら取材に入ってもらってもいい」と余計な気を利きかせてくれたおかげで、明琉には編集長から取材命令が下った。ようするに甘やかしの成瀬が、道風をＭＡＸやる気にさせるべく餌えさを撒まいたわけだ。

　成瀬の思おも惑わくが内在するとは知らなかったのかもしれないが、ドスケベ道風は「今日の明琉のほうの仕事分はあとで請せい求きゆうしよう」と囁ささやいた。お触さわり交こう換かん条件を、追加の仕事にも適用させるつもりらしい。

　明琉効果なのか、道風は現場でうきうきと、且かつ神がかり的なスピードで完かん璧ぺきにグラビア撮影をこなした。こうして酒の席について、ますます上じよう機き嫌げんな様子だ。ドスケベは昔から、酒好きと相場は決まっている。

　成瀬のポケットマネーか『ブレスユー』編集部の接待費か知らないけれど、うまいもの食って飲んでやる──と明琉は無心に箸はしを動かした。

　先付けに枝豆の豆とう腐ふ、松まつ茸たけの吸い物、ハモとマグロのお造り、炙あぶり寿司……と懐かい石せきくずしの料理が続く。どれも美味で、ついついお酒が進み、いつもより飲み過ぎてしまった。

「三人で食事なんて久しぶりだ。昔はよく鍋なべをつついたな」

　嬉うれしそうに思い出話に花を咲さかせる道風に、成瀬が余計な記憶を引っ張り出す。

「明琉が作ったたこ焼き鍋はひどかったよなぁ」

「あれは明琉が俺に初めて作ってくれた手料理だった。たこ焼きがとろとろに蕩とろけて、俺はうまいと思ったけどなぁ」

　でれでれと道風の鼻の下が伸びている。痘痕あばたもえくぼも度が過ぎると聞くに堪たえられない。

「そうだ、そうだった。最後は道風が全部食ったんだった」

「だからもう料理はしませんって」

　明琉のふて腐くされに、成瀬が「道風に作ってもらえばいい」と返すと、道風がちょっとそわそわしているのが鬱うつ陶とうしい。

「そんなことしてもらう必要ない」

　きっぱりと言い切る明琉に、成瀬が困った顔で笑った。毒どく舌ぜつにすっかり慣れっこの道風は気にするふうでもなく、運ばれてきた真ま魚な鰹がつおの味み噌そ漬づけ焼きに目を奪うばわれている。

「『明琉と食事』を仕事のご褒ほう美びに欲しがるとは、まったく憐あわれでかわいいやつだ。道風が帰国してから三カ月経たつのに、まだ喧けん嘩かしてんのか」

　成瀬の相変わらずの道風贔屓びいきに、明琉はぴくりと眉まゆを上げた。

「喧嘩！　喧嘩なんかしないし、相手にする気はないってだけで、喧嘩するほど仲良くないですから」

「ははっ、明琉はおもしろい」

　ぜんぜんおもしろくない！

　睨にらむ明琉を、成瀬がますますおもしろがって煽あおる。

「明琉は道風が絡からむと途と端たんに子供っぽくなるな。どんな相手にだってにこやか対応の男のはずが、今日は仕事中とは思えない顔をしてたぞ」

「そんなつもりは……。この人がキャイキャイ仕事してるの見ると、のんきなドスケベ野や郎ろうだなって言いたくなるだけで」

「俺はキャイキャイなんてしてないぞ？」

「俺だって不ふ機き嫌げんをあらわにしたつもりはないです」

「そうかな？　俺は付き合いが長いから、そういうの見み逃のがさないんだけどなぁ」

　成瀬はすべてお見通しだと言わんばかりに、にやにやと笑っている。それを明琉は知らん顔でやり過ごした。

　編集者としてこんなことを思うのはよろしくないのだが、道風のグラビア撮影を見るのはただでさえストレスなのだ。仕事だからと割り切ろうとはするものの、人間の感情はそれほど単純ではないし、その苛いら立だち具合は回を重ねるごとに増している。

　しかも今日は、いつものドスケベ全開な道風に加え、被写体である女性の、道風を見つめる妙みように熱っぽい目つきや、やたらと道風にボディタッチするのさえも気になってしまった。こうして思い出すだけで、今だって胸の辺りがもやもやし始めてしまう。

　現場で何があろうと、そこから目と気を逸そらし、頭を切り替かえて、仕事には集中しなければならないのに。道風とふたりのときにはない感情を持て余し、第三者が絡む仕事はほとほと疲ひ弊へいする。

　できあがった写真はぞくっとするほど素晴らしいものなので、現場の臨場感やバイブスを間近で体感できるのは、きっととても貴重なのだ。実際、道風と一いつ緒しよに仕事をできることを羨うらやましがる編集者はたくさんいる。もちろん憧あこがれている人間も。道風に冷たい態度を取り続けているのは、世界中で明琉だけかもしれない。

　明琉がぐびーっとグラスの日本酒を呷あおると、道風が気き遣づかうような声で問うてくる。

「ちょっとペースが速すぎるんじゃないか？」

「子供じゃないんだから、酒の量くらい自分でコントロールできる」

　そう宣言したけれど、何がそうさせたのか、店を出る頃ころにはひとりで立てないほど、ぐらぐらに酔よってしまっていた。

　こんなに泥でい酔すいすることがあるのか。この悪わる酔よいっぷりは初めてかもしれない。

　困った。「いやだ、帰る」「放はなせ」と頭で思っていても、ちゃんと言葉になっているのか分からない状態だ。どうにもこうにも身体からだがぐにゃぐにゃで、こうして抱だきとめてもらわなきゃ、地べただろうと構わず、きっとそこら辺に寝ね転ころがってしまう。

「明琉、大だい丈じよう夫ぶか？　気持ち悪いのか？」

「んー……」

　むにゃむにゃとはっきりしない言葉が熱い呼気と一緒に吐はき出されるだけ。頰ほおに当たるのが道風の胸だと分かっているけど、顔がそこから離せない。それどころか、大きな手のひらで背中やら肩かたを包み込まれて、撫なでられる。いつも鎧よろいのようにある強こわ張ばりが柔やわらかくふやけて、背骨が抜ぬかれたみたいになっている。

　タクシーに乗り込むときには、もう成瀬の声はそこになかった。同じ会社の社員を、ケダモノに預けて先に帰るとは。

　次に目が覚めたときには、引き摺ずられながら歩いていて、目はほとんど開いていなかったけど、匂においで道風の家だと気付いた。ハーブっぽいルームフレグランスは、セレクトショップのオリジナルのもので特とく徴ちよう的だ。

　ふかっと身体が沈しずみ込むのがソファなのかベッドなのか。気持ちいいリネンの肌はだ触ざわりに思わず顔がほころぶ。使えればなんでもいい、の明琉の持ち物とは違ちがい、道風はシーツの一枚、枕まくらのひとつにもこだわるので、こんな上質なものを知ってしまったら前のやつに戻もどれなくなるなぁと思ってしまう。

「どうした？」

「いい匂い……きもちい……」

「ああ……」

　さわさわと蟀谷こめかみのあたりの髪かみを梳すいていた指がすべり、耳じ殻かくを撫でる。頰に当たるリネンも、肌を撫でる指も気持ちいい。猫ねこだったらきっと、ごろごろと鳴いてるだろうなぁなんて思う。

「酔うといつも、こんなふうになるのか？」

「ん、……や。……」

　耳のうしろを指の腹で優やさしく撫でられる。性的なというより、愛あい玩がん動物にするような触ふれ方にすっかり安心してしまう。ところが指の動きに無む抵てい抗こうでいるうちに、耳みみ朶たぶをゆるりと揉もまれて、そこに吐息が触れた。途端に、ドライな触れあいが愛あい撫ぶに変わる。

「……今日、の……分？」

「今日？　今日って？」

　道風はなんのことか分からないらしい。

　ぽやんと蕩けた目で問うても、道風はごくりと喉のどを鳴らすだけ。

　撮影中にひそかに確かく認にんされた仕事の交換条件を、今、実行しているわけじゃないなら、なんなんだろうか。押し返すつもりで伸のばした手のひらを、やんわりと戻される。

「あぁ……誰だれにも見せたくないな。……好きだ、明琉……好きだ」

　耳に吹ふき込まれる声に、ぞくっと首を竦すくませた。道風の重みを受けながら、首筋に顔を埋うずめられ、柔らかい肉をふにふにと啄ついばまれるのがくすぐったくて、気持ちいい。

　道風はセックスの最中に、深く繫つながったままそこをそんなふうに柔く愛撫し、明琉の全身をゆるゆると揺さ振ぶってくる──ふと、今はいつなんだっけと濁にごった頭で考えた。

　本当は道風とのあの夜は終わってなくて、ずっと続いていて、道風がいなくなった時間というのは存在せず、セックスの合間に見た夢だったんじゃないだろうか。

　それならいい──道風の体温に、ほっと安心して、身体の力が抜けた。

「……ちかぜ……」

　道風の頰に頰をすり寄せる。するとそこに、子犬や何かに「かわいい」とするような軽いキスをされた。これもくすぐったくて、ふふっと笑う。

　もっと唇くちびるで触れてほしい。気持ちよくしてほしい。ただこうして触れ合うだけも好きだけど、身体の奥を搔かき回されながらされる唇での愛撫にいちばん弱くて、とろとろに蕩けてしまうほどよがるのを道風は知っている。

　終わった恋こいに縋すがるのがいやでずっと封ふう印いんしていたのに、記き憶おくの紐ひもをといてしまった。道風とのたったひと晩のセックスを思い出すだけで、下か肢しがじわんと痺しびれる。

　道風がいなくなってから、こういうことがまったくなかったわけじゃない。でも心も身体も埋うめられない渇かわきを感じてただ虚むなしいだけで、だから恋れん愛あいそのものから遠とお退のいたのだ。

　道風の唇が耳殻に沿ってすべり、耳朶を擽くすぐられて、頭の中がとろりと溶とけていく。

「明琉……寝ねぼけてるのか？」

「……ん……」

　甘ったるくて幸せな温ぬくもりの中に身を投げ、とっぷりと浸つかる。このまま、沈んでいたい。

　道風の指が髪を撫で、「愛いとしい」と伝える柔らかなキスを瞼まぶたや頰に受けた。

　そうこうしているうちに、髪に触れていた指先がシャツの下をくぐって、素す肌はだに触れてくる。手入れの行き届いた手指で触さわられるのは、それだけでとても気持ちがいい。

「ん、ふ……」

　ついに指先が乳ち首くびに届き、軽く転がすように弄いじられる。途端に、じわっと身体の内側から熱が上がるのが分かった。

「あ……うっ、ん……」

　快感だけを引き出すように摘つまんで優しく揺ゆらされ、擽られると、胸きよう郭かくの上下が少し大きく忙せわしなくなる。突つっ込んだシャツの内側から器用にボタンをひとつ外され、その隙すき間まから中を覗のぞかれて、羞しゆう恥ちで蟀谷が熱くなった。隙間大好き男は、弄られてつんと尖とがった状態の乳首を、そのわずかな隙間から生なま唾つばもので凝ぎよう視ししているに違いない。

　少し強めに乳首を捏こねられて、堪たまらずに、もじっ……と腰こしを捩よじる。

「……ん、や、やぁっ……」

「明琉、明琉……」

「はぁっ……んぅ……」

　道風の肩に顔を擦こすりつけて声をくぐもらせた。でも、唾だ液えきを纏まとわせた指で、さらに強弱をつけて乳首を愛撫されたら、そこから浸しん透とうしてくる快感でつま先までじぃんと痺れてしまい、どうしたって鼻声がこぼれてしまう。

　酔いも手伝って、息苦しくて、気持ちよくて、頭がぼぅっと混こん濁だくしている。

「いつもこんなふうに、明琉に触れていたい」

　五年前、やっぱり本当は、道風は自分を置いてどこにもいかなかったんだ──そう勘かん違ちがいした頭の中は、過去の記憶とすっかりごっちゃになっていた。

　爪つめで乳首をくりくりと弄られているのに、ちっとも痛みはなくて、ひたすら気持ちいい。こんなに気持ちいいのは、夢だからだろうか。

「ふあ……、や……あっ」

「……明琉？　分かってないのか？」

　道風の言葉の意味を考える余よ裕ゆうはなく、うずっと腰を揺らす。縛いましめのような下衣が邪じや魔まに思えて仕方ない。我が慢まんできずに自らベルトをゆるめて、ファスナーを下げ、熱く滾たぎったものを取り出した。

　弄りたくて、擦って、射精したくて、我慢できない。もう、妄もう想そうなのか過去の記憶なのか、現実なのかの区別がつかない。

　雁かり首くびを軽く二、三度擦っただけで、じわっと先せん端たんが濡ぬれる。親指の腹で蜜みつを広げたら、ぐんとペニスが張り、鈴すず口ぐちから溢あふれたものが滴したたった。

「んあ……はっ、あっ……」

「……してやろうか？」

　訊きかれたときには、ペニスを摑つかんだ手に手を重ねられていた。大事なものを抱かかえるように道風の胸に頭を抱だき込まれ、手は自じ慰いを手伝って上下に擦り立てられて、懸けん命めいに快感だけを追う。　>>>♥

　突とつ然ぜん、耳じ孔こうに濡れた舌を突っ込まれて、全身が震ふるえた。耳を嬲なぶられ、首筋に、うなじに、吸い付くようにして口付けられる。

「はあっ、あっ……あ、あ、んん……！」

　自分の声が泥どろの中にいるみたいに遠い。現実に声を上げているのかも定さだかじゃない。尻しりを揺すって、腰を動かすと、快感の波が大きくうねる。にゅるにゅるとした感かん触しよくが凄すごくて、いつもより濡れている気がするからいっそう堪らない。

「撮とりたいくらい、扇せん情じよう的だな明琉」

「やっ……あっ……いきそ……、やあ、も、出るっ……」

「明琉……明琉、……かわいい……」

　一見さばさばしている男の明琉に、かわいいなんて奇き特とくな賛美をするやつは、道風の他ほかにいない。男として言われて嬉うれしい言葉でもないのに、とことん甘やかされる気分になるのはなぜだろうか。

「うあ……はぁっ……、いっ……あぁっ」

　首筋を愛撫されながらどろどろになったものを手しゆ淫いんして、腰が何度も跳はねるほどの快感を伴ともなった射精だった。

　耳鳴りが続く。泥でい濘ねいに嵌はまったように身体からだが重くなる。底なし沼ぬまにずぶずぶ、吞のみ込まれる。

　快楽の余よ韻いんに引き摺ずられて、明琉はそのまま深い眠ねむりに落ちてしまった。







　ぱちんと目が覚めたらすっかり朝になっていた。見慣れない部屋の内装、やたらと寝ね心地ごこちのいいベッドに、上質のリネン──道風の家の、しかも道風のベッドだ。

　サイドチェストに置かれたスマホに手を伸ばす。画面を見てぐったりした。仕事に行かなきゃならない時間だ。ぼーっとした頭を搔きながらどうにか身を起こし、ベッドに腰こし掛かけた。

「なんで……下はパンツ一丁なんだ。……いつ脱ぬいだ？」

　日本酒を飲み過ぎたのか、そのあとのうますぎた芋いも焼じよう酎ちゆうのせいなのか。

　酒さけ癖ぐせが悪いという自覚はない。かなり飲んでも、わりと意識ははっきりしているほうだ。それがどういうわけか、昨日は懐かい石せき料理の最後のあたりからの記憶がない。

「あの店、寿す司しと蕎麦そばの懐石料理だったよな。蕎麦……食ったっけ？」

　おまけに、上のシャツはべろりとはだけている。下衣はというと、どう見てもベッドの中で脱いでから下に投げ捨てましたと言わんばかりのところに、ぐしゃっとなったチノパンが落ちていた。それから、こそっと覗いたゴミ箱の中は、いっぺんに使っただろ、と分かる量のティッシュが入っている。

「……嗅かがない。俺は嗅がないぞ」

　人の家のゴミ箱の中に入っているもののにおいを嗅ぐなんて、プライドが許さない──とかそんなことじゃなく。

　アレのにおいがしたら確定だ。認めたくない。だから嗅がない。

「ていうか息くさっ。こんな酒臭くさかったら悪あく臭しゆう公害って言われる。うわぁ、もう仕事行きたくないっ……！」

　煩わずらわしいあれやこれやから逃とう避ひすべく、もう一度ベッドに逃にげ込もうとして、「いやいや、駄だ目めだ駄目だ」と呟つぶやきながら、えいっとチノパンを穿はいた。逃げたって何も解決しない。どんなに公害レベルで酒臭かろうと、仕事だって休めない。

　何があったとか、どうして自分のマンションに帰らずに道風の家の、道風のベッドで寝ているのかとか、あの見るからにいかがわしいティッシュの山はなんだとか、いろいろ訊きたいこと、思い出さなければならないことがありそうだ。

　謎なぞを解くべく、ひとまず三階から一階へ下りた。

　しかし肝かん心じんの道風がいない。朝食のパンでも買いに行ったとか。それともこんな朝っぱらから、ジョギングでもしているのだろうか。ああ見えてストイックなところがあるから、おっさんみたいな出腹になりたくないとひそかに涙なみだぐましい努力をしている可能性はある。

　行き場がなく、リビングのソファに座った。いつも取材をしている場所だ。つまり、仕事の交こう換かん条件に、毎度、道風が明琉をお触りしている場所だ。

「……ここで……服の上から乳首当てする以外に、直じかに触られたことなかった、よな」

　シャツの下から手を突っ込み、そっと、自分の乳首に触ふれてみる。びくっと腹筋が跳ねた。生々しい感覚が蘇よみがえってくる。

　記き憶おくがはっきりしないけれど、弄られたばかりか、舐なめられたような気もする。

「いや、それもだけど……あのティッシュ……」

　セックスはしていない。さすがに。

　でも夢を見た。五年前の道風とのセックスを思い出して自慰をしていたら、本物の道風が現れて「手伝ってやろうか」だかなんか言われて、一いつ緒しよに手を重ねて擦った。道風の胸に顔をすりつけて甘えながら、腰を揺すった記憶がなんとなく残っている。

「あれ現実だったら……最悪だ……最悪最悪最悪っ！」

　悶もだえ転がって頭を抱えていたら、玄げん関かんの方から音がした。道風が戻もどったのだろう。どんな顔をしていようかと決める暇ひまもなく、リビングのドアが開いた。

　ところが現れたのは道風じゃなく、入ってきたのは音緒だった。

「……音緒……！」

　音緒は大きく目を見開き、明琉を凝視している。久しぶりに会った音緒は、いつもよりぴりっと尖った空気を纏っているように感じた。

「……服と荷物、取りに来たんだけど……」

　帰宅理由を告げる音緒からじっと閲けみされて、思わず目を逸そらした。

　午前八時三十三分──リビングにいる他人。泊とまったと考えるほうが自然だ。

「……明琉さん、ここに泊まったりしてんの？」

「いあ、やっ、きのうちょっと編集部の人と、……成瀬さんと三人で、飲み過ぎて」

「……三人で飲んで、明琉さんだけ、ここに泊まったってことだろ？」

「いつになく泥でい酔すいしてさ。それで、でも泊まったのは今日が初めてだ」

　しどろもどろの弁解に、音緒は険しい表情を崩くずさない。見み据すえたまま、明琉にゆっくりとした歩調で近付いてくる。

「ふぅん……。オヤジと、そういうかんじなんだ？」

「そっ、そういうって、別になんでもない！　ほんとにきのうは俺がちょっと記憶飛ぶくらい悪わる酔よいして」

「へえ、珍めずらしいね。明琉さんは、普ふ段だんは酔いつぶれたりしないのに」

　硬こう直ちよくしていると、音緒が顔を寄せてきて、くん、とにおいを嗅がれる。

「お酒飲みすぎたってのはホントっぽいね。でも酔ったら明琉さん、色っぽくて、ちょっとエッチな雰ふん囲い気きになるしなぁ。相手のほうが手出さずにいられなくなるっていうか」

「そっ……、そんなわけないだろ」

「自分が見えないだけに、本人が分かってないのは、まぁ、仕方ないけど」

　まるで金属探知機を身体に翳かざすみたいに、耳のうしろの辺りにまで顔を近付けられて検分され、明琉は顎あごを引きつつ背そむけた。

「日本酒と芋焼酎で、臭い、よな。はは、まいった……」

「うちの、オヤジの部屋の匂においがする。オヤジのベッドで寝ねたな」

　ずばり言い当てられて、ぎょっとする。瞬しゆん間かん、音緒の眸ひとみがぎらりと光った。

「なんか、マジでエロい。明琉さん……オヤジと、したろ」

「してない！」

　何かしたかもしれないが、確信がない今は、そう答える以外にない。

　音緒は苦しげに眉まゆを寄せる。気まずい空気を取りなそうと、明琉が音緒の近きん況きようを聞き出すべく口を開きかけたときだった。

　ドンッと強い力で肩かたを押されて、突然のことになんの構えもできずに、気付けばそのままソファに押し倒たおされていた。

「音緒……！」

「あれから三カ月近く経たつね、明琉さん。俺、マジで仕事がんばってんだ。今まではスクープのタレコミを待って動くことが多かったけどさ。こっちから情報取りに行って、誰だれも嗅ぎつけてないようなネタ、探さぐってんの」

　含ふくみを持たせた口ぶりに、不ふ穏おんな空気を感じ取る。

「ネタって……あ、危ないことやってんじゃないだろうな」

「週刊誌の記者じゃない明琉さんには少しだけおしえてあげる。薬物絡がらみの、堂どう崎さき組の黒い交流について、だよ」

　堂崎組は指定暴力団だ。黒い交流なんて言葉からは、政治家、クリーンなイメージの企き業ぎよう、本来取り締しまるべき側の不正……が頭に浮うかぶ。

「そんなヤバそうなネタ……まさかひとりで追ってんじゃないだろうな」

　明琉の問いに、音緒は口角を上げて微笑ほほえむだけで、明確な答えが返ってこない。おそらく『ブレスユー』編集長・成瀬にも話していないのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで。スクープは『ブレスユー』以外に持ち込んだりしない」

「ばか、そういう心配じゃない！」

「分かってるよ」

　音緒は肩を揺ゆらして軽く笑っている。

　押し倒された今の状じよう況きようより、音緒の行動が心配になった。思い込んだら一直線に進むところがある男だ。とんでもない無む茶ちやをしているかもしれない。報道の自由が守られている国というイメージの日本でも、おもてに出ることなく、闇やみに葬ほうむられるネタが世の中にはごろごろあって、それらを深追いしたり、しつこく追究すると、命の危険にだって曝さらされる。

「うーん、まぁその辺は気を付けてるよ。でも少しは無茶もしないと、ガセネタとかそこらに転がってるやつ摑つかまされるだけで、意味ないし」

　顔を強こわ張ばらせる明琉に、音緒は淡たん々たんとした口調で続けた。

「あ、ムキになるなって、言いたいんだろ。でも、オヤジと明琉さんのこと黙だまって見ていたくないから、自分のやれる精いっぱいで、挑いどむしかないんだよ。俺はオヤジを越こえたい。越えたら、明琉さん、俺のことちゃんと男として見てくれる？　選んでくれる？」

「そ……いうことじゃない！」

　人として足りてないとか、越えてないからとか、そんなことで音緒の価値を決めようなんて思わない。比べて選ぶとか選ばないとか、偉えらそうなことを言う気だってない。それ以前に、懸けん命めいになっている音緒を恋れん愛あい感情ではなく、人としてかわいいと思ってしまっている。音緒の身を心配こそすれ、それ以上の感情が自分の中には湧わかないのだ。

「ほんとに道風とは……そういうんじゃないから」

　昨晩の記憶があるなしに関係なく、後ろめたさで目が合わせられない。

「でも明琉さんは、オヤジと一緒のベッドで寝てる……！」

「や……だからそれはっ……」

「なんで？　終わったっていうのが本当なら、俺のことだって平等に扱あつかってくれたっていいだろ？」

「何っ……」

　シャツを捲めくられてぎょっとした。咄とつ嗟さに手を突つき出して抵てい抗こうする。その手を乱暴に膝ひざで踏ふみつけられ、ベルトを強ごう引いんに外された。

「一緒のベッドで寝てて、なんもないとか信じられるわけないだろ。オヤジと、どういうことしてんの。俺にも、おんなじことさせろよ」

「音緒！」

　下着に手をかけられた瞬間、我が慢まんならずに、思わず手の甲こうで音緒の頰ほおを撲ぶっていた。打ちよう擲ちやくの衝しよう撃げきで顔を背けたままの音緒の表情は見えない。

「………………」

　これ以上はされたくないという拒きよ絶ぜつと、言い当てられていることに対する気まずさから手を上げてしまった罪悪感で、明琉も動けなくなった。音緒に今の中ちゆう途と半はん端ぱな自分を知られたくない気持ちが先行して、謝ることすらできない。

　しばらく重苦しい沈ちん黙もくが続いた。ようやく顔を戻した音緒はぶすっと唇くちびるを歪ゆがめていて、一度は治まったと思ったのに、明琉の肩を摑んでいた手に再びきつく力を込めてくる。たいした体格差はないけれど、上から肩を押さえつけられれば身動きが取れない。

「……っ……いたっ、音緒っ」

「どうして……、オヤジが戻ってこなかったら、明琉さんは今いま頃ごろ俺のものだった……！」

「うわ……やめろっ……！」

　ついに下着の中に手を突っ込まれて、必死に抵抗した。頭の中は「道風さっさと帰ってきてくれ！」ということだけだ。

「音緒っ、やめろって……！」

　そのときリビングの扉とびらが開き、右手にベーカリーの袋ふくろを提さげた道風が入ってきた。直後、道風の眸がひときわ大きくなる。

「道風……！」

　道風の顔を見た途と端たん、安心して、抵抗していた腕うでの力が抜ぬけてしまった。一方、道風は驚おどろきのあまり一いつ瞬しゆん声が出なかったようだ。

　音緒は跨またがってのしかかったまま、険しい顔つきで道風を見み遣やっている。

「はは……二回目。毎回すげータイミングだな」　>>>♥

　大きなため息とともに、音緒がゆっくりとソファの脇わきに立った。その背後で、明琉も肩を大きく上下させながら、のろりと身を起こす。搔かき合わせたシャツは、ボタンのところから生き地じが無残に破れてしまっていた。

「マジむかつく」

　道風の傍そばを通り過ぎる直前、音緒が道風に放った言葉が明琉にも聞こえた──その直後、それまで黙っていた道風が動いた。音緒の身体からだを腕一本でドアに押さえ付け、背中をぶつけたときの重い衝撃音が響ひびいた。背中を強したたかに打ち、二の腕から肩にかけてきつく圧あつ迫ぱくされて、音緒の表情が歪んでいる。

「いやがる人間の身体や気持ちを、暴力でコントロールするような卑ひ劣れつな息子むすこに育てた覚えはないぞ」

　低い声で凄すごむ道風を音緒はきつく睨ねめ、悔くやしげに唇を歪めた。

「……それ、ほんとに、親としての説教かよ。男として言ってんじゃねーの」

　道風は虚きよを衝つかれたように目を見開いている。そんな道風の手を払はらいのけ、音緒が部屋から出て行った。間もなく玄げん関かん扉とびらを開閉する音が響いて、全体がしんと静まる。

　道風は重苦しいため息をひとつついて明琉に近寄ると、となりに腰こし掛かけた。

「ケガは……」

「いや、大丈夫。そういうのはない」

　硬かたい声の問いに、明琉もぎくしゃくとしながら答えた。道風の険しい視線が破れたシャツに注がれて、明琉はなんとなくそこを搔かき合わせる。道風は何かを言いかけてためらうと、唇を引き結んだ。いつもは飄ひよう々ひようとしているのに、破れたシャツを目の前にして苦く悶もんの表情を浮かべている。

「……ごめん、ちょっと取り乱してる」

　道風は明琉から目を逸そらし、俯うつむいてそう言った。

「もっと早く戻もどればよかった。嫌いやな思いをさせてすまない」

「大丈夫、シャツが破れただけだ。音緒だって無理やり……そういうことはできないだろ。ほら、俺も男だし」

　あまりにも悲痛な顔をしているので、逆に慰なぐさめなきゃという気持ちが働いてしまう。項うな垂だれる道風に、「音緒も分かってるよ」と言葉をかけたとき、道風の揺れる眸ひとみとかち合った。

　視線が交わった瞬間に腕を取られ、ぎゅっと抱だきしめられる。いつものドスケベなお触さわりじゃなく、溢あふれる感情をとめられないでするような抱ほう擁ようだ。

「……男として言ってるのかと責められて、冷や水を浴びた心地ここちだった。言われてみれば、図星だ。親としての思いばかりじゃなかった」

「…………」

「たとえ息子だろうと、明琉に触られるのはいやだと思ったんだ」

　背骨が大きく撓しなるほど抱きしめられ、側頭部に唇を押しつけられた。自分の大事なものを誰だれにもやらない、とひとり占じめしたがる子供のようでもある。

「道風の、父親としての気持ちだって本物だろ。音緒もそれは分かってると思う……」

　これまでの親子関係がどんなものだったかは知らない。でも、初めて三人で会ったとき、フレンドリーながらも信しん頼らい関係はしっかりあるように感じた。自分が絡からまなければ、今ごろ五年ぶりに親子での生活を楽しんでいたかもしれない。

　こんな状況で、音緒が危なそうなネタを追っていることを、父親である道風には話すべきか、どうしようか迷う。しかし、きっと明琉にそれをされたら音緒はますます臍へそを曲げるだろうし、道風との親子関係を拗こじらせてしまうかもしれない。

「とにかく俺は大丈夫だから」

　両手で道風を引き剝はがし、道風を励はげますようにもう一度「大丈夫」と繰くり返しながら、摑んでいた腕に力を込めた。

　沈しずんだ雰ふん囲い気きを変えたくて、転がっていたベーカリーの袋を手に取る。中を覗のぞけば、小麦の優やさしい香かおりがふわりと立ちのぼり、明琉を気き遣づかってかどれもシンプルなものばかりだ。焼きたての温かさが袋ふくろ越ごしに伝わって食しよく欲よくが湧いた。

「わ、うまそ。二日酔よいの朝って何も食べないより、血糖値が上がるパンとかご飯っていいらしいな」

　コーヒーが飲みたい、皿出して、上の服貸してと道風にあれこれお願いしているうちに、道風の表情も徐じよ々じよに和やわらいだ。

　野菜と果物の天然酵こう母ぼで作られたパンは、午前中だけ店頭に並ぶ商品らしい。正午に焼き上がるカレーパンとレーズンパンが美味だとかそんなことを話しながら、ぺろりと食べた。

　そろそろ、昨晩のもろもろについて道風に確かく認にんしなければならない。ソファであらためて居ずまいを正す。

「み、道風、あの……どうやら昨晩は泥でい酔すいしたみたいで、泊とめてもらって、ごめん。担当編集者としてだらしなかったな、と」

　知り合いと仕事をするのが初めてではないけれど、線引きを完全に忘れ去っていた。

「久しぶりに成瀬と明琉と三人で飲んで、仕事の相手とはいえ、リラックスできた時間だった」

　道風の笑え顔がおとは対照的に、明琉は緊きん張ちようを逃にがすように息を吐はく。

「え……と、あの、それで……道風の部屋で、俺……」

　言い出した途端、道風の表情がそれまでの笑顔とは違ちがうふうに、じわっと蕩とろけた。

　……訊きかなくても分かった気がする。

　しかし勘かん違ちがいしてもらっては困る。あれはアルコールが見せた幻げん想そうかと思うほど、記き憶おくが定さだかじゃないのだ。そんな無意識下でおこったことを、甘ったるいものと勘違いされるわけにはいかない。

「……ちょ、待て。そんな顔するな。どうやってここまで来たのかも思い出せないし、きのうのことは夢か現実かの区別すらつかないんだ。俺はまともに覚えていないから！」

　一気にそこまで言うと、道風は不服そうな顔をする。

「俺は覚えてる。明琉は俺と一いつ緒しよに重ねた手で……」

　内心でギャーと悲鳴を上げながら、言いかける道風の声に自分の意見を被かぶせた。

「昨晩はほんとにすっごく、俺の人生で初めてってくらいに酔ってて！　なんかとんでもないことやらかした気もする、けど、俺は覚えてないから、道風も忘れてくれ！」

　明琉の言い分に、道風は戸と惑まどいとショックを隠かくせない様子だ。そんな顔をされれば明琉のほうもいっそう焦あせる。

　しばし気まずい沈黙が流れ、道風が俯けていた顔を上げた。

「明琉は、酔ってたからって、あんなことを許すタイプじゃないと思う」

「えっ、ええっ？　そんな凄いことしたのか？　あ、いや、おしえてくれなくていいです。でも、俺だって五年も経たてばそれなりに経験して、考え方も変わったりして……」

　しかし道風の言うとおりだ。今までに一度だって、泥酔したあげくに自分がどんな乱れ方をしたのか覚えていない……などという、だらしない経験はない。恋れん愛あいにおいて思い切ったことをできないところがあるので、「もっとフレキシブルでいいんじゃない？」と言われてしまうくらいで。

「……それに、酔って訳分かんなくなることくらい……」

　声がどんどん萎しぼんでいく。離はなれていた五年の間に随ずい分ぶん軽いやつになったんだな、なんて道風に思われたくない。

　明琉の真意を探さぐるように、道風が覗き込んでくる。でも、目を合わせられない。

　本当の本当は分かってる──きのうあんなふうになってしまったのは、一緒にいたのが道風だったから。撮さつ影えい中のいらいらの原因でありながら、唯ゆい一いつ自分のささくれ立った心を静めてくれるはずの人。だらしなく酒に潰つぶれても傍にいてくれると分かっていて、安心しきって酔った。

　泥酔のあげくにああいう行こう為いを受け入れたのも、夢の中の相手が道風で、現実世界で道風の温ぬくもりと匂においを感じ取り、道風が傍にいると本能で知っていたからだ。

「……っ……」

　かあっと、頰ほおから蟀谷こめかみの辺りまでが熱くなる。しかしそんなことを認めてしまったら最後だ。若い頃ころよりアルコールにちょっと弱くなったなぁと自覚もあったし、仕事で疲つかれていたし、あれは日本酒と芋いも焼じよう酎ちゆうによって引き起こされた一夜のあやまち。もしくは突とつ然ぜん、酒さけ癖ぐせが悪くなったのだ。そうだ、そうに決まっている。

　もう夢は見ない。道風に変な期待をして、同じ轍てつを踏ふむようなまねはしない。

　あれこれ考えて、どうにもこうにも格好が付かず、そこで思いつきを口走った。

「それにそっちこそ、うちのほうのイレギュラーで入れた仕事の分ってことで、お触りしたんだろ」

「え？」

　ぽかんとした顔をされて、とぼけるのもいいかげんにしろと、身が捩よじれる思いだ。

「なん……なんだよ、自分が『あとで請せい求きゆうしよう』って言ったんだろ」

　道風は本当に忘れていたのか、やっと「あぁ……」と気が抜ぬけた声を出した。

　それが、この不ふ祥しよう事じの言い訳に使える最後の砦とりでなのに、否定されては困る。仕事の条件と関係なく、道風に求められて応こたえたみたいな状じよう況きようにされるのは堪たまらない。もっと言えば、自分のほうが身をすり寄せた気もするくらいだ。酒の力も及およんでいるとはいえ、疚やましさいっぱいで、これでは自分が保てない。

「いつもの、仕事の交こう換かん条件だったってことで」

　何か言えば言うほど、言い訳臭くさくなってくる。道風に先回りして、取って付けたような弁解をしているから──自分だけが気付いてしまう事実に、身み悶もだえする気持ちだった。







　　　　□　６　□







　かたちだけの仕事納めの会が行われたあと、年末ぎりぎりまで仕事が立て込んで、休む間もなく忙ぼう殺さつされた。年末に終わらなかった仕事を自宅マンションに持ち帰って、正月番組をだらだらと流しっぱなしのまま、深夜まで原げん稿こうをチェックする。

　もっと若かった頃は、友だちとカウントダウンパーティーとか、初はつ詣もうでへ行ったりしていたけれど、みな恋こい人びとや家族ができて、一昨年おととしからひとりで年末年始をすごすようになった。六日には仕事始めの会が行われ、また校こう了りように追われる一年が始まる。

　ベッドに入ったのは午前三時。しんと静かな外は、雪が降っている。

　道風は年末年始に関係なく、日本のあちこちを飛び回って撮影だと言っていた。

　道風の連れん載さい用の取材は前まえ倒だおしでやっているので、残すところあと八回分。

「まだあと八回も触さわられるなんて……たまったもんじゃないな」

　でも、お触り交換条件などとひとでなし発言をするわりに、道風はそれほどこだわっていないのかもしれない──というのも、年末、道風の連載の取材をしたときのこと。

　世界中で道風が撮とりためてきたマニアックな隙すき間ま写真コレクションについて語ってもらったところ、道風は写真の説明に熱中するあまりに、肝かん心じんなお触りを忘れてしまったのだ。確かに、ここ最近でいちばんといっていいほど大興奮だったし、隙間に対する異様な執しゆう着ちやく心には心底呆あきれるが。

「俺が忙いそがしくしてばたばたしてたから、さすがに気を遣つかってくれた、とか？　それとも仕事に夢中になってたんじゃなくて、俺に対する興味が薄うすれたか。……いや、なくなったのかも」

　好きだ好きだと何度も囁ささやかれて、うっかりいい気になっていたら、手痛いしっぺ返しを食くらいそうだ。道風とは付かず離れずな今の距きよ離り感かんを保つべき……というプライベートな部分はさておき。最初に交かわした交換条件を守らないまま、仕事を進めるのは筋が通らず気持ちが悪い。

　次の取材で会うときに精算しておこう──明琉は目を閉じてそう決意した。







　その日の取材を始める前に前回分を精算すべく、明琉はさっそく話を切り出した。

　ところが、当の道風からは「なんのことだ？」ととぼけた反応が返ってきた。

「だからっ……前回忘れてた分、二倍触っていいぞって、言ってんだ」

「えっ、二倍？」

　前回の道風宅での取材から、二週間ほど経っているから、ピンとこなかったのか。

　仕事の条件だし、借りはつくりたくない──そう思ってこっちから申しん告こくしているのに、とうの道風がぽかんとしているので、「これは本当に興味がなくなってしまったのか？」と明琉のほうが焦った。それとも、日本各地を撮影で巡めぐるうちに、神聖なパワースポットにでも立ち寄って邪じや悪あくな心が洗われ、まともな人間になってしまったのだろうか。

「……うわ、いいの？」

　前言撤てつ回かい。道風は喜びを隠せない表情をしている。しかも。

「その二倍って、二倍長く触っていいってことか？　それとも二倍濃こく触っていいってことなのか？」

　呆れた。質問の内容が大人としてひどすぎる。こいつはぜんぜん、なんにも変わっちゃいない。やっぱり隙間写真に夢中になるあまり、お触りを忘れていただけだった。

「そんなの知るかっ」

「じゃあ二倍長く濃く、触る」

「何が『じゃあ』だ……おかしいだろっ」

　喚わめいているうちに、ソファの隅すみに追い込まれた。

　耳に甘く響ひびく声で「明琉……」と呼ばれる。身を固くしていたら、ゆるりと髪かみを撫なでられて、はっとした。道風に触られるのは、あの酔よっ払ぱらってなんだかいろいろしちゃった気がする日、以来だ。

　ざわっと首筋に鳥とり肌はだが立つ。嫌けん悪おなのか、快感なのか、判断がつかない。

「そういうっ……ふ、雰ふん囲い気きとかいらない」

「好きなんだから仕方ないだろう」

「恥はずかしげもなくっ……」

　抱だきしめられて、かぁっと耳まで赤くなる。道風の腕うでがぐるりと巻き付けば、全身が痺しびれるみたいになった。顰しかめっ面つらで「苦しい」と文句をたれながら、道風は飽あきたわけじゃないんだと、どこかホッとしている自分もいる。

　でも「長く濃く触る」と宣言した道風は、それ以上のことをしてこない。明琉の背後に回り込んですっぽりと抱だくと、指や手のひらをにぎにぎと触ったり髪に顔を埋うずめたりするだけだ。

「腕がこってるな。首も、背中も。吐はき気とかしないのか。明琉のことだから年末年始の休みもずっと、会社から持ち帰った仕事をしてたんだろう？」

「そりゃあ、まあ……」

「こんなになるまで……仕事のしすぎだ。いつも何時に寝ねてるんだ」

「……きのうは……三時、だったかな。だいたいまぁ、そんなかんじ」

　そう言われてみれば、年末辺りからとにかく忙しくて、ちゃんと休みを取っていなかった。なんか頭痛いなと思っていたのは、身体からだのあちこちに及ぶこりからきていたのかもしれない。

　最初、手指に触ふれていた道風は、腕の内側の柔やわらかい部分を揉もみ始めた。だんだん上がって二の腕のところまで来てしまい、いったいどこまで触る気なのかとどきどきする。しかし明琉が焦あせるようなことは起こらなかった。左右の腕を丁てい寧ねいに揉みほぐして、再び道風に背中から包み込まれる。優やさしすぎる抱ほう擁ように、まるで全身を鞣なめされたみたいになっていた。

　道風のベッドで寝た日のあれこれを仕事の報ほう酬しゆうとしてなかったことにしたのだから、案外ドライなもんだと思っていたけれど、道風の今の行動にはひたむきさを感じて胸が逸はやる。

「あんまり無む茶ちやするなよ。試験の当日だったか、電車の中で倒たおれたことがあっただろ」

「あぁ、大学んときのな。あれは単位がかかったやつだったから」

　少々体調が悪かろうと、道風に学費を出してもらっているのだから単位を落とすわけにいかないと気負っていたのだ。運び込まれた救護室に血相を変えた道風が飛んできたときのことを思い出す。

「きのうのは読まなきゃいけないやつがあったってだけで、仕事ってほどじゃない」

「次の仕事の資料とか情報収集のためとか、それじゃあ寝てるとき以外は仕事してるのと同じだ。熱でぶっ倒れる寸前まで根を詰つめるところも、出会ったころから変わってない」

「それは……また成瀬さん情報？　しかも熱出して会社で倒れたの、おととしの話だし」

　声が掠かすれて、途と中ちゆうで唾つばを飲み込んだ。いやな緊きん張ちようじゃなくて、たぶん、照れてる。道風の声は優しくて甘くて、もっと聞いていたいくらいで。

「たまには頭からっぽにして休め。俺の遠出の仕事に旅行気分でついてきてもいいぞ？」

　それはちょっといいな、と思ってしまった。道風の仕事の邪じや魔まさえしなければいいのだし、普ふ段だんひとりで出かけようという気にはならないから、行動を起こすきっかけになる。

　道風がカメラの向こうに夢中になっているのを、ただぼんやり眺ながめる……のがいい。

　道風に癒いやしを求めるなんて、これまでの態度と辻つじ褄つまが合わないのに。でもそんなつんけんした気持ちを裏切って、明琉の身体はそうしたいと言っているのだ。

　道風を背もたれにして腕の中に収まり、つっかえるように張っていた腕の力を抜いたら、とてもラクになった。

　髪にまたキスされる。分かっているけど、とめない。

　このまま道風の温かさにくるまっていたいと思っている自分がいた。

　前回の精算と今回の報酬という名目での抱擁をいっとき堪たん能のうした道風は、そのあとさくさくと仕事をこなしてくれた。

　取材が終わると急きゆう遽きよ、道風が所用で家を出ることになった。外出する間に仕事の荷物が届くとかで、二時間ばかり留守番を頼たのまれた。どうせ編集部に帰っても、取材内容を原稿にするのだから、ここでやればいいってだけの話だ。

　家主のいない家のリビングでノートパソコンを広げる。ボイスレコーダーを再生しながら、原稿の叩たたき台を纏まとめていたら、小一時間ほどして玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「宅配便、来たか」

　はいはい、と玄関を開けて、予想とは違ちがう来訪者に、明琉は目を瞬まばたかせた。

　そこに立っていたのは、襟えり元もとにレザーパイピングが施ほどこされたジャケットをさらりと着こなした女性だ。相手も軽く驚おどろいている。隙すきのないアイメイクに緩ゆるやかなウェーブのロングヘアは艶つややかで、ヒールのパンプスとはいえけっこう背が高いこともあり、華はなやかな美人という印象を受けた。

　職業病ともいえる習慣で、瞬しゆん時じに人間観察してしまう。そんな明琉に、目の前の女性も探さぐるような目を向けた。

「……道風は？」

「あ、と……本人ちょっと出かけてて」

　そう告げたにもかかわらず、女性は「じゃあ少し待たせてもらうわね」と入ってくる。さすがに正体も分からないまま、家人が留守中の家に他人を入れるわけにいかない。

「え、あの、すみません、留守を頼まれているもので。私わたくしは出版社……銀鱗社の担当編集です。失礼ですが……」

「あぁ……そうなの。じゃああなた、もしかして音緒をご存じ？　音緒は銀鱗社の週刊誌でカメラマンやってるって聞いてるんだけど」

　道風を訪ねてきた女性の口から、血けつ縁えん関係は秘密のはずの音緒の名前が出てきた──どういうことだろう。

「音緒……はい。仕事で一いつ緒しよになることもあります」

　ざわっと、胸が騒さわぐ。いやな予感でいっぱいになる。

「わたしは、音緒の母よ」

　がんっと後頭部を殴なぐられたような衝しよう撃げきで、思わず顔を伏ふせた。

　音緒の母親──つまり、道風のかつての恋こい人びとだ。

　結けつ婚こんはしなかったと言っていたけれど、まだ若かったせいで周囲に反対されたとか、責任を果たせない何か原因があったのだろう──道風からその件について詳しよう細さいは聞いていないので、勝手にそう考えて自己補完していた。その彼女がなぜ今、ここを訪ねてきたのだろうか。

　何も知らないふりをするのがいいと分かっているのに、音緒の母親が、道風の元恋人が、どうしてここを訪ねたのか、その理由を知りたい自分がいる。

「……それじゃあ、あなたは道風の……」

　高橋道風と音緒が親子だというのは、世間的には秘密だ。それを知っていると明琉に仄ほのめかされて、女性は瞠どう目もくした。

「あなた……道風と音緒の関係を、知ってるのね？」

「音緒の父親が道風だってこと、くらいですけど」

　彼女は綺き麗れいにカールした睫まつ毛げを瞬かせ、それからほんの数秒、何か考える顔つきで首を傾かしげて、納なつ得とくしたようにひとつ頷うなずいた。

「とにかく上がらせてもらうから。道風、すぐ戻もどってくるんでしょ？」

「たぶん……一時間くらい、かと」

　パンプスを脱ぬいで、上がり框かまちに膝ひざをついた女性は明琉を振ふり仰あおぎながら、「わたしのこと知らない？」と問いかけてきた。どこかで見た気もするけれど、思い当たらない。

「……見てないなら、分かんないかな。淡あわ衣いユナって名前で女優やってたの。淡あわい色の『淡』に『衣ころも』でアワイ」

「淡衣ユナ……」

　字じ面づらで、もしかして……と思い当たったものの、訊きけずにいたら、彼女のほうから「女優っていっても、ＡＶの」と軽く返された。

「きみ、真ま面じ目め？　同世代なら、けっこう知られてたんだけどなぁ。年いくつ？」

「二十八です」

「だいぶ若っ」

　秘密の過去を知る人間だと分かった途と端たん、淡衣ユナは随ずい分ぶん気楽な口調になった。

　ユナが半歩先で迷いなくリビングへ進む。ここへ来たことがあるのだろうと直感した。

　道風は「会ってない」と言っていたのに、あれは噓うそだったのだろうか。

「道風が音緒に会わせてくれないのよ。年末に一度、『成人前に一回くらい音緒に会わせて』ってお願いに来たんだけど、躱かわされちゃって」

「……じゃあそれまで会ったことなかったんですか」

　探るようなまねだと自覚しながら、訊かないではいられない。

「成人するまではふたりと会わないって約束だったから。まぁ、仕方ないっていうか」

「そうですか……」

　目に見えてほっとしてしまい、ユナが値ね踏ぶみする目つきで、くすりと笑うのに気付いた。

「ねぇ……あなた、担当編集って言ったけど……もしかして、道風の恋人？」

「違います！　編集になる前にお世話になったことがあるってだけで」

「……ふぅん……」

　微び妙みような噓を見み透すかされそうだ。挑ちよう戦せん的にも見える表情と含ふくみのある口調でたったひと言返されて、一気にいたたまれなくなった。

　恋人ではないけれど、かつて自分が道風に寄せていたのは紛まぎれもなく、恋れん慕ぼの情。こうも勘かんが鋭するどそうな女性が相手では、ただ対面しているだけで、過去の何もかもを洗いざらい明らかにされてしまうような恐きよう怖ふ心を抱いてしまう。

「あの……俺、帰ります」

「あら、お留守番なんでしょ？　わたしだって留守中に勝手に入ったと思われたくないわ。それに、道風が戻るのを待ってる間、暇ひまになっちゃうじゃない？　そうだ、音緒のこと聞かせてよ」

　音緒の話題を振られても、心苦しいことこの上ない。道風と音緒、ふたりとの色いろ恋こいでごたつき、そのせいで道風たちの親子関係が拗れている今、さらに道風の元恋人の女性まで登場したのだ。何食わぬ顔で平然としていられない。

「音緒の写真だけ見せてもらったんだけど、我が子ながらイイ男に育ってたわ～。音緒って、やんちゃ？　明るい？　クール？」

「……明るくて、素す直なおで、憎にくめないところのあるかわいい男です」

「顔、わたしに似てるわよね」

　ユナは嬉うれしそうだ。にこにこと機き嫌げん良よく話すときの表情など、たしかにそっくりだと思った。

「似てますね。正直、道風にあんまり似てないし、音緒と会ったときに名字が同じなのに、道風の子供だとは気付かなかったです。……あ、でも眸ひとみの色は、一緒だなって」

「眸の色？」

「ふたりとも深いティーブラウンっていうか……綺麗な色で」

　明琉の言葉に、ユナは小刻みに肩かたを揺ゆらして笑っている。

「何かおかしいですか？」

「ううん……親子なのかぁって、しみじみするっていうか。成人するまで男手ひとつで、音緒を立派に育ててくれた道風には、いくら感謝しても足りない。世間に内ない緒しよで出産したあとも、わたしはＡＶの仕事を続けてた。音緒のおむつ替がえしてくれたの、母親のわたしより道風のほうが多かったかも。施し設せつ育ちだからかな、『子供は大事にしなきゃ、かわいそうだ』って……子供に対する思いが人一倍強いのかもね」

「施設……？」

「あ、知らなかった？　道風は棄き児じだったって」

「…………」

　驚きで言葉を失った。そんな過去を窺うかがわせるような雰ふん囲い気きはまったく感じたことがない。

　道風については他人よりちょっと詳くわしいと思っていたけれど、音緒の件といい、こんなふうに驚くべき事実が出てくる。

　棄児だったために、親の愛情を知らない──だからこそ道風は、ふらついていた高校生の明琉のことも、放ほうっておけなかったのかもしれない。

「あの人、ほんと凄すごいわよね。あのとき道風と結婚してれば、わたしも今いま頃ごろ、もっと幸せになれたかしら。いまだにひとりで、この先、老いていくだけかと思うと切ないわぁ」

　かぁっと頭が滾たぎる。ようするにユナは、音緒に会いたいだけじゃなく、本音は、道風とよりを戻したいんじゃないのか。

「あー、あの、やっぱり俺、帰ります」

「えっ、なんでよぉ？」

「いや、あの、道風だって、部屋にいるのがあなただったら怒おこったりしませんよ。『中で待っていただいた』って、俺もちゃんと書き置きしますから」

　鞄かばんの中から手帳を出して一枚破き、道風宛ての置き手紙を綴つづる。

　微妙に手に力が入らない。柄がらにもなく、ひどく動どう揺ようしていた。

　とにかく道風が戻る前にここを出たい。ばたばたと慌あわてて荷物を片付け、逃にげるように道風宅を飛び出した。

　緩ゆるやかな下り坂を駆かけて、道風が通らない可能性が高いほうの歩道に曲がる。

　少しでも早く離はなれたくて、早足になる。冷たい空気をいっぱい取り込んで、肺がきゅっと萎しぼむようで息苦しい。

「……いい気に、なってたのかよ」

　自うぬ惚ぼれていたのだ。

　道風の愛情を疑う一方で、好きだ好きだと口説かれて、甘やかされて、「ドスケベ野や郎ろう」と詰なじりつつ本当は気分が良かったのかもしれない。口説かれている間は間ま違ちがいなく、道風の興味は自分に向けられていると分かるから。

　しかし一度でもその愛を信じて受け入れたら、そこから今度は逆に追いかける時間がスタートする。愛情が続いているか、いつ捨てられるかと恐おそれながら生きるなんて、考えただけで疲つかれてしまいそうだ。

　いざこうして、誰だれよりも道風と濃こい繫つながりの女性が現れれば、道風は大切な息子むすこと、そして音緒の母親との時間を選ぶんじゃないか──そう考えて焦あせる自分がいる。

「ばかか……ばかか、俺！」

　いつの間にか、こんなに欲しくなっていた……いや、違ちがう。高校生の頃ころからずっと死ぬほど欲しがっていた。どうしようもなく一度は諦あきらめたものが再び目の前に現れて、自分の中で再燃して燻くすぶるのに、覆おおい隠かくそうとしていただけ。昨日今日、新たに生まれた感情じゃないと、自分がいちばん分かっている。

　なんだかんだ言いながら、あのドスケベのしたことを、そして相変わらずの軽けい薄はくぶりですら、心の底ではとっくに許しているし、ともすれば完全に落ちている。砂さ漠ばくのチェロ弾ひきの写真を見たときに頭にあったのだって、日本を発たつ前に「帰るまで待っていてくれ」と言ってくれたら、百年だって二百年だって脇わき目めも振らずに待てたのに、ということだった。

　あの女が知っていて、自分の知らない道風がいるのがいやだ。誰も知らない秘密もひとつ残らず、全部が欲しい。

　でも道風が、息子の音緒と、その母親である女性を選び、何かの事情で離れていたこれまでの時間を埋うめるために家族が寄り添そうのだとしたら、なんら不自然ではないのだ。

　それに、どう考えても自分がいるせいで、道風と音緒の親子関係に罅ひびが入っている。かつて棄児だったのなら尚なお更さら、息子の幸せを思って、情の深い道風は家族を捨てられないだろう。

　それと同じに、両親との関係が希き薄はくだった明琉も、自分が寂さびしい思いをしたから「家族を捨ててでも俺を選んで」とは言えない。決して綺麗ごとじゃなく、道風と音緒には、これまで守ってきた親子関係を大事にしてほしいとも思う。

「……くっそ」

　欲しいものを手に入れるのは、いつも、こんなにも難しい。

　今度こそ本当に、道風とのすべてを忘れなきゃならないなら。五年かかって疵きずは癒いえたのだから、もう一度忘れればいいだけだ。

　そして自分に残るのは、肩に食い込むほど重い、この鞄の中のもの。

「……もう、あとは仕事か。仕事するしかない」

　こうなったときの逃げ場が仕事とは。なんて因果な人生なんだろうか。







　校こう了りよう明け、目覚ましをかけずに眠ねむりに就ついて六時間後に、スマホの着信音で叩たたき起こされた。いつもとあまり変わらないタイムテーブルだけど、昼まで寝ねるぞと思っていたから、頭も身体からだもついてこない。

　道風の家を黙だまって飛び出してから、道風から何度か着信があったのを応答もせず避さけて、数日が経たっている。道風かもと思ったけれど、スマホのディスプレイに表示されているのは『ブレスユー』の編集記者・壱星の名前だ。

「……なんだよ壱星……」

『校了明けで寝てましたよね、明琉さん。すみません、音緒が……ちょっとヤバいんです』

「……音緒が？」

　不ふ穏おんな空気を孕はらむ電話からの声に、明琉はようやくベッドから起き上がった。ファンヒーターのスイッチを入れ、押せば出てくるコーヒーメーカーのコンセントをさす。

「ヤバいって何」

『音緒がこのところ追ってるヤマの件です。じつは……次の選挙の立候補予定者と指定暴力団の堂崎組が、以前から親密に関かかわってるって噂うわさがあって』

「音緒からちょっとだけ聞いてたけど……選挙絡がらみだったのか」

『立候補予定者と堂崎組について調べていくうちに、ヤクの密輸が選挙の資金源なんじゃないかってとこに行き着いて。それを入れ知ぢ恵えして裏から手を回してる現げん役えきの政治家の名前も挙がってるんですけど、こっちも叩たたけば埃ほこりが出てくるって前々から言われてる男です』

　黒い交流という言葉から明琉が推測していたのより、随ずい分ぶん大きなネタのようだ。つまり、それだけ取材する側の危険度も上がる。

『荷主の中国がシンガポールからの海外船を使って、輸入鋼材の荷役にヤクを紛まぎれ込ませてるって話で』

「鋼材の荷役って……よくそんな細かいところまで……」

『立候補予定の男が代表をやっている会社の、下した請うけにあたる荷役会社なんです。音緒がそこの男性社員から情報を得ました。彼の直属の上司が堂崎組の幹部と取引して、見返りに荷役最中の密輸を見み逃のがしてるって』

「いや、でも……俺はその辺詳しくないけどさ、輸入鋼材だって税関のなんか手続きとか、いろいろあるだろ。どうやって密輸してんだ」

『通関は事務所間の書類だけ、ファックスでやり取りをしたら終わり。その荷役会社と税関の、いわゆる信しん頼らい取引みたいなもんですよ。政治家の息がかかってる可能性もあるんですが、そっちの裏は取れてません』

　つまり第三者機関の介かい入にゆうもなく、輸入鋼材の荷役が行われているということらしい。

「何それ。やりたい放題じゃん」

『その男性社員が荷役のサポートを担当するようになって一年半、四百九十九グロストン級の船までしか着けられない岸がん壁ぺきで、荷役現場にはお役人なんて来たことないそうです。現に、彼の上司が荷役の見張り番と称しようして密輸を手引きしている』

　話を聞いているだけで目眩めまいがしてくる。ドラマみたいな話で、あまりにも現実みがない。

「で、音緒は今どこ」

『次の荷役情報が入ったとかで、その男性社員と会ってます』

　壱星が明琉に相談してきたところを見ると、たぶんいまだに編集長の成瀬にも話をしていないネタだ。

　スクープを狙う記者もカメラマンも秘密主義で、普ふ通つうは自分が極ごく秘ひに追っているネタについてはほぼ口外しない。ライバルに特ダネを奪うばわれかねないからだ。しかし最終決断を下す編集長にだけは報告の義務がある。でも他ほかのカメラマン事務所に所属している音緒から見れば、成瀬は直属の上司にあたらない。自由であるがゆえに、危ない橋を渡わたろうとするし、それをとめる立場の人間がいないということだ。

　しかし写真だけじゃ記事にはならない。どこへ売り込むかで扱あつかいも変わる。音緒は他の写真週刊誌やマスコミ関係にとくに繫がりがないと聞いているし、スクープを撮とったら壱星の許もとに持ち込むとの思おも惑わくがあるのだろう。

『堂崎組は組織の結束が強くて、手段を選ばないし、相手がカタギだろうと情け容よう赦しやない。何かあってからでは遅おそいです。音緒には黙っててって言われたけど、このままじゃ俺の手には負えません』

　音緒をとめてほしい──壱星はそう訴うつたえている。

「電話じゃ埒らちがあかない。編集部の近くまで行くから、そっちも出てこられるか？」

　いったん壱星からの電話を切って、道風に連れん絡らくしようかと迷う。

　いや、音緒本人に直接確かく認にんしてからだ──そう思い直し、急いで明琉は身み支じ度たくを調ととのえた。







　壱星と会社の外で落ちあい、音緒を捕つかまえて、『ブレスユー』の編集長である成瀬を銀鱗社近くのカフェに呼び出した。

　これまでの経けい緯いの追求と気に入らない説得を受けた音緒は、いつになく険しい表情だ。

　案の定「他のやつにスクープを横取りされる」と成瀬に話すのを最後まで渋しぶったものの、「編集長を信じろ」と説得して、どうにか座らせている。

　それに、明琉と壱星が音緒を本心から心配していることも伝わったようだ。ずっと一いつ緒しよにいた壱星は音緒の身を案じているのをこれまで伝えていなかったらしく、音緒は壱星の憂ゆう慮りよをここで初めて知ったようだった。それでいっぺんに音緒がおとなしくなったのだ。

　音緒は勢いで無む茶ちやをするところがあるけれど、明琉や壱星、自分を取り巻く環かん境きようのいっさいを無視して突つっ走ぱしる男じゃない。

「なんだ？　わざわざ外で編集会議でもしてんのか」

　やってきた成瀬は、軽い口調でもただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったみたいで、明琉、壱星、音緒を探さぐるように見やりながらスツールに腰こし掛かけた。

　音緒が極秘に追っているネタについて壱星がひととおり説明し、近く、疑ぎ惑わくの海外船の入港情報があることを告げると、成瀬は眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

「警察に情報流しとくか」

　スマホ片手に神しん妙みような顔をした成瀬に、音緒が身を乗り出した。

「そんなことしたらあっちに気付かれて、ひとつもネタにならない！　警察内部に堂崎組の内通者がいるって噂なんだ」

「それでもいいじゃないか。それでヤクの密輸が阻そ止しされれば、誰だれも危険な目に遭あわずにすむ」

「密輸が先延ばしになって、やつらは別の手段を見つけるだけで、そんなのなんの抑よく止し力りよくにもならない！」

「お前はいつから正義のヒーローになったんだ？　二時間ドラマのナントカデカにでもなったつもりか。ドラマの主人公は死なないけど、お前には本物の弾たまが飛んでくるぞ。そうなったら死体は日本で揚あがらないだろうな。シンガポールまでの航海の途と中ちゆうで大おお海うな原ばらに捨てられて、サメの餌え食じきだ。永遠に行方ゆくえ不明になって、死ぬまで親を泣かせたいのか」

　成瀬の台詞せりふは編集長というより、親友の息子むすこを預かる責任者としての言葉にも聞こえた。厳しい叱しつ責せきに、音緒もぐっと言葉に詰つまる。

「音緒、お前は未成年だ。そして俺の親友の息子だ。あいつにも、そして俺にも、お前を守る責任がある。だから好きにしろとは言えない。タレントの浮うわ気き現場を押さえるのとは訳が違ちがうんだぞ。これ以上は警察に任せるべきだ。写真が撮りたいなら、その密売組織逮たい捕ほの瞬しゆん間かんとか、強制捜そう査さ着手とか、他にもいくらだってチャンスはある」

「そんなんじゃ意味ない！　大勢のカメラマンが撮る写真のうちの一枚なんて、俺はいらない！」

　音緒の言いたいことは分かる。この世にたった一枚だから、スクープと呼べるのだ。

「オヤジは……スクープ写真だけは撮らないんだ。他のだとまだ、ぜんぜん勝負できない」

　俯うつむいてぼそりと零こぼした音緒の言葉に、明琉は表情を険しくした。

　道風は報道寄りの写真を撮っても、パパラッチが狙うようなスクープ写真は撮らない。他人のプライベートを暴あばくことの善よし悪しより、興味がないからだと言っていた。

　ファッション、ヌード、アート……道風が極きわめるそのどれもが、今の音緒には、まったくもって越こえられない壁かべ。だからスクープを撮ることが唯ゆい一いつ、勝負できるものなんだと足あ搔がいている。

「だって……他のじゃ、オヤジに勝てない……！」

　──自分のやれる精いっぱいで、挑いどむしかないんだよ。俺はオヤジを越えたい。越えたら、明琉さん、俺のことちゃんと男として見てくれる？　選んでくれる？

　音緒の問いかけが、今また繰くり返されたような気がした。

　自分が音緒を苦しめているもののひとつだということは、否定しようのない事実だ。

「音緒……道風だって最初から天才だったわけじゃない。下積みがあって、経験と実績を積んで今があるんだ。いちばん近くで見てたお前が、それを知らないはずないよな。一いつ朝ちよう一いつ夕せきの手て柄がらで簡単に越えられるものじゃないし、そんなただの自己満足で終わっていいのか」

　成瀬のもっともな説得に、音緒は悔くやしげに唇くちびるを歪ゆがめている。

「音緒……とにかく今回は、いったん成瀬さんに預けてさ」

「明琉さんまでそんなこと言わないで」

　音緒に睨ねめられれば、ため息しか出ない。ついにしんと静まり、成瀬が話はすんだとばかりに立ち上がった。

「密輸の件は預かる。とにかく勝手に動くな。音緒、お前は一回、家に帰れ。壱星の部屋に転がりこんで、壱星が何も言わないからって、いいかげん人の迷めい惑わくも考えろ」

　それまで黙もくして話を聞いていた壱星が口を開きかけ、ややあって、苦しげな面おも持もちのまま言葉を吞のみ込んだ。迷惑なんかじゃないと言いたかったのかもしれないけれど、成瀬の見解を否定すれば、また音緒が自分のところに逃にげてくると考えたのだろう。

　明琉は逡しゆん巡じゆんしたあと、自分も逃げてる場合じゃないなと覚かく悟ごを決めた。

「音緒、俺も一緒に行くから」

　道風と明琉の関係は何も始まっていないのだから、また裏切られたと騒さわぐこともないのだ。

　本当の家族を大事にしてくれ──道風にそう伝えなければならない。







　居い候そうろうしていた壱星の部屋に荷物を取りに戻もどり、明琉と音緒が移動するまでのあいだに、道風の許もとに成瀬から連絡が入ったらしく、自宅に到とう着ちやくしたときは大方の内容を道風も把は握あくしていた。

「成瀬のほうから警察に情報提供することになるだろうから、もう勝手な動きはできないぞ」

「俺のネタだったのに……追ってた二カ月が無む駄だになる」

　音緒としては、簡単に諦あきらめきれないのだろう。ソファの上で膝ひざを抱かかえて、むすりとしている。

「これは音緒が未成年ってだけじゃないからな。通報義務はないといっても、裏事情を話してしまった荷役会社の男性社員に何かあってからでは遅い。自分が責任を負えないようなところまで踏ふみ込むのはルール違い反はんだ」

　道風の説教に対して反論したげに口を開きかけたものの、結局音緒は口を噤つぐんだ。

　少し離はなれた位置から親子の会話を見守っていた明琉と、道風の視線が絡からむ。道風から何度も着信があったのに無視していたし、明琉のほうも顔を合わせづらい。

　しん……と気まずい空気が流れ、すると突とつ然ぜん音緒が立ち上がって、部屋を出て行こうとした。

「どこ行くんだ」

「部屋。なんかふたり、話したいことあるんだろ。俺、邪じや魔まっぽいし」

　ばたんとドアが閉まって、どちらからともなく「……ごめん」とお互たがいに謝りあう。

「音緒が世話かけて……悪かった」

「いや、それはいいんだけど……こっちこそ、電話に出られなくて。ごめん」

　道風と話すのは音緒の母親が訪ねてきた日以来だ。あれ以降、道風からの着信を避さけていたことを詫わび、明琉もソファに腰掛けた。

「ユナと、話したんだよな」

「う……ん、まぁ……。道風がいないとこで勝手に話とかして、悪かったよ。勘かんが鋭するどい人で、ちょっと焦あせった」

「明琉がいろいろ誤解してるんじゃないかと思って、話がしたかったんだ」

「誤解とかは別に……。ただ、俺がまだ知らないことって、あったんだなぁって。道風は再会するまで音緒の件だって俺には話してくれなかったし。それに……道風が棄き児じだったことも、彼女が会いに来てたことも……」

　話す必要がない、知らせる価値がない、と言われてるみたいで寂さびしかった。自分勝手な感情だから口には出せないけれど、「会ってない」と聞かされていたユナの件では、裏切られたような気すらした。そのユナから秘密を暴ばく露ろされたのも、ダメージだったかもしれない。

「道風が俺を拾ってくれた意味が、やっと分かった気がする。そうだよな。単にかわいそうな高校生を善意で拾って、面めん倒どうみてやったり、普ふ通つうはしないよな。当時は、まっすぐに自由に生きてて、経済的に余よ裕ゆうがある人って、心も広いんだなーみたいに思ってたよ」

　道風の優やさしさの根っこにあったもの。親に捨てられたという自分の過去があったから、知らん顔できなかったのだ。行きがかりとはいえ関かかわった者として、道風は保護した責任を全まつとうしただけ。

「道風の想おもいはやっぱり、恋れん愛あい感情じゃなくて保護者のそれだよ。ぼっちの高校生に、昔の自分を重ねたりして、かわいそうに思って、放ほうっておけなかったんだ。それを俺が自分のいいように勘かん違ちがいして、誘ゆう惑わくした」

「違う、明琉」

　道風に腕うでを摑つかまれて目線を合わせると、それだけで苦しい感情が溢あふれそうになる。ぎゅっと唇を引き結んで、道風の言葉を待った。

「明琉と出会ってから一年くらい経たった頃ころ、援えん交こう騒そう動どうがあっただろ。あのときにはもう、俺は明琉のことが好きだった。同情だけじゃない感情になってた。あのクソオヤジを殴なぐったのだって、あからさまに嫉しつ妬と心だったんだ。俺はあのエロオヤジと何も変わらないんだって、思い知らされた気分だった」

　抑おさえきれない怒いかりで少し震ふるえていた道風の姿が蘇よみがえる。道風の腕の中に閉じ込められて、頭に何度もキスをされて、あのとき、明琉も道風への気持ちを自覚したのだ。

「でも明琉に、あのオヤジと同じだなんて気付かれるわけにいかない。嫌きらわれたくないから。どんなに好きでも、明琉を保護する立場にあった俺は、自分の気持ちを吞み込むしかなかった。あの一件から明琉となんとなくぎくしゃくして、ますます意識するようになって……」

　じゃああのとき感じたのは、勘違いじゃなかったということだろうか。

　でもそれが分かったところで終わった過去には戻れないし、今の道風には大切に守るべき『家族』があって、それを他人の自分が引っかき回すわけにはいかない。

「……今いま更さらこんな話してもしょうがないし」

　話を断たち切ろうとする明琉に、道風の表情が曇くもる。

「俺はもういい大人で、道風のおかげで、こうしてちゃんと自立できたわけだしさ。これからは俺のことより、音緒と……家族を大事にしてやって」

「明琉……？」

「今からでも、音緒の母親と音緒と、家族をやり直せるよ。他人の俺とごちゃごちゃしてる場合じゃないって」

「ちょっと待ってくれ、明琉」

　道風が焦った顔で立ち上がったときだった。来訪者を知らせるチャイムが響ひびいて、二度、三度と連打される。

「……なんなんだ」

　話の腰こしを折られた道風は少し不ふ機き嫌げんそうに「見てくる」と、リビングを出て行った。

　とうとう言ってしまった──ひとりになって茫ぼう然ぜんとする。

　でも案外、冷静な気持ちで話せるもんだとぼんやり考えた。

「元に戻るだけだ」

　本来あるべき姿で、あるべき場所に。

「……仕事、がんばろ」

　無感情な声で呟つぶやいた。声に出して繰り返していればそれが力になると信じて、呪じゆ文もんみたいに唱えるのだ。

　仕事の鬼おにと化してやる。そうだ、明確な目標を定めよう。目指すは将来、編集長だ。

「成り上がってやろうじゃないの」

　擦すり剝むいた心がひりひりしても、今は空元気かもしれないけど、そのうち、道風がいない日常が当たり前になっていく。

　暗いことを考えまいと必死になっていたら、ドアの向こうで何か声がして、怪け訝げんに思いつつそちらを振ふり向いた。やがてドアが開き、明琉は息を吞んだ。険しい顔つきの道風と見知った女性が入ってきたのだ。

「銀鱗社って……編集部に電話したのか。何を勝手なことを……」

「銀鱗社に電話したら編集部に繫つないでくれて、そこの編集長さんから『音緒はさっき自宅に帰ったはず』って聞いて飛んできたのよ。……あら、銀鱗社の編集さん、先日はどうも」

　淡衣ユナ──明琉は慌あわてて立ち上がった。「じゃあ、俺は帰る」と手荷物を握にぎったら、道風からその手を摑まれてぎょっとする。

「何っ……話は終わっただろ」

「終わってない。いてくれ」

　何を言うかとぎょっとする。ちらりとユナを窺うかがうと、ユナは道風しか見ていない。

「彼女……音緒に会いにきたんだろ？　音緒が帰っててちょうど良かったじゃん。……てか俺完全に部外者だってば！」

　自分の腕を取り返そうと必死の明琉に、道風は首をぶるぶると横に振るばかりだ。

「音緒、いるのよね？　会いたい、会わせて」

　ユナは眸ひとみを輝かがやかせて、嬉き々きとしている。

「ちょっと待ってくれ、あんたは勝手すぎる。俺はまだ音緒と何も話せてないんだ」

　それまでにこやかだったユナの眉まゆがぴくっと跳はね、険しい表情に一変した。

「そりゃあ……たしかに、わたしが音緒に会えるのは音緒がハタチになってからって約束だったけど、でも成人式のスーツを買ってあげたいとか、何かできることがあるならって、そう思うのすら許してもらえないのっ？」

「だからっ……それがどうして、いきなり今日なんだ」

「いきなりじゃないわよ。年末からずぅーっと何度も何度もお願いしてるのに、音緒は留守だ、帰ってない、いない、ってそればっかりで……！」

「本当にいなかったんだから、しょうがないだろう」

　実際、音緒はずっと家に帰ってなかったし、それをユナが「母親に会わせまいとしている」と誤解し、焦って押しかけたなら、その気持ちは分からないでもない。

「ふたりとも落ち着いて……あの、俺帰りますから、座って話をされたほうが……」

「あなたは黙だまってて！」

　道風に手首の辺りをがっしりと摑まれたまま。なんでこんな場面に自分が遭そう遇ぐうして、言い争いに巻き込まれているのか、意味が分からない。

「道風、マジで、手ぇ放せ」

「いやだ」

「いやとかじゃないだろ、ほんとに、おかしいだろこの状じよう況きよう」

「駄だ目めだ。放さない」

　かあっといっぺんに耳が赤くなる。かつて恋こい人びとだった女性の前で臆おく面めんもなく言う台詞せりふかと、こっちが恥はずかしくて堪たまらない。

「いっ、いや、俺が迷めい惑わくなんだよ！」

「誤解したまま帰せない」

「何も誤解してないだろっ」

　ユナがこっちの押し問答に眉まゆ根ねを寄せているのが、目の端はしに映る。

「なんなのもうっ……そっちはそっちで痴ち話わ喧げん嘩かの最中だったのっ？」

「痴話っ……そんなんじゃないです！」

「頼たのむから、ちゃんと連れん絡らくするから、音緒に会うのはまた今度にしてほしい」

　こうなってもまだ、道風は手を放してくれない。ユナは納なつ得とくいかなげに、むうっと表情を歪ゆがめている。

　このままでは、ユナが帰ってしまうかもしれない。急だったとはいえ、せっかくひとつ屋根の下に家族が揃そろっているのだ。ユナの行動は強ごう引いんだったかもしれないけれど、こうでもしないと十七年も離はなれていた家族が集結するのは簡単じゃないのでは、と明琉も思う。

「とにかく、音緒が気付かないうちに今日は帰ってくれ。音緒はさっき帰ってきたばかりなんだ」

　なおも「帰ってくれ」としつこく繰くり返す道風に、ユナがいっそう険しい表情になった。

「そうやって何度、先延ばしにするつもり？　あなたは音緒の父親じゃないんだから、そもそも、母親であるわたしが音緒と会うことをとめる権利なんてないはずよ」

「……え？」

　あなたは音緒の父親じゃない──……？　>>>♥

　聞き違ちがいだろうか。

　驚きよう愕がくの表情で道風を窺うと、道風はユナのほうを向いたまま何も言い返さず、ついに無言になった。

　気まずい空気が流れる。ユナは明琉の啞あ然ぜんとした表情を見て、言いすぎたと思ったのか遠えん慮りよがちに「……分かったわ」とトーンを下げた。

「また来ます。その代わり、数日中に日程を決めて連絡ください」

　それだけ言い残して、ユナは廊ろう下かに音緒がいないかそっと窺うと帰って行った。

　突とつ然ぜん嵐あらしが来て、部屋の中のものをひっくり返して去ったみたいな展開に茫然とする。

「……どういうことだよ道風。音緒の、父親じゃないのか……？」

　明琉の力の入らない問いかけに、道風は一度目を閉じ、深いため息をつくと、何か決意したように目を開け、首しゆ肯こうした。

「……血は、繫がってない」

「………………」

　でも俺が父親だ、と言いたいんだろうと、道風の言葉からそう受け取った。道風が、摑つかんで放さない明琉の手首をぎゅっと握ってくる。

「音緒は、俺の師し匠しようだった写真家……遠場タカノリと、彼女の間にできた子だ」

「とっ、遠場タカノリっ？」

　知っている日本のフォトグラファーの名前を挙げなさいと言われたら、おそらく誰だれもが最初に思い浮うかべるに違いない。フォトグラファーとしてだけじゃなく、海外のショートフィルム映画祭では部門賞を受賞して話題になったりと、多才な男だ。

「当時すでに遠場タカノリは別の女性と結けつ婚こんしていて、淡衣ユナの妊にん娠しんは世間的にも知られちゃまずいネタだった。ユナはちょうどアジア市場も含ふくめて人気が出てた頃ころで、出産すること自体、周囲には猛もう反はん対たいされてた。とても子供を育てられる状況になかったし、音緒のために、成人するまでは両親の事情を知らないほうがいいって話になって、それで今までずっと秘密のまま……」

　道風の話の途と中ちゆうで、廊下とは反対の、隣となりのキッチンに繫がる扉とびらが突とつ然ぜん開いた。

「……音緒！」

　表情をなくした音緒が、唇くちびるをぐっと引き結んで立っている。スマホの画面をじっと見つめて沈ちん黙もくし、「淡衣、ユナ……」と弱い声でつぶやいた。自分の母親だと知ったばかりのその名前を検けん索さくしたのだろう。

　道風も蒼そう白はくの相そう貌ぼうで、顔を強こわ張ばらせた。

　いつからそこにいたんだろうか。この期ごに及およんで、何も聞いてなければいいのにと願ってしまう。

「……女の人が来ただろ。それであんだけデカい声で言い合いしてたら、そりゃ、なんだろって思うよ。なんか俺のこと話してるし、入ってけないし、だからここで……」

　やはり、ずっとそこで聞いていたらしい。音緒の声にはほとんど抑よく揚ようがない。

「俺、オヤジの息子むすこじゃないんだ……。他人、なんだ……？」

「違う音緒。お前は俺の息子だ。俺が育てた息子だ！」

「や、あの、そういうのじゃなくて、真実が知りたい。俺の本当の父親は遠場タカノリで、母親はあのＡＶ女優だったって、話……だよな。師匠の不ふ貞ていの不始末を、アシスタントだったオヤジが押しつけられたってわけだ？」

「そんな言い方するな。俺はっ……そんなこと関係なしに、お前を大切に育ててきた」

「本当の両親に育ててもらえない子供がかわいそうだったから？　オヤジだって若かったんだろ？　凄すごいね、同情で他人の子を育てられるなんて、……あぁ、そっか。権力に逆らえなかったとか……金、とか……？」

「音緒……」

　道風が悲しそうな顔をする。明琉がこれまでに見たこともないほど、悲痛な面おも持もちだ。

　一方、音緒のほうも、すぐにその発言を後こう悔かいしたようだった。苦しげな表情を曝さらすまいと、すぐに顔を背そむけたけれど、見てしまった明琉のほうもつらくなる。

「ご、ごめん、……今のは違くて……言いすぎた。……ごめん」

　音緒は、道風とはなんの関係もない自分を今まで育ててくれた、その納得できる理由が知りたいのだ。

　重苦しい空気が、肩かたにずっしりとのしかかる。

　明琉もただただ驚おどろきで、一歩も動けなかった。

「……ちょっと頭冷やしてくる」

　ふらりとリビングを出ていく音緒を、道風は引きとめなかった。明琉も声をかけられない。

　ドアが閉まると、しんと静まり返り、やがて道風がふらりとソファに腰こし掛かけた。

「……こんなふうに、こんなタイミングで、音緒に明かすはずじゃなかったのに」

　道風は、ちゃんと音緒とふたりだけで、しっかり向き合って話そうと考えていたはずだ。

　ソファの背もたれに首を反らして頭を預け、道風は顔の上で腕うでを交差させるようにして何度もため息を繰り返している。

　さっきまで逃にげ帰りたい一心だったけれど、こんな道風を放ほうっておけない。明琉も道風の隣に座った。

「今は音緒もびっくりしてるだろうけど、落ち着いて話せば分かってくれるって。もう音緒も今年、成人だしさ。それぞれの事情とかいうのも、考えたりできるだろうし」

「……違う……音緒の言うとおりだ」

「え？」

「俺は……仕事をエサにされて、音緒を引き取る決意をしたんだ」

「仕事をエサって……。遠場タカノリから子供を預かる交こう換かん条件を提示されたってこと？」

　落ち着かない道風は、今度は膝ひざに肘ひじをついて項うな垂だれている。

「だから……金と引き替かえだったみたいなもので」

「違うだろ、道風。音緒を傷つけたからって、自分を悪者にするな」

「違わない。アシスタントから一人前のカメラマンになるために必要なのは、才能だけじゃない。アシスタントの収入では生活していくのに充じゆう分ぶんといえないし、自分の名前でカメラを任されるようになりたいって思ってた。師匠の許もとでの下積み経験と、運と、仕事を続けるためにはコネだって必要だ。遠場タカノリが後ろ盾だてになって、俺が俺の名前で仕事を始められるように取りはからってやるって言われて、……頷うなずいたんだ」

「違う……それだけじゃないだろ。どれだけ愛情込めて育てられたか、音緒を見れば分かるよ。始まりがどうだったかなんて、そんなのどうでもいいだろ。音緒に対する気持ちを否定するみたいなこと言うのが、いちばん音緒を傷つけるんじゃないのか」

　だって、音緒はカメラマンとして、道風に並びたいと思っているのだ。憧あこがれる対象が自分の父親で、誇ほこらしいはずだ。

　音緒は道風の愛情を疑ってなどいない。自分の父親を慕したうのは、道風の愛情を疑う余地なく感じていたからであって、それが道風の愛情が本物だという、何よりの証しよう拠こだといえるんじゃないだろうか。

「音緒が生まれたときから、アシスタントの俺が世話してた。ほんとの親より俺に懐なついてて、その頃から音緒のことがかわいかったよ。だけど、引き取って育てたときもそのあともずっと、仕事と引き替えにしたっていう負い目を感じてた。どんなに音緒がかわいいと思っても、誰にも負けないくらいに愛情注いでるって自負があっても、心のどこかで、自分の愛情が純じゆん粋すいなものじゃない気がしてたんだ。それをきっと、音緒は見み透すかしてたから、あんなこと……」

　違う、と首を振ふる。音緒は、道風が単純に権力に従ったわけでも、金のためでもないってちゃんと分かっているはずだ。だってそんなものが引き取った理由なら、十九年もの間、親の愛を疑うことなく育つはずがない。

「それは違ちがうって、道風。音緒は愛情を証明してほしくて、あんな言い方しちゃっただけだ。さっきだって音緒は、言ってすぐにめちゃめちゃ後悔してただろ」

　あの瞬しゆん間かんの、傷ついた道風と、傷つけた音緒、ふたりの表情が目に焼き付いている。

　明琉は自分なりに道風を宥なだめようと、懸けん命めいに説得を続けた。

「事情があったにせよ、本当の親が、我が子を育てることを放ほう棄きしたんだぞ。それを引き取って成人するまで育ててきたのは道風だろ。自分の思いは、自分がいちばん知ってるはずだ。不安になんて、ならなくていいよ。道風の音緒に対する愛情は、ちゃんと本物だった。俺には分かる。俺が道風に拾われてから感じ取っていたのよりも、たぶん、もっとずっと大きな愛情の中で、音緒は育ったんだろうなって思う！」

　ぎゅっと道風の腕を摑んで、音緒の境きよう遇ぐうに自分を重ねて訴うつたえる。

　必死だった。あの道風が弱気になっているのに、知らん顔などできない。

「それにさ、子供抱かかえて食っていけるだけの収入だって、絶対に必要だったはずだ。そんな、綺き麗れいごとだけで、男手ひとつで子供は育てられないって。だから……だから、そんな顔すんなって……なぁ、もうっ、ドスケベ変態な道風じゃないと、なんか、こっちが調子狂くるうだろ」

　そんな言い方をしたけれど、いつものように「乳ち首くび当て！」とによによ笑っている道風じゃなきゃいやなのだ。

　俯うつむいている道風の様子が堪たまらなくて、ついに自分が我が慢まんできなくなる。道風の腕を引っ張って、明琉は道風を胸の中に抱だき込んだ。ぎゅうぎゅうぎゅう、と抱きしめた。

「なんべんも言ってるだろ。俺だって、道風がいたから、今こんなふうにちゃんと……っていうか、まだ仕事もぜんぜんだけどさ、今の俺があるのは間ま違ちがいなく、道風があのとき俺を拾って助けて守ってくれたからだよ。親にもしてもらってないこと、道風が全部おしえてくれたんだ。道風のあの頃の気持ちを、俺は一度も疑ったことなかった！　俺ですらそんななのに、音緒が道風の愛情を分からないはずない！」

　伝わらないなら、何度だって言う。ずっと抱きしめて聞かせる。

「音緒も俺も、道風の愛情を信じてんだよ。信じてるけどさ、確かめたくなるんだよ。だって弱いからさ。確かめなきゃ、不安になんだよ。それは疑ってるってことじゃなくて、ああ、道風の愛はやっぱここにあるって、確かく認にんして安心したいだけなんだ」

「……明琉への想おもいは、音緒のそれとは違う」

　ぼそっと返ってきて、「何」と問いかけた。

「明琉はさっき、俺の気持ちは『恋れん愛あい感情じゃなくて保護者のそれだ』って言ってたけど、違う。俺が音緒を想うのと、明琉を想うのはぜんぜん違う」

　お前まで俺の想いを否定しないでくれと訴えられているようで、それを拒きよ絶ぜつできなくなる。

　道風は明琉の胸に額をつけたままで、その道風の頭を明琉は「分かったから」とでもいうように、よしよしと撫なでた。道風の過去や、音緒への想い、ユナとのこと、それらを知った今、道風の想いを全部聞いて受けとめたいと素す直なおに思える。

「音緒がハタチになったら、ユナは音緒を迎むかえに来る。そのとき音緒は本当の母親との生活を選ぶだろうって、それは最初から覚かく悟ごしてた。そのときが近付けば近付くほど寂さびしさは増すし、でも仕方ないんだって。明琉のことも、明琉のためだなんて格かつ好こうつけて日本に置いて、俺は海外へ行った。ひとりになる覚悟をしてたはずなのに、駄だ目めなんだ。どんな景色を見ても、何を食べても、明琉のことばっかり考えた」

　訥とつ々とつと話す道風の穏おだやかな声に、明琉は頷いて応こたえた。

　頭の中には、道風の写真の画がいくつも浮うかぶ。

「寂しいときも明琉とのことを思い出しては、どんどん想いが募つのって、やっぱり明琉をなくしたくないって。自分から離はなれておいて、馬ば鹿かだろう？」

「身勝手」

「うん、身勝手だな。明琉の未来を思って、覚悟して離れたつもりだったのに。俺は人一倍、ひとりぼっちがいやなんだ」

「俺にはっきりと、『待たなくていい』って言ったしな」

　ついつい恨うらみ節になってしまう。すると明琉の胸むな元もとから道風が離れ、ぐっと両りよう腕うでを摑つかまれた。熱っぽい目で見つめられて、逸そらせなくなる。

「明琉はまだ若くて、俺を待っててくれとは言えなかったんだ。待たせるっていうことは、明琉の時間を食い潰つぶすのと同じだ。生きて日本に帰って来られる保証もないのに、待てって言えるわけがない……だから『待たなくていい』と言った」

「……っ……」

　帰国後に開かい催さいされた個展で見た、道風の写真を思い出す。あの場所から道風が、以前と変わらない姿で日本に戻もどったのは奇き跡せきだと感じた。綱つな渡わたりみたいに細い生命の境界線の上で撮とられた写真には、それほどに無言の説得力があった。

「明琉の未来を拘こう束そくしたまま、もし生きて帰れなかったとき、お前がまた壊こわれるんじゃないかって。ビルの屋上で見た明琉の後ろ姿を、俺は……今でも忘れきれない。あのときは助けられたけど、明琉を二度とあんなふうにはしたくない。だったらまだ恨まれたほうがいい」

　出会ったときは、なんてふざけたまねをする男だと呆あきれ返った。死んだほうがマシだと思ったことが、ばかばかしくなったくらいだった。

　道風にとってもあの出会いが、自分の想いよりも明琉の未来を守ろうという決意をさせたのだろう。そのために恨まれることすら厭いとわずに。なんにも知らない明琉は弄もてあそばれたと落ち込んで、だけど道風の願いのとおり、明琉はちゃんと自分の人生を進むことができた。道風が、そういうふうに生きろと、おしえてくれたからだ。

　これまでの道風の愛情を知れば知るほど、道風への想いが募る。

　明琉は道風の腕にそっと手を添そえて、そこに想いを込めるように摑んだ。

「でも……やっぱり俺は、待てって言われて、待ちたかったんだ」

　道風のものという魔ま法ほうの言葉があれば最強で、絶対に待てたと思う。わがままでも自分勝手でも、道風のお願いだったら、ただ嬉うれしかったはずだ。

「……うん、でも、それってやっぱり俺は、自分のことしか考えてないんだなって」

　大切だからこそ、今の時間と未来を奪うばいたくない──そこが、大人だった道風との考え方の違いなんだろう。

　俺が子供っぽいんだよな、と苦笑いする明琉に、道風も同調した笑えみを浮かべて首を振った。

「俺に囚とらわれるべきじゃない、まだ若い明琉に新しい恋こいが訪おとずれても、それは仕方ないなって覚悟して仕事を選んだつもりだったけど……。成瀬にちょくちょく探さぐり入れたり、往おう生じよう際ぎわ悪く足あ搔がいたりして、どうなんだって話だけどな」

「道風が帰国してから、成瀬さんからその話聞いたときは驚おどろいた。自分が拾っておいてまた置き去りにしたんだから、良心が疼うずいたりくらいはするよなって、ひねて考えてた」

　都合良く解かい釈しやくして、またしっぺ返しを食くらうのはいやだと思ったのだ。

　道風はそう思われてもしょうがないと分かっていたのか、うんうん、と頷いている。

「仕事を終えて帰国を考え始めてからはもう、一刻も早く明琉のところに帰りたいって焦あせってたよ。明琉の気持ちを取り戻せるなら取り戻したいって。でも明琉の気持ちをいっときでも奪ったのが、音緒だとは考えもしなかったけどな」

　苦笑を浮かべる道風に、明琉もつられて笑みを漏もらした。いつもはけんか腰ごしな会話ばかりなので、こうして向かい合い、本心をさらけ出して話すのはなんだか照れくさい。

　道風は明琉の手を摑み、ぐいぐい、と引っ張ってくる。

「……俺の気持ち、もう分かってくれてもいいだろう」

　音緒の父親が道風じゃないというのには複雑な気持ちになるものの、淡衣ユナが道風の恋こい人びとじゃなくて良かったと、心底ほっとしている。こうして道風の深すぎる愛情を知れば、今ふたりの間にあるものを全部取っ払ぱらって、抱き合いたい気持ちでいっぱいになった。

　心を鷲わし摑づかみにする写真を撮る天才は、言動が軽けい薄はくで、女の裸はだかが好きで、隙すき間まから手を突つっ込みたがるドスケベだ。大たい概がいもの好きだなと自分でも呆れるけれど、これほどのいい男が他ほかにいるかよ、とじつは本気で思っている。

　一度は断たち切った恋だった。そしてついさっきまで、自分が身を引くべきだと思っていた。

　でも、もう、溢あふれてしまったからとまらない。

「俺はもう、道風の傍そばにいたいんだ。仕事は充じゆう実じつしてるし、友だちと飲んで騒さわいで楽しいなって夜もある。うまい店に行けばあったかい料理が出てくる。ひとりでだって眠ねむれるし、ひとりでも平気な顔してやってきたけどさ。今ここに道風がいてくれたらなって……思うんだよやっぱ。本当に幸せになるには、肝かん心じんなものが足りないんだよ。だからもう二度と、俺から離れないでほしいんだ」

　あいかわらず道風のことが好きすぎる自分に呆れて、笑えてしまう。

　道風は隙間フェチの変態だけど、そんなばかな部分もひっくるめて全部、この男のことがやっぱりどうしようもなく好きなのだ。

　本当の本当は、軽薄さはポーズで、軟なん派ぱな態度はフェイク。愛情に厚く、自分の可能な限り全部を投じて大切にしてくれる男だ。

　そんなこと、ずっと前から知っていた。

「約束する。もう、離れない。明琉の傍にいる」

　道風がユナと家族になることはない。音緒が許してくれるなら、道風と生きたいという気持ちで頭がいっぱいになっている。でも、気がかりを無視できない。それは道風も同じ思いのはずだと分かるから、素直に言える。

「……でも、音緒を傷つけたままなのは、いやだ」

「……うん……」

　頷うなずきながら、道風が明琉の髪かみを梳すく。指先から道風の想いが流れ込んでくるような、優やさしい触ふれ方だ。

「明琉……」

　名前を呼ぶ声も熱っぽく鼓こ膜まくに響ひびく。道風が好きだから、そんなふうに聞こえる気がした。

「今夜、音緒と話すから。家族としてのこれからのことも含ふくめて、明琉とのことも」

　耳じ殻かくをゆるりと揉もみ込まれて首筋が粟あわ立だち、優しい愛あい撫ぶにぞくんとして、膝ひざの上の拳こぶしに力が入る。

　明琉ははにかんで頷いた。道風も少しほっとしたように表情を柔やわらかくする。

　このまま抱だき合いたい気持ちもあるけれど、今度は道風を待つことになんの不安もない。道風の想おもいが、どれほど大きくて深いものか、もう、ちゃんと分かったのだから。
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　音緒が帰宅する前に、道風の家を出て、明琉は自分のマンションへ戻った。今日は壱星からの電話で叩たたき起こされて以降、午前中からばたばたしてしまい、すでに日が暮れそうな時間だ。

　頭の中はおかしなくらいに道風のことでいっぱいで、コーヒーを淹いれるとか、食器を洗うとか、なんでもないことをしている最中にも、つい、ぼーっと呆ほうけてしまう。

　恋の熱病にでも冒おかされたみたい。

　さっき別れたばかりの人に、会いたくて堪たまらないなんて。

「うわぁ……もう、なんだこれ」

　抑おさえ込んでいた想いを解放したら、その反動が半はん端ぱない。

　自分の思考が恥はずかしくて、悶もだえたくなる。頭の中は今、見られちゃまずい鞄かばんの中身みたいだ。思考というのは具現化できないから助かった。

　そうこうしているうちに、明琉のスマホが鳴った。仕事関係の着信音だ。

　ディスプレイには今日二度目の『ブレスユー　壱星』の文字。また何かあったのかと怪け訝げんに思いながら応答する。

『明琉さん、音緒を知りませんかっ？』

「え？　実家に戻ってるはずだけど」

『音緒の携けい帯たい、さっきからつながらないんです』

　電話に出ないことくらいあるだろう、と思いきや、どうやら違ちがうようだ。

　電話口で壱星が切せつ羽ぱ詰つまった声を出す。

『荷役会社の男性社員からこっちに電話があって、例の薬物を積んでいる疑いのある海外船、週明けに入港する予定だったのが急きゆう遽きよ早まって、もう入港してるって……』

「えっ、じゃあ……船の入港が早まったのを、音緒も知ったってこと？」

『音緒からその男性社員のほうに探りを入れたみたいなんです。上の判断を待ってたらスクープを逃のがすって考えて、音緒が焦ったのかも。成瀬編集長は外出してて捕つかまんないし……。音緒が本当に単独行動してなければいいんですけど……』

　その社員も何を勝手なことをしてるんだと喚わめきたい気持ちで、明琉はがりがりと頭を搔かいた。

　とにかく一いつ旦たん、壱星からの電話を切って、道風に電話をかける。

　取り越こし苦ぐ労ろうであればいいのにとの願いは、虚むなしく砕くだけた。懸け念ねんのとおり、音緒は家を飛び出したきりいまだ戻らず、道風は何度も音緒のスマホを鳴らしているけど捕まらないという。しかも、遠出するときなどに使っている音緒のバイクがない、とのことだ。

　壱星の懸念がいよいよ現実みを帯びてくる。

　再び壱星と連れん絡らくを取ったときには、その後の新たな情報が入っていた。

『例の荷役会社の岸がん壁ぺきに、海外船がもう着岸するそうです』

「えっ？　夕方に入港してすぐ着岸？　今から荷役するわけ？」

『今日たまたま荷役会社の岸壁が空いていて、明日あしたはまた明日の予定が入ってるからって、さくっと予定を繰くり上げたらしいです。現場を遊ばせたり仕事を詰つまらせたりしたくないから、そういう土ど壇たん場ばの予定変へん更こうはわりと普ふ通つうにあるとかで……』

　本当に音緒は周囲の忠告を無視して、無む謀ぼうなことをするつもりなんだろうか。しかしここで推測ばかりしていても埒らちが明あかない。音緒はすでに動いているかもしれないのだ。

「取り越し苦労ならそれでいい。とにかく音緒を追いかけなきゃ！　壱星、車出してくれ！」

　明琉はコートを羽織って、マンションを飛び出した。

　壱星の車が到とう着ちやくするまでの間、今日の道風宅での音緒の表情や、オヤジに勝てないと苦しく訴うつたえる声を思い出した。頭の中は考えてもしかたのないことばかりが巡めぐる。

　やがて到着した壱星の車に乗り込んで、道風に連絡を取り、今の状じよう況きようを説明した。

「まだ音緒をとめられるかも」

『明琉！　無む茶ちやはするな』

「大だい丈じよう夫ぶ。俺は編集部のやつの運転で、今からその荷役会社へ向かう。成瀬さん捕まえて、警察への連絡を含めてそっちは任せるから、俺たちを追いかけて」

　──他のだとまだ、ぜんぜん勝負できない。オヤジに勝てない……！

　音緒はそう言っていた。今はまだ父親を越えられなくても、自分のがんばりを認めてほしいのだ。カメラを教えてくれた、父親である道風に。

「音緒……」

　今日あんなことがなければ、音緒だってこういう単独行動は取らなかったかもしれないと思うと、なんとも間が悪い、というやりきれない気持ちになる。

「すみません……俺、今日までずっと音緒の傍にいたのに、音緒をとめられなくて」

「いや、壱星が謝る必要はない」

「違うんです……あの、俺、音緒はずっと、明琉さんだけを想って必死なんだって思ってて。じゃあ満足するまで、玉ぎよく砕さいするまでやってみれば？　って俯ふ瞰かんしてたんです」

　壱星の横顔を見ると、奥歯をぐっと嚙かむのが分かった。

「今日、成瀬編集長を交えてカフェで話したとき、音緒が自分の父親に認めてほしいって思ってる部分が大きいことを知って。音緒の父親って……もしかして高橋道風ですか？」

「……なんで？」

「会話の中で、編集長は名前伏ふせてましたけど……音緒の父親が編集長の友人でもあるって言ってましたよね。フォトグラファーで、高橋って名字も同じで……、もしかしたらって」

　そこまで推察されれば、認めるしかない。

「音緒は、周りにそれを言いたがらないし、道風に子供がいるっていうのは世間が知らないことだから」

「そっか……そうだったんですね……なんか納なつ得とくしました。音緒の写真、凄すごくお父さんの影えい響きようを受けてますよね。瞬しゆん間かん、瞬間を捉とらえるのがうまいのは、父親譲ゆずりかな」

　血が繫つながっていなくても、道風と音緒が本当に親子である証しよう拠こだ。

　壱星のこの言葉を、ふたりに聞かせてやりたいと思った。







　高速道路を使って、荷役会社には一時間ほどで着いた。

　陽ひが落ち、会社周辺は街灯がぽつん、ぽつん、と点在する。ひと気が少なく、辺りは暗い。少し離はなれたところに団地がある以外には、海岸線に沿っていくつも工場が並んでいる。風にのって、干ひ物ものの匂においと、機械の音が響いているだけ。

　荷役会社の裏手にあたるフェンス脇わきに、音緒のバイクが停とめてあるのを発見して、やっぱり音緒はひとりで現場に乗り込んだのだと確信し、悪い予感が的中したことに脱だつ力りよくした。

　運転席の壱星も大きなため息をついている。

「あのばか……」

　薬物密輸の件でこれ以上は勝手な行動をしないとの約束を、音緒が反ほ故ごにした。いくら道風に認めてほしいという思いと、それを叶かなえる大きなスクープのチャンスだとしても、危険を顧かえりみないただの無む鉄てつ砲ぽうは、責任感がないのと同じだ。

「音緒の親父おやじも、命がけだから……変なとこまねしたり、似なくていいのにな。壱星はここに残って、成瀬編集長と道風が来るのを待っててくれ」

「でも明琉さん！」

「大丈夫、ここから船の灯あかりが見える。このフェンス伝いに海岸まで行けば荷役現場だ。バイクをここに置いてシャッターチャンス狙ねらってるとしたら、この先にいるだろ。連れ戻もどしてくるから」

　壱星を車に残して、明琉は暗がりを進んだ。フェンスの際まで草が生おい茂しげっているので、身を隠かくすのに都合がいい。中ちゆう腰ごしの姿勢で三百メートルほど歩くと、船の灯りが徐じよ々じよに近付いてくる。クレーンからのライトに照らされ、船体、船名がはっきりと見える位置まで来た。荷役は終わったのかクレーンそのものは動いていない。

　すると、フェンスと草くさ陰かげとの境目に、見知った人ひと影かげを見つけた。小さく「音緒！」と声をかけるけれど、届かないのか、音緒はフェンスに顔を押しつけるようにして動かない。

　ついに真後ろまで迫せまり、音緒の頭を軽く叩いた。

　スナップを利きかせたとはいえ、予想外に音緒の身体からだがぐらりと右に傾かしぐ。

　──えっ？

　咄とつ嗟さに、倒たおれ込む音緒を支えるつもりが、音緒と一いつ緒しよに茂みの中に明琉も倒れ込んだ。

「……音緒、音緒っ？」

　小声で呼びかけるも返事がない。意識がない人間の重みだ。いっぺんに湧わいた恐きよう怖ふ心と焦あせりで、頭が真っ白になる。

「エサに引っかかったなぁ、にいちゃん」

　真っ暗な中、いきなり顔にライトを照らされた。自動車の整備や屋外・雨中での作業に使われる、強きよう烈れつなＬＥＤ光源に目が潰つぶれる。次の瞬間、頸けい椎ついに強い衝しよう撃げきを食くらった。

「……っ！」

　叫さけび声なんて出ないまま、一いつ瞬しゆん、意識が飛ぶ。草むらに顔から突つっ込んで倒れたところを、引き摺ずるようにして引っ張り上げられたあと、膝ひざをつくかたちで座らされた。

　後ろ手に手首と、腕うでをぐるぐると縄なわで縛しばられる。頭を後方から鷲わし摑づかみにされて、顔を手て荒あらにフェンスに押しつけられた。

「うぅっ……」

「仲間がいるだろうと踏ふんで、その若いパパラッチをそこに置いといたわけだ」

　まるで物扱あつかいする言葉に血の気が引く。目め潰つぶしが効いているせいもあり、何も見えない。

「覗のぞき見とは趣しゆ味みが悪い。最近の若いのは節操がないな。機織りしてるときは見ちゃ駄だ目めって、日本昔話で教わらなかったのかよ」

「見るなのタブーは世界共通。神話でも民話でも、ガキによーく言ってきかせるモチーフだろ」

　ただ座っているだけでも息が上がる。生まれてこの方、こんな怖こわい目に遭あったことはないのだ。今、頭の中にあるのは、音緒が無事かどうか、それだけだった。

「音緒はっ……生きてるっ……？」

「今は気ぃ失ってるだけだ。ここで殺やると、後始末が厄やつ介かいだからな。船に乗せてから始末する」

「良かったな、パパラッチ。ひとりぼっちで太平洋に沈しずむのは寂さびしいだろう。これで仲間と一緒だ。若くしての最さい期ごにこれでも気ぃ遣つかってやってんだ。俺の優やさしさ受け取れよ」

「優しいってよ」

　下げ卑びた笑いが数人分聞こえ、何者なのか、何人に囲まれているのかも分からない。壱星の情報では指定暴力団堂崎組が絡からみ、中国船せん籍せきの鋼材輸送船だと言っていた。見張り役を任されていたはずの、この会社の上司とやらもこの中にいるのだろうか。

　しかしこんなふうにやけに余よ裕ゆうがあるということは、この会社で薬物の密輸が行われていると警察にリークされたのを、まだ知らないのかもしれない。それとも、警察内部に内通者がいるとの噂うわさ話ばなしが本当で、今回も見み逃のがされると確信している……とか？　だとしたら、もしかして、ここに助けが来る見込みはないのだろうか。

　ようやく視野が回復してきた。何度も目を瞬まばたかせる。

　倒れている音緒は、頭を殴なぐられたのか、額から血を流していた。致ち命めい傷しようだったら……と考えるとぞっとする。

「時間がない。船に乗せろ。出港するぞ。そのパパラッチは起こして歩かせろ」

　つまり歩くことができる──むしろそこにホッとした。

　見た目ほどたいした傷ではないことを祈いのるしかない。

　クレーンが動き出し、出港の準備が始まった。ガタガタと機械音が響ひびく。少々声を上げたところで、ここは工場敷しき地ちの端はしにあたる岸がん壁ぺきだ。悲鳴さえどこにも届かない。

　道風はまだだろうか。成瀬さんは、警察は、いったい何をしてるんだろう……！

　苛いら立だちも虚むなしく、身体を引き上げられて立たされると「歩け」と背中を押されてつんのめる。

　人を撲ぶつ乾かわいた音がして、背後で音緒が目覚めた気配があった。

「あ……明琉さんっ？」

　音緒の驚きよう愕がくの声が届く。腕を引き摺られるようにして歩き、明琉はうしろを振ふり返った。意識を取り戻した音緒が、どつかれながら歩かされている。

　やがて明琉と音緒との距きよ離りが一メートルほどに縮まった。

「音緒！」

「明琉さん、どうしてっ……」

「どうしてって、お前が無む茶ちやなことするからだろっ！」

　砂じや利りにすら足を取られつつ進むうち、船の音がだんだん近付いてくる。いよいよ本当に乗船させられ、太平洋のどこかに捨てられて海の藻も屑くずとなるのだろうか。

　音緒が明琉に並んだ。出血している頭の傷は、見た目ほどひどくないのかもと安あん堵どする。

「明琉さん、ごめん……。オヤジがまだ俺を一人前って認めてくれてないのに、このままオヤジと他人になって離れるのかなって、焦って、それで……マジでごめん！」

　いろんなタイミングが悪かったと運命を嘆なげいても手て遅おくれだ。音緒の気持ちは分かるけど、やっぱりそこはこらえてほしかった。

「俺じゃなくて道風に謝れ。お前を十九年間、必死に育ててきたんだぞ。男ひとりで子供を育てることを想像してみろ。おんなじように、お前にできるかよ。それをあいつはやったんだ。それだけで道風の思いは充じゆう分ぶん伝わるだろ。それをこんなっ……」

「明琉さん、ほんとにごめん……」

　音緒が心底反省しているのは分かる。今これ以上音緒を責めても仕方ない。

　すると音緒は、別のことを謝りだした。

「ごめん……今度こそ、オヤジと幸せになりたかったよな」

「は？　何言って……」

「でも言わずに死んだら俺、絶対に成じよう仏ぶつできないから言わせて。ほんとは、とっくに分かってたんだ。俺が押せ押せで迫ったから、魔まが差したりもしたんだろうけどさ、明琉さんはオヤジのことが今でも好きなんだって。明琉さんが俺にちょっと傾かたむいてたのは、俺がカメラマンだからダブって見えたのと、オヤジと目が似てるってよく言われるから、そういう偶ぐう然ぜんが重なったってだけで……」

「わ、分かったから、ちょっと黙だまれ」

　しかし音緒は周囲の目もおかまいなしで、とまらない。言ってしまわなければ気がすまないと捲まくし立てる。

「好きだったのに、明琉さんを幸せにしてあげらんなくてごめん。俺のせいで、明琉さんの幸せを奪うばうんだ。明琉さんだけでも助けてもらえないかな。俺のヘマとなんの関係もないのに、こんなのかわいそすぎる」

　話し合って解放してくれるような相手なら、最初にそうしている。音緒ひとりくらいなら岸壁から連れ戻もどせると考えた明琉自身も、自分が浅はかだったと反省するけれど、何もかもがあとの祭りだ。

　道風に助けられた命だったのに。死にそうになっていたところから、道風や成瀬や周囲の人たちに助けられながら、文字どおり人生の底から這はい上がった。恋こいをした。失しつ恋れんして、立ち直って、終電間ま際ぎわまで原げん稿こうを書いて、「いい雑誌」と評される編集部でがんばっている。良いことも悪いこともひっくるめて、時間を買いたいと思うほど充じゆう実じつした毎日だった。

　死んだらすべて失う。もう道風とも会えない。エロオヤジのドスケベ語録が聞けなくなると思うと、それさえも寂しい。乳ち首くび当ても、服の隙すき間まから手を突っ込まれるのも、それだってスキンシップで、本当はもっといっぱい道風に触さわられたかったのだ。

「こんなことなら……ヤッとくんだった……」

「え？」

　音緒と家族のもろもろを綺き麗れいに、円満に解決したら……なんて大人ぶって、我が慢まんして。ほんとは今日、道風に指で耳を擽くすぐられただけで、限界寸前だったのだ。大人の分別で踏みとどまったけれど、もしちょっとでも強ごう引いんなことをされたら、たぶん頭のネジがぶっ飛んでいた。

「……道風っ……」

　頭の中が道風でいっぱいになる。道風との思い出で溢あふれかえる。

　道風が作ってくれたあったかい料理、お返しに鍋を作ったら激げきマズだったのに「けっこういける」と食べてくれた。つまんない本と夢中になった本について激論を交かわした。夜のドライブに出かけて、たまにはごろごろして、道風はいつもカメラを持っているから変な写真だってたくさん撮とられた。セックスは、道風と以外は知らない。道風のことが好きすぎて、好きな人の重みを全身で感じただけで泣けてくるほどだった。

「いやだ……道風に会えないなんて。このまま死にたくない」

「あ、明琉さん……」

「道風が、何もかもなくしてた俺に全部くれたんだ。本も写真も温かい料理も、文章を書くことも、大切なものが何かって、どうやったら自分で進んでいけるかって、おしえてくれたんだ」

　どうにかして音緒と逃にげる手段はないのだろうか。

　背後を窺うかがえば、男たちは六、七人。走って逃げたところで、追われて捕つかまるとしか思えない。

「明琉さんっ！　あれ！」

　音緒が指さす先に、赤色灯が見える。それは、ひとつふたつじゃない。何台もの覆ふく面めんパトカーや白黒パトカー、特とく殊しゆ車両に、荷役現場周辺が包囲されている──それが分かった瞬しゆん間かん、大きな現場用照明が焚たかれ、警察官や防護装備の機動隊がじわじわと近付いてくるのが見えた。

「え、映画……」

　思わずそう呟つぶやいてしまうくらいの光景だ。啞あ然ぜんとしたその一瞬に、腕と手を拘こう束そくする縄を身体からだが反るほどに引っ張られた。明琉の喉のど元もとにナイフを、別の男が銃じゆう口こうを胸むな元もとに突き付けてくる。

「こっちには人ひと質じちがふたりいる！」

　背後に立つ男たちは声を荒あららげ、ひどく慌あわてている様子だ。

　しかし警察側は冷静に、着実に包ほう囲い網もうを狭せばめ、着岸している船には機動隊が突とつ入にゆうしていく。

『人質の解放を要求する。悪あがきはしないほうが身のためだぞ』

　拡声器による呼びかけのあと、警察車両の間から、後ろ手に腰こし縄なわを付けられたスーツの男が機動隊員に連れられて出てきた。背後の男たちが息を吞のむ。

『取引の現場でお前たちの若わか頭がしらを現行犯逮たい捕ほした。船は出港できない。組事務所も強制捜そう査さが入る。逃げられるところはどこにもないぞ』

　明琉と音緒を拘束しているのは、その男の手下たちなのだろう。自分らの頭が捕まったと知ると、やつらは途と端たんに威い勢せいをなくした。

　しかし明琉に銃口を突つき付けている男だけは落ち着きなく目線を左右に動かし、すっかり動転している。狼ろう狽ばいして銃をぶっ放しはしないかと明琉はいっそう青ざめた。

「そのチャカを下ろせ。俺にまでとばっちり食わす気か！」

　苛立ちをあらわにした若頭のそれが鶴つるの一声となった。明琉と音緒が解放された瞬間、「確保しろ！」との声が響いた。

　号令とともに、わっと、機動隊が飛びかかるようにして犯人たちを取り押さえ、薬物密輸の関係者が次々と拘束されていく。すぐ間際で繰くり広げられる捕とり物劇に、明琉と音緒はおろおろと、そこらを見み渡わたすことしかできない。

「音緒！　明琉！」

　道風と、成瀬と、壱星が駆かけてくる。しかし音緒と明琉の数メートル手前で、制服警官や機動隊に進むことを阻そ止しされた。

「音緒！　撮れ！」

「え？　ええっ？」

　道風は思いっきり遠投でもするように、何かを持つ右手を音緒に向かって振り込んだ。

　道風が放ほうり投げたカメラが、大きな放物線を描えがいて宙を舞まう。

「ちょおっ！　カメラッ！」

　音緒が地面にほとんどスライディングダイブして、道風の一眼レフカメラを死守した。

「いってぇっ……、カメラ投げるかよ！」

　フォトグラファーの命とも言えるカメラを受け止めて、音緒は真っ青になっている。

「いいから撮れ！　早く！　スクープだろ！」

　道風の気き迫はくに押されつつ、我に返った音緒は、その倒たおれたままの体勢からカメラを構えた。

　薬物密輸に関かかわった者たちが、次々と確保されていく様子を激写する。そして音緒は倒れていた地面から立ち上がり、ストラップを肩かたにかけて、騒そう然ぜんとする現場にカメラを向けた。

　カメラのファインダーを覗のぞく音緒を見て、明琉はハッとする。

　写真を撮るときの道風の背中、うしろ姿にそっくりだ。シャッターを切る前にストラップに手をかけるしぐさや、ファインダーを覗くそのポーズも、道風にそっくり。　>>>♥

　それもそうだろう。子供の頃ころから一いつ緒しよにいて、音緒に玩具おもちや代わりにカメラを持たせたのは道風だ。カメラを持ってふたり旅をして、海外で危険な目に遭あって帰ってきたり。そりゃあ似るに決まっている。

　道風と音緒のうしろ姿がシンクロするのに、なんら不思議はない。血けつ縁えんより濃こい、親子の証あかしだ。

　なんだ、そっか……と、顔を強こわ張ばらせながら、明琉はちょっと笑ってしまった。

　結局、音緒の言うとおりだった。音緒と出会ったときから無意識のうちに、音緒に道風を重ねて見ていたのかもしれない。

　音緒から目線を外してうしろを振ふり返ると、道風と目が合った。一度視線が絡からんだら、わっと感情が溢れてくる。警察の人に「大だい丈じよう夫ぶですか。もうすぐ救急車がきますから」と声をかけられているのに右から左で、頭の中は道風でいっぱいだった。

　どんな凄すご腕うでの医者より、道風に触られたい。そうしたら、安心できる。

　成瀬や壱星や、他ほかの誰だれも目に入らない。摑つかまれた腕うでをふりほどいて、呼びとめる声も無視して、道風の許もとへ走る。それしか知らないみたいに、道風しか見えていなかった。







　　　　□　８　□







　いやだ、大丈夫だと言っているのに、誰ひとりとして明琉の意見を聞き入れてくれるものはおらず、結局、事件現場から救急病院へ搬はん送そうされてしまった。

　ひととおり検査を受けて、打だ撲ぼく程度で異状なしと確かく認にんされ、処置室を出る。音緒も検査の結果、打撲と、額を数針縫ほう合ごうした以外にはとくに問題ないと診しん断だんされ、ちょうど出てきたところだった。

　音緒の左ひだり頰ほほには壱星の手形がくっきりとついている。

　犯人たちが確保されたあと、音緒は、ほぼパンチみたいな壱星の平手を食くらっていたのだ。

「心配した、っていちいち言われないと、心配かけてることが分からない大ばかだ」と、壱星は目にいっぱい涙なみだを溜ためていた。

「打撲より、壱星の平手の痕あとのほうがなんか、今は凄せい烈れつだな」

「うん、熱持ってる、痛い。いくらなんでもだから、壱星さんに冷やしてもらう」

　そんなふうに言うけど、音緒はどこか嬉うれしそうだ。

「明琉さん、俺、今日は壱星さんちに泊とまるから」

「でも、道風が心配して……」

「いや、俺だって空気くらい読めるよ。今日は家に帰れません」

「え、あ、う……」

　羞しゆう恥ち心しんでいっぱいになり、赤い顔して青ざめた。

　こんなことならヤッとくんだったと、音緒の前でぽろっと言ってしまったのだ。

　もう死ぬんだ、と思ってつい口走った。今際いまわの際の、包つつみ隠かくさない本心なだけに、フォローの言い訳も思いつかない。

「明琉さんの本音を聞いたから、逆にスッキリしたっつーか。思い出すだけでちょっと笑っちゃって、失しつ恋れんしたのにぜんぜん湿しめっぽくなれないよ」

　笑っている音緒に合わせて無理やり笑おうとしたけれど、顔が引き攣つってしまう。

「明日あしたの夜帰るからってオヤジに言っといて。俺もオヤジと、ちゃんと話したいし」

「え、と、その……気ぃ遣つかわせて、ごめん……」

　まさか自分が、親子の対話を邪じや魔ますることになるとは。でももう、大人ぶって遠えん慮りよできる状態じゃない。

「明琉さん……」

　音緒から手をきゅっと摑まれた。

「好きだったから、もう幸せになってほしいって、今はほんとに思ってるから」

　晴れやかな顔つきの音緒に、明琉は遠慮がちに微笑ほほえんで「うん」とだけ頷うなずいた。







　道風の運転する車で帰ることになり、明琉だけが乗り込んだ。

「成瀬もあっちか」

　壱星が運転する車には、成瀬と音緒も乗り込んでいる。音緒は軽傷とはいえ縫合するケガを負っているし、部分麻ま酔すいをしているせいでバイクで帰れないからだ。成瀬の「え、俺もこっち？」という声が聞こえ、「こっちは『ブレスユー』チームってことでいいじゃないですか」と運転手の壱星に、微び妙みように仕切られているのが笑えた。

　高速にのり、車内の時計を見ればすでに深夜零れい時を回っている。

「音緒が、明日の夜帰るからって。道風と、ちゃんと話したいって」

「……そうか」

「俺は今日、……自分ちには帰んない」

　ややあって、道風からは「……ああ」とだけ答えが返ってきた。

　多くは語らず、あえて互たがいに触ふれず、内側でふつふつと湧わいてくる感情を今は宥なだめるしかない。目が合ったら我が慢まんできなくなりそうで、だから明琉は帰り着くまでずっと窓の外の景色を眺ながめていた。







　玄げん関かんドアが閉まるのと同時に、道風の首筋を引き寄せて唇くちびるを重ねる。目を閉じていても道風の家だと分かるルームフレグランスを嗅かいで、やっとふたりきりだと安あん堵どし、道風の唾だ液えきを飲む。

　両りよう腕うでで首にぶら下がるみたいな状態でゆらゆらと揺ゆれる身体からだは、ときどきシューズボックスや扉とびらにぶつかった。

「ふ、う……」

　壁かべに背中をつけて、前からは道風にしっかりと支えられながら、舌を絡める。

「……ちかぜ、っ……」

　苦しくなるほど胸がどきどきと逸はやり、どうしようもなく息が上がった。うまく呼吸ができなくて、くらっとする。

　道風の肩を押して、明琉は自分のコートを脱ぬぎ捨てた。乱暴に靴くつも脱いで上がり框かまちを踏ふむと、わずかも離はなれたくないとでもいうように、道風に捕つかまえられ、バランスを崩くずして倒れ込んだ。そのままそこで、口内を舐なめ合う。

「み、みちかっ……、んっ……」

「俺の部屋は、三階だから」

「くそ……、遠いな」

　かと言って、リビングとか、家族の共有スペースでいたすのは、いただけない。

「でも、風ふ呂ろとトイレは部屋の横にもある」

「なんだそれ、連れ込み仕様かよ」

　一度泊まったときは、それどころじゃなくて、ベッドルームの隣となりに風呂やトイレがあるなんて気付かなかった。

　道風は「明琉以外、誰も連れ込んだことなんかない」と楽しげに笑っている。道風と目が合ったら、またキスしたくなって、しがみつくようにして唇を吸った。

　はぁはぁと息が上がる。したくて堪たまらないと伝える息いき遣づかいで、互いに煽あおる。

「……もうっ、痛い」

「えっ、どこ」

　今日の事件で、どこかを負傷したのかと案じて、道風は顔色を変えた。

「違ちがう。分かれよ」

　腰こしをわずかに引くしぐさで昂たかぶりに気付いたらしく、道風は喉のどの奥で笑っている。

「ごめん、明琉。三階まで歩いて、な？」

　宥められ、道風に手を引かれて、明琉はようやくそこから立ち上がった。

　階段を上りきり、やっと道風の部屋に入る。シャツのボタンを外すのがもどかしく、後回しにして上着だけを脱いだ。道風も、自分のシャツを手早く脱ぎ捨てる。明琉がズボンのベルトにもたついていると、道風が跪ひざまずき、ズボンと下着を脱がすのを手伝ってくれて、あと何歩か歩けばベッドなのに、ドアを背に立ったままいきなり咥くわえられた。

「ああっ……！　ふ、うっ、あぁ……、んっ……」

　膝ひざががくがく震ふるえながらも、道風の口こう淫いんを受ける。我慢できずに溢あふれる先走りを、じゅるっと吸い上げる音が響ひびいた。俯ふ瞰かんで道風を眺めると、夢中でペニスにしゃぶりついている様にも興奮する。

　温かい口内の上うわ顎あごに先せん端たんを擦こすりつけるのがあまりにも気持ちよくて、道風の髪かみを搔かき交ぜて、腰をぐずぐずと動かした。喉の奥まで突つっ込むディープスロートに、臀でん部ぶまで震える。

「あう、う……ごめ、道風……それ、きもちっ……」

　苦しいだろうと分かるのに、腰を動かすのを我慢できない。

「あぁっ、はあ、ああっ……ちかぜっ」

　もうひとりで立てない。膝が笑って支えきれず、ドア伝いに床ゆかに崩れ落ちる。それでもなお、道風は明琉のペニスを唇と舌とで愛あい撫ぶし続けて放してくれない。

「うぁん、あっ……あぁっ……」

　屈かがみ込んで一いち途ずに口淫する道風の髪をくしゃりと摑つかんで、肩けん甲こう骨こつが浮うく背中を手のひらで撫なでた。全力で欲ほつされているかんじで、それにいっそう煽られる。剝むき出しの欲よく望ぼうを見せられ、恍こう惚こつとして明琉も喘あえいだ。

　道風の背を抱かかえ込むように腰を深く押しつけると、強く吸引されて、急激に極きわまる。

「道風っ、あ、だめ、イく……っ……」

　呆あつ気けない早さで、そのまま果てた。欲望に任せての射精は、飢うえた身体にいっとき、満足感を与あたえてくれた。

　互いに興奮しきった呼吸を絡からませ、キスに没ぼつ頭とうする。頰ほおの内側も、上顎も擦り上げられ、舌ぜつ下かに溜まった唾液を吸われながら柔やわらかなペニスを揉もまれると、再び兆きざしてきた。

「あの日……酔よっ払ぱらって泊まった日さ……、エッチなこと、したよな？」

「したよ。手で擦っただけ、だけどな。明琉が自分で脱いだんだぞ。自分でベルトゆるめて、ファスナー下ろして、弄いじりだすんだから……無理。いくらなんでも、ブチンとキた」

「あのとき、道風とエッチしてる夢見ちゃって」

　絵に描かいたような欲よつ求きゆう不満で笑ってしまう。

「あれが仕事と引き替かえだったなら、うちの雑誌と永年契けい約やく結んでもらうとこだからな」

「念のために言っておくけど、仕事と引き替えってそれ、最初は冗じよう談だんだったんだ」

　やっぱりそうだったのか──思わず苦笑いだ。

「明琉の早とちりにのっかって堂々と触れたから、結果的においしい思いをしたけどな」

「ばか……っ……」

　手しゆ淫いんされて硬かたく張りつめていく自分のものを見下ろし、だんだん呼吸が荒あらく弾はずんでくる。道風の目を見つめて、何度も舌を絡め合い、道風の手に手を重ねて、一いつ緒しよに擦り立てた。

「……ん、あぁ……」

「乳ち首くび、見せて」

　シャツのボタンを上からみっつだけ開けて、道風が背後に回る。道風を背もたれにして寄りかかると、裾すそから右手を突っ込まれて、右の乳首をきゅうっと摘つままれた。道風はそれを隙すき間まから覗のぞいて、いっそう息を荒くする。

「小さくても乳首がぷくっとしてるのが覗けて、エロい」

「変態。そんなので興奮するんだからな」

　こよりのように縒よられて、じんっと背筋に甘い痺しびれが走った。

「あ、……あっ、……引っ張んなって」

　最初は痛い、と感じるものも、指先で軽く転がされたり、優やさしく擽くすぐられたりするうちに、全部が快感にすり替わっていくから不思議だ。

　水を欲しがるみたいに、首を捻ねじって道風のキスをねだった。

　ペニスを擦りながら、乳首を弄られる。舌を擦り合うと、口角から溢れた唾液が首筋に流れ落ちた。その唾液を追って、道風が動き出す。前に回り、柔らかな首筋を、唇や鼻先や頰ほお辺べたで愛撫されて、脳までがうっとりと蕩とろけていく。

　すると、力が入っていない両りよう脚あしを摑まれ、軽く持ち上げられた。倒たおれそうになったところを、後ろ手をついて踏ん張る。

「や、もう……何すんだよ」

　道風の目線が秘部一いつ箇か所しよに注がれてる、と分かった瞬しゆん間かんに、身体を引き倒された。床に肘ひじをつき、ドアに頭を擡もたげて踏みとどまる。

　膝をぴたりと合わせた状態で脚あしを折りたたまれて、膝ひざ頭がしらが胸に付くほど曲げられた。道風はなおも、そのあらわになったところを凝ぎよう視しする。

　どんな状態のものを見られているのか想像しただけで、頭がカッと滾たぎった。

「陰いん囊のうが欲望を溜ため込んでるかんじとか、色とか形とか、この太ふと腿ももの隙間からこぼれ落ちそうなのも……凄すごくいやらしいな、興奮する」

「俺じゃなくて、道風がいやらしいんだ、変態」

「隙間……この隙間に、突っ込みたい」

「は？」

　いきなり覆おおい被かぶさられて、その太腿の隙間に道風が先端を擦りつけてくる。

「み、道風、何……うそ、え、マジで？」

「隙間に挿いれたい。一回、ここで、イかせてくれ。じゃなきゃ、早そう漏ろうの烙らく印いんを押されそうだ」

「う、うそっ、素す股またっ？」

　問いの答えは返ってこないまま、道風のものが陰囊の裏側をすべり、太腿との隙間に入ってくる。ドアに押し潰つぶされるようにして、強めの腰遣いでペニスの裏が擦れ合い、その予想外の気持ちよさに、これを初めて経験する明琉も驚おどろいた。

「う、ああっ……ん、……ちかぜっ……」

　浅く荒い呼吸の道風が、ひたすらに腰をスライドさせてくる。道風のペニスが陰囊から陰いん茎けいをすべると、電流みたいな快感が背筋を駆かけ、嬌きよう声せいがとめられない。

「あっ……あぁ……やっあ……っ……！」

　道風の雁かり首くびがにゅるにゅると裏筋を擦る。ピストンの衝しよう撃げきでドアがガタガタと軋きしめいて、そんなことにも煽られる。ひとしきり擦り上げられ、腕うでで自重を支えきれなくなり、ついに床にずるずると倒れ込んだ。道風はほとんど馬乗りになりながら、でも、やめてくれない。

「自分で脚あし抱かかえて」

「や、あっ、あぁっ……」

　屈くつ辱じよく的なのに、卑ひ猥わいなポーズを命令されたらひどく興奮した。言われたとおりに自分の膝を両手で抱えて、道風が腰を振ふりやすいようにしてやる。

「すごい、エロい……明琉っ」

「……あ……ああっ、あ……やめ、んな、それっ……きもちい……クる」　>>>♥

　雁首の括くびれの部分が擦れ合ったら、内うち腿ももが鳥とり肌はだを立てるくらい気持ちいい。堪らず鼻を鳴らす明琉に、深く重なってきた道風が「出るよ」と囁ささやいた。

　背骨が床に当たり、痛いほどに打ち付けられる。やがて、腹の上に熱いものを浴びせられた。ペニスを道風の精液で濡ぬらされるのもぞくぞくする。誘ゆう発はつされ、明琉もそのまま弾はじけた。

　ふたりで丸まったような体勢で、はぁはぁと喘ぐ。

　そうして波が引いていくと、道風が明琉の瞼まぶたや頰にキスをした。

「明琉の身体からだが……あちこちエロくて、手に負えない……」

「そっちが、エロ目線で見るからだろうが。男のタマの裏とか見て、楽しいかよ」

「死ぬほど楽しい」

「ばかだ。ばかすぎて、あんまりばかすぎると愛いとしくなるな。困った」

　ふたりで笑い合いながら、今いま更さらみたいに「ベッドがそこにあるのに、なんで床で？」とまた笑った。

「ガンガン突いてくるし、背中痛いてぇ」

「ベッドに行く？」

「それ最初に訊きいてほしかった」

　道風に手を引かれて、ベッドに寝ね転ころがる。

「道風のベッド、好き。いい匂においで、スプリングも心地ここちよくて、ダブルガーゼのシーツもいいな」

「お気に召めしたならよかった」

　横おう臥がして向かい合い、キスをして、髪かみを梳すき撫でられる。明琉も道風の髪を同じように撫でた。そんなふうに緩ゆるやかに睦むつみ合ううち、再びボルテージが上がってくる。

　道風の指が後こう孔こうの縁ふちに触ふれ、いいか、と訊たずねるように、そこを指の腹でこすった。

「道風がいちばん興奮する隙間って、そこだよな」

「近くで見ていい？」

「見るなっつっても見るだろ。あんときも道風、そこに……相当しつこかったし」

　五年前のことを思い出して言うと、道風は喉のどの奥で笑っている。

　足首を摑まれ、後孔が丸見えなポーズをとらされた。道風は「特等席」なんて言って笑わせて、思う存分、小さな隙間鑑かん賞しように耽ふけっている。

「明琉が笑うと、孔あながひくひくして、いやらしい」

「実じつ況きよういらない」

　文句を言った直後に「ひ、んっ」と短い悲鳴を上げた。道風の舌が、そこにぬるりと入ってきたのだ。べろりと広げた舌で擦こすられ、尖とがらせて挿れられて、薄うすい下腹が大きく波打つ。

「あぁ、んんっ、やっ……！」

　久しぶりの感覚に、身体が驚いている。でも、すぐに身体は道風のすることを悦よろこんで受け入れた。びくびく震ふるえる後孔の縁は、道風の舌を食はむように蠢うごめいてしまう。

「うーっ、ふぁ……やぁっ……！」

　舌を深く差し込まれて、後孔がひときわわなないたとき、いきなり指を突つっ込まれた。

「ひぁ……っ……！」

　背筋が強こわ張ばり、快感が身体を駆け抜ぬける。全身が緊きん張ちようした直後に弛し緩かんして、軽くイッたみたいになった。まだ始まったばかりなのに、この段階でイきそうになっていたら身が保もたない。

「指で、搔かき回したい」

「したいように、しろよ。俺はドスケベのことが好きな、ドスケベだから」

「なるほど」

　そんなところで嬉うれしそうに頷うなずかれて、ちょっと笑ってしまう。

　それから道風は己おのれの欲よく望ぼうのまま、思う存分に、舌と指でそこを弄った。

「俺はっ……早く、道風と繫つながりたいんだ。いつまでその特等席とやらで、隙間鑑賞してんだ」

　舌も指も気持ちいいし、そんなところを口で愛あい撫ぶされれば愛されていると伝わるけれど、離はなれていた五年はただ物理的な距きよ離りで、心は繫がっていたと今すぐ身体に印しるしてほしい。

　そして、相手の全部を許さなきゃ受け入れられない、そういう、愛する者同士のセックスがしたい。押し込まれて、押し潰されて、突き上げられて、「お前は俺のものだ」と全身に訴うつたえられたいのだ。

　すると道風は喜びを滲にじませながら、困ったように笑った。

「挿れたら、暴走する自信しかないんだ。自分の欲望を、明琉のこの小さな隙すき間まに挿れるなんて……頭の回線の一本や二本は、オーバーヒートで焼き切れる。明琉がもうやだって言っても、とめられない気がする」

　むちゃくちゃしそうだ、とドヤ顔で言われて、「スタミナ自じ慢まんかよ」と明琉のほうも笑ってしまう。

「今日は、腰こしが立たなくなるまでヤるんじゃないの？」

　明琉からの挑ちよう発はつに、道風はにやりとしつつ、曲げた膝ひざのあわいにキスをして、そこにぞろりと舌を這はわせた。そんな些さ細さいな隙間すら見み逃のがさない道風に呆あきれる一方で、隅すみ々ずみまで愛撫されてぞくぞくするのだから、自分も大たい概がいだ、と明琉は思う。

　首筋を食まれ、二本の指で後孔を搔き回される。道風が用意していたジェルを直接たっぷりと注入されていて、それがぐちゃぐちゃと派手な音を響ひびかせ、これにけっこう煽あおられた。

「わざと、やってる、だろ……」

「明琉のここが俺の指に吸い付いてくるから、いやらしい音が出るんだぞ。こんなふうに」

「んっ……うあ、やっ、……んっ」

　指で玩がん弄ろうされて、内腿が震える。だって、道風の指が、気持ちいいのだ。押すとこ、擦るとこ、全部にじわりと快感が湧わいて、どこもかしこもいい。

「ここを……揉もみ込むと、……ほら、中が痙けい攣れんしてくる。分かるか？」

「はぁっ、あぁっ……んんっ……！」

　びくびくと背筋まで震える。更さらに増やされた指三本で胡桃くるみを捕とらえられ、左右に揺ゆらすように柔やわく揉み込まれたら、声も出ないほどの凄せい烈れつな快感がきて、一気に上りつめた。

「────！」

　射精のそれとはぜんぜん質が違ちがう愉ゆ悦えつだ。腰をがくがくと揺らし、吐と精せいしないままの強きよう烈れつな絶頂感に浸ひたった。硬こう直ちよくしていた全身がくたりと蕩とろけ、茫ぼう然ぜんとしてしまう。

　余よ韻いんにたゆたううち、指ですっかり慣らされたところに、ついに道風の張り詰つめたものを宛あてがわれた。

「明琉……」

　甘ったるく名前を呼ばれて、ふらりと目線を上げる。道風と目があったら、道風の尖せん端たんが明琉を拓ひらき、ぬるりと入ってきた。

「……っ……！」

　ずっと待ち望んでいたもの。自分の中で道風の熱を感じることに、どうしようもなく身体が歓かん喜きした。やっと道風のすべてを自分のものにしたという実感に、身体からだ中が沸わく。でも欲しがりで欲よく張ばりは同時に、一いつ切さいの余地なく征せい服ふくされたいのだと切望していた。

　もっと深くまで来てほしくて、道風の腕をたぐり寄せて、しがみつく。

「も、っと……道風っ」

　道風の想おもいを打ち込まれる。でもまだそこに気き遣づかうような温ぬくさがあって、明琉はなおも「もっと」と懇こん願がんした。さっきは、暴走する自信しかないとか、やだと言ってもとめられないなんて言っていたくせに、やっぱり優やさしく気遣われている。大人の余よ裕ゆうってやつかもしれないけれど、それじゃ足りない。

「きつく、ないか？」

「ふふ……今度は、デカいの自慢？　遠えん慮りよだったらいらない。道風で、めちゃくちゃにされたい。なんにも考えられないくらい、俺に夢中になって」

　ふたりが繫がったところに手を伸のばし、指先で道風のペニスを撫なでると、道風が小さく呻うめいた。道風を受け入れ、いっぱいまで張った縁もなぞる。

　興奮している道風をさらに煽って、孔を指で拡ひろげて見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだから……もっと奥まで挿いれて、突いて」

「あかっ……」

　道風は肩かたを大きく揺らして呻き、誘いざなわれた深いところまで挿そう入にゆうしてくる。

「ん……苦しく、ないか」

「苦しいのが、いいんだろっ……だから、もっと……」

　隙間なく繫がって、俺を受け入れろと、言葉じゃなくて身体に仕込まれるのがいい。

　興奮して大きく張った雁かり首くびが潜もぐり、沈しずませては引き抜かれる様が扇せん情じよう的だ。何度も繰くり返されるうち、中のジェルがくぷっと溢あふれ出てきた。

「あ、あぁ、道風っ……すご、い」

　自分たちのセックスを見て、興奮する。徐じよ々じよに抜き挿さしのスピードが上がり、奥おう壁へきを突かれだすと、もう黙だまって見ていられなくなった。

「道風っ……あぁっ」

　きゅうっと狭せばまった隘あい路ろを、道風に擦り立てられる。いちばん深い角度で繫がるように、腰を抱かかえて打ち込まれ、額にまで響く衝しよう撃げきに、声も出ない。いっときも籠ろう絡らくはやまず、ぐちゃぐちゃに搔き回されてから、いきなり引き抜かれた。その衝撃で、びくびくと四し肢しが震える。

「やあっ……、はぁっ、はぁっ、はぁ……」

「ふぅっ……」

　道風が小さく喘あえいで、明琉に覆おおい被かぶさった。

「……っ、……、……ち、かぜっ……」

「明琉……」

　さっきまでいっぱいに充みたされていたものが忽こつ然ぜんと消え、後孔は強い飢き渇かつ感かんに喘いでうねっている。

「道風……や、いやだ……焦じらすなっ……」

「明琉ん中がよすぎて、挿れっぱなしはヤバいんだよ」

「そんな……んんっ、や、いやだ……」

　自分の身体からだが気持ちいいと言われるのは単純に嬉しくなってしまうけど、充たしてもらえない苦しさのほうが勝まさって、奥歯を嚙かんだ。後孔が欲しがって、ぐにぐにと蠢いている。

　そうしているうちにやっと後孔に道風の先せん端たんの丸みを押しつけられ、明琉自ら腰を浮うかして、道風のペニスを迎むかえ入れた。入り口に雁首が潜もぐり込むだけで、背筋が甘く痺しびれる。

　とてもゆっくりと、内うち襞ひだを舐なめ上げるストロークで、道風が再び入ってきた。収縮したところを尖端にゆっくりと拓かれる感覚に、ざっと肌はだが粟あわ立だつ。感情が昂たかぶり、うまく息ができない。

　さっきまで激しく蹂じゆう躙りんしていた場所を、今度は一転して、ゆるゆると浅く突つかれた。その何回かに胡桃を擦こすり上げられて、濃こい快感が蓄ちく積せきされていく。

　首筋を愛撫されながらうねるように腰を使われると全身が蕩けて、明琉は甘ったるいよがり声を上げた。

　浅く深く、快楽を引き出す抽ちゆう挿そうで、身体が際限なく昂る。限界がどこにあるのか、限界まで行ったらどうなるのか、怖こわいけど知りたい。

「……ちかぜっ……あぁっ……」

「五年前も、明琉はこんなふうに、ゆっくり抜き挿しされるのが好きだったな」

「ううっ……あっ……はぁっ、はあっ……！」

　五年前のセックスは初めてだったし、もっと必死だったかもしれない。道風が欲しくて、道風に自分の全部を見てほしくて、受けとめてほしくて、夢中だった。たったひと晩。あの日にセックスを知って、人と身体を繫げたのはそれが最初で最後。

「道風だけ、なんだ。道風だけが、俺のこういうの、知ってる。ほかっ……他ほかの人は、知らないから」

「俺もこの五年、夜空の星を見上げて、明琉の裸はだかばっかり思い浮かべてた」

「ロマンティックな言葉で、ごまかせてない」

「ごまかしてなんかいるもんか。星が乳ち首くびに見えるんだ」

「さ、最悪……」

　笑えてしまって腹筋がびくびくする。だから、そんなつもりはなかったのに、中の道風をぎゅうっと締しめ上げてしまった。道風が苦しげに呻いて、明琉を優しく睨ねめる。

「今のは、けっこうキた」

「え、あぁっ……！　あっ、ああっ！」

　煽るような腰遣いで振ふりたくられ、ふたりの下腹に挟はさまれたペニスが揉みくちゃにされる。

　蜜みつがしとどに腹の薄うすい皮ひ膚ふを濡ぬらしていたから、そこは何かを零こぼしたみたいににゅるにゅるになっていた。

　道風に腕うでを引かれ、抱だき起こされ、今度は対面で座ったまま挿入される。撓しなるペニスを後こう孔こうで吞のみ込むと、そこに自重がかかって背筋がきつくこわばり、腰がびくびくと震ふるえた。

　それまでゆっくり高められたため、後孔はすっかり柔くなり、激しくされても快感しか拾わない。視界が定まらないほど大きく揺さ振られて、急激に上り詰める。　>>>♥

「あああっ、みち、道風っ……はげしっ……」

「明琉……明琉っ……」

「んあぁっ、……あぁっ、ん、あぁ……！」

　ぎゅっと抱だきつき、明琉も夢中で腰を振った。先端の丸みが道風の腹で擦れる。こんなに出るのかというほど、そこは淫いん蜜みつが溢れていた。

　前とうしろの両方から感じる刺し激げきで、ペニスの先は開き、内襞はとろとろに蕩けている。

「あっ、ん、ああっ、ん……いい、きもちいっ……いいっ、もう、イきそっ」

「……俺も」

　しがみついたままの体勢で、ベッドの上に戻もどされた。

　ふたりで絶頂するための抽挿が始まる。硬かたく屹きつ立りつしたもので全身を揺ゆすり上げられ、容よう赦しやなく玩がん弄ろうされた。道風の尻しりをかかとでたぐり、いちばん奥まで迎え入れて、両りよう脚あしで腰こしをぎゅっと挟み込む。

「ああっ……、いいっ……いいっ、あっ、道風、イく、イくっ、あああっ……！」

　明琉が白はく濁だくを散らすのと同時に、道風も明琉の奥に熱いものをしぶかせた。

　大きく喘いで、道風の重みを受けとめる。精液が絡からむペニスがぬるりと押し潰つぶされても、道風の腰に両脚を巻き付けて、ぎゅっと締め付けた。

　最後の最後まで放さない。自分の中で萎なえていく感覚ですら、愛いとおしい。道風のペニスの形を身体に覚えさせて、今この瞬しゆん間かん、道風と繫つながっているのは間ま違ちがいなく自分だけという充じゆう足そく感にうっとりとした。

　心臓が激しくどくどくと打っている。

「すごい……死んじゃいそ……なくらい、よかった」

「俺もだ……明琉」

　繫がりをとき、呼吸が整わず苦しくてもキスをする。互たがいの顔を両手で挟んで、舌を舐め合った。

「あぁ……もう、好きだ。すげー、好き。離はなれたりしたら許さないからな」

「明琉は、俺のだ。もう二度と、放さない」

　身体で確かく認にんして、分かっていても言葉で確認したくなる。確認できると気持ちが高まって、道風にまた抱いてほしくなる。道風の想いと身体に、押し潰されて死にたいくらいの気分。

　──クラウドナインって、このベッドの上にあったのか。

　快楽の波は紋もんが全身に染しみて、熱っぽさも倦けん怠たい感さえも幸せで、明琉は想いをそのまま伝えたくて道風を両手でたぐり寄せた。道風も同じ強さで包み込んでくれる。

　もう二度と放さないとの言葉を証明するかのように、互いの身体を搔かき抱いだいた。







「音緒、忘れ物ないか。パスポート、胃腸薬、懐かい中ちゆう電でん灯とう……」

　バックパックを背負い、一眼レフカメラを肩にかけた音緒が、靴くつを履はきながら煩うるさそうに振り返った。

「あのなぁオヤジ、……俺は修学旅行に出発する小学生じゃないんだぞ」

「あと、コンドームも持って行けよ。日本製のコンドームは世界に誇ほこれる逸いつ品ぴんだ」

「今ここで性教育か！」

　玄げん関かん先さきで揉もめる親子。そこらによくある光景だ。

　音緒は母親と正式に対面を果たし、「一いつ緒しよに暮らしたい」と告げられて、最初は迷っていた様子だった。本当の母と、血のつながりのない父。普ふ通つうに考えたら、本当の親と一緒に暮らすべきかもしれないけれど、音緒は最終的に元の生活を選んだ。

　決して母の思いを拒きよ否ひするのでも、恨うらんでるわけでもない。これからは母親との新たな関係も大切にしたい。でもそんなふうに思えるのは、父親である高橋道風の大きな愛情を感じてたからだと思う──と、音緒が自分の言葉で母親に伝えたらしい。

　血けつ縁えんじゃなくて、親子として生きてきた十九年間という時間に勝まさる証あかしなどない。それが、音緒と道風が導き出した結論だ。昨日、高橋親子と成瀬と壱星の五人で行った『音緒の壮そう行こう会かい』という名目の飲み会で、そう報告を受けた明琉も嬉うれしくなった。

　選挙、政治家、暴力団が絡んだ薬物密輸事件が白日の下もとに曝さらされ、親子の件が解決する頃ころには道風と音緒の関係もすっかり元に戻った。音緒があのとき撮とった密輸事件のスクープは、倒たおれ込んだ位置からの緊きん迫ぱく感かんの伝わる写真で大きな反はん響きようを呼んだ。

　そして音緒は、憧あこがれの父親に一歩でも近付くべく、「しばらく海外でカメラマン武者修しゆ行ぎようしてくる」と宣言し、今まさに取材旅行へ出発の直前。その音緒に、道風はまだ何か言いたげにしている。

　危険地帯への渡と航こうではないと分かっていても、いつどこで、どんな危険に曝さらされるか分からないから、身をもって体験している道風からすれば、リアルな心配がつきまとうのだろう。

「一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみで、命を落とすんだからな」

「もー分かってるって。オヤジからのミミタコの注意事じ項こうは守るからさ」

　道風と音緒の会話を聞きながら、明琉は音緒の傍そばに屈かがんだ。

「このお守り、音緒に。お守りは人に貰もらったほうが、ご利益あるんだって」

「今度はオカンか」

「オカン言うな。九く段だんの神社に詣まいって、『旅行安全祈き願がん』のお守りを買ってきたんだぞ」

　明琉が差し出した青いお守り袋ぶくろをじっと見て、音緒がにこりと微笑ほほえむ。

「ふぅん、そうなんだ。ありがと」

　音緒は受け取ったお守りをバックパックに括くくって、よし、と気合いを入れると立ち上がった。

「では、取材旅行に行ってまいります」

「無事に帰ってこい」

　道風の言葉に、音緒は「うん」と大きく頷うなずいた。

「んじゃ！」

「いい写真撮れよ」

「行ってらっしゃい」

　数カ月とはいえ、いざ行ってしまうとなると、センチメンタルな気分になる。

　玄げん関かんを開けて出ていく寸前、音緒が「あ」と振り向いた。

「明琉さん。帰国したら、俺、ひとり暮らししようと思ってるんだ。帰国したときはハタチになってるしね。あとは、オヤジのことよろしく」

「えっ」

「隙すき間まフェチの変態ドスケベなんて相手すんの、明琉さんくらいだから。捨てないでやって」

　驚おどろきと恥はずかしさのせいで、もごもごとしてしまい、何も返せない明琉の隣となりで、けなされている道風がなぜか感心したように頷いている。

「音緒……お前、俺に似ていい男だな」

「当然だろ」

　明るく手を振って出ていく音緒を見送って、道風が明琉の手を握にぎりしめた。

「音緒に触しよく発はつされて、自分も長期で海外取材に出る、とか言いださないだろうな」

「海外の仕事もときどきはあるけど、明琉の傍にいるよ。日本で、明琉の傍で、撮りたいものを撮る。残りの人生は俺のわがままに、好きに生きたい」

「残りの人生って」

　老い先短いおじいさんみたいな言い方をするので笑って、はっとした。

「ところで道風って……何歳？」

　ずっと年ねん齢れいについてははぐらかされて、どこぞのアイドルみたいにおしえてくれなかったのだ。道風はにやりと笑って明琉の耳元に顔を寄せた。どきどきと答えを待つ。

「……え、けっこういっ……ひあっ！」

　答えを吹ふき込んだ耳じ孔こうにべろんと舌を突つっ込まれ、腰こし砕くだけになった身体からだを道風に抱き込まれながら「このエロオヤジ」と笑った。


おわり









　あとがき







　こんにちは、川かわ琴ことゆい華かです。このたびは『ケダモノとその息子むすこ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。ルビー文庫さんでは二作目、そしてわたしにとっては、節目の通算十冊目となりました！　ひとつの目標だったので、嬉うれしいです。ありがとうございます。

　今作は、ドスケベエロおやじと、果か敢かんでやんちゃな年下の若い男から言い寄られ、「ケダモノとその息子に迫せまられて困っています」というお話です。いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけましたか？

　今回、おやじである道風の年ねん齢れいを明記せず、ご想像にお任せします、ということにしました。三十代です、とだけお伝えしておきます。それにしても昨今のドラマや映画でご活かつ躍やくのおじさまたちはバッキバキに鍛きたえた身体からだで、男の色気に溢あふれていらっしゃいますね！　とても素敵です。ＢＬのおやじたちには、年齢とともに積み重ねたその性技（大事）や、あらゆる面において上回る経験値でもって、年下の男の子を翻ほん弄ろうしてメロメロにしてほしいです。

　さて、回数は少ないですが今回もエロが激しっ……（[image: ←]受けの台詞せりふっぽく）です。自分比ですが、前作同様にエロが著しいのを書いている気がします。それをなぜルビーさんで？　と困こん惑わくされそうですが、どうしてだか「ガツガツしてる人たちを書きたいスイッチ」がオンになるのです。ほんと、なんで？　自分でも分かりません。道風が隙すき間ま大好きな人なので、「素す股またははずせん」と心に決めてあのシーンを書きました。…ドヤ顔で何を言ってるんでしょう、ふふっ。

　今作の挿さし絵えも桜さくら城ぎやや先生がお引き受けくださいまして、本当にありがとうございます。カバーの道風、手足がけしからんことをしてますが、これがもう「なんと道風らしい！」と拍はく手しゆ喝かつ采さいでした。挿絵では、エロおやじ道風の内側にある優しさや包容力があちこちに滲にじんで見えるところも素敵ですよね。道風の前でしか出さない明琉の切なげな表情、オムライスを食べさせてもらうシーンはかわいくて、さきほど言いました素股シーンの口絵はどきどきだし！　何度も見返しては、にまにましております。ありがとうございました。

　担当様、今回も大変お世話をおかけしました。最初に耳にした「ドスケベ」という言葉が刺ささり、その熱量で書きましたが、繰くり出される着火剤ざいにいつもわくわくしています。今後ともよろしくお願いいたします。

　ここまで読んでくださった読者様、本当にありがとうございました。編集部のほうにこの本のご感想などいただけたら、とても嬉しいです！

　では、皆みな様さまにまたこうしてお目にかかれますように。


二〇一四年　五月　　川琴ゆい華
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